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2AOl ト‘)ス(ピぜ‘}ジン)Iレすニ勺ム(立)塩J'~;拘烹におヴるヤ・口金忌勺
反JJ~挙動

筑波え・イじ 沼l霊長生 0;'反り扶 JZ司手

目的 l童相にお'1~反跳現象解剖へのア ]"σーテのーつヒ t ・て， -育右;;，~近年フタロシ
アェーン釘瓜およびーすト 7フェユJレポtレブィン鋳i弘子、，~石。凡退ぃ攻'交換週廷での、F心金

属η瓦周降動にj主曲 L て乏た?令'~I~ J:..~乙錯払t.. 1司署長 1:::' 7'コロフィル顛侠物質"t"1うリ，光

イι学 η令野<."最まLじ J"h'f られるニリ fアγ 非手面笠錆向ミイみるトリス(じ‘ピリジふう1レテム

勺ム(正〕錆年乞吋君主じし，光枝反応ゐ・ょが停引金手桶媛J-;._t己』二伴7ヤ心金品η反政寄与動

l二つ、、て荷宇乙Lた.

支障受
C 1 )試が同調阻:塩化lレテニウム(耳〕じえ，i-己'己ソジンじ乏 / 門戸¥ ¥2十

メタ/ー Jレヤゼ 7え刺殺えL， 1おれた枇都ゐ乏ぺシゼンゼ丸 I_)-の七 l
フてイヲ着して、;未えた拘質等lil:倍したTえ，エタ 1-/レ:ポ(1:1)¥ 0'→ぐv I(æ~ 

7昆合'J~媒ヤ'(."~持品し，え~-t.守ぶT等tミ.J-')、，~.t友 l~在誌η3 乙，男知司 l 仁》く) I 
訊ポt~ L f: • 、 ， 

くえ〉照射;九核反JL-のため円借j動湖lf泉照射止，わじ1，3負郡?図1.トリス(臼j斗I取 弘 同

可老手。)ムア・ソ7て行、、， 8全コンペー7一旬、 5の末えLネ『レイ一 都乙拘叫葺也

60Me.すの骨l重力繍T提示1.1丹v た.な垢この疎末転ヂぞ亀手』三文イー7。之グトット tこり円余

乏し ~1乙常l 二ドライアイ λ イヂ却して.郡アニ_')シ 'i の荷止にすめた.
訴判'主主将身てiι、主君えだ宇舟、訴のiR.l合A正主j存::j... -;:t R S尺手しお1l'-1!i.荷東海看守qJRR-

えず号L返すl之ふ')行、、，'tの探も常lこドヴイ了寸えず'本t:fした.

( 3 )照射ri_d)ィ時点?荷主引がち鴻有明え:照射後，抑tt.~t..Jしテニウム(1!L').t旦弘主
宰℃点(Rl1;東1t: 0.3枇 Ho)_) I二Jtf1、しノこ札1七7ァデ'ヴ 7λ院イ庁シゐ実力ラム 7
11芝トグラブィ-(N久常 SPt7pず'"， 7 ;Z1吏JfJ)，---J.. ') 01強 L，}，ト7ラ7Yヨン ηr
Jゑスペ7トlレlCr屯(しム)半導体不食品添;石川マ aし子子γシネ Iω良品分ノザf君主Iこよ')J則えして〆

み 7=; 7 Yヨシ'fd) 1ヨ的帥扱械草通通島垂垂むのの放楠射桁4僻仰咋附今博配持砕似干手わ似、可味t叫末刺机叫味仇~乙」汁川Wa1w1叩仰∞卿Dιレ一たト一一斗ベ一ιω川2訓M叫一

盆丞 ~~ 、

イ仏ι申令島敏色仇の5箔苦呆ηi例じして 〆え耳核夫んえLL今王場易A企〉の i 悶 (~如7除F干3巳竺」7 面改 1
t 。り帆3

l司司汗婿漁亦か奇柔あお~i'ず1 め~ 1川こぺ). この lおの(1.ど /!f)ff)7ヲリヨン Sjifjjh 
Ar1 ，萩射能 1 -;1..比較的 J~ ，' fl¥" ，無色て'みフ fュ。 7ラ7書ijii1321 1 
h ン尺(l-~索謀長ぽ瓜l 二ふる予衡実、検な L 仏‘ l 二い吠吹雪 !;;;;:;:11KL i 

え々 7 卜 lレ司、~ I 錯体郡分l乙剥当する乙と州諸え之 」玄ー100 2005制呈(相1~日五J
M 、、~. 1. T二本照射の鋳体tゾ'3RIA. -(投識、 Lた 臨 j綿 e動 11tH脚立の命令η制品川

島i乙lレ千ユ、'7L¥く五〕モホ却し， I司禄η仏学分続投();tHっfこじこ 3，鋳仏寺分 l二枚相t
lユ全く見う札ずノ忽も勺1‘ηl司位保対そん524IL起こ L豆、、乙とヵf涜イめ』れん、

二ηょう t:.L "(得られたゾテンシヨンイ芭t.f-<..1にふ-r. J..lこ最初勾 7う7シヨンAナ勺
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JL. Tニ勺ムの会l司f立体fl3~ ゼノ冬フラ 7 ション判、の矧イじ学崎 1こは若しい差 1はお凡
な市、ヮた.主 1-:.( /( I 札)えたとく札 I O")向Lη場令I.J:t.事えllみ る ん 八 万 ふ が 氏

、、--r・れη7ヲ7ションにル、 L もfふ試射化学吠キ勺'@_Iエム1&t_:Lネ tレイ一刻(j..る培、lこえ乏い

先J支えん勾場沿っす川・，j、~ Tj_ {t!.乏;y，、すf浸勾引'!Lられた.

最初!こ;:'i..:f，-r:， 7 ヲ 7 ションA モ 1tィコ「ン交不安宿~~ ( D OWも x 1 Xf Cl形〕司カ

ラムに返したところ，吃勺J九出;えi乙i工古文射能ι全くま定的 L札弘司、つ(=-. fえフてこ η フラ 7
ションヤの Iレ 7ニウム ηイL学~I r. rîイ汗y的 tいめるじ考えられる.
立石丸投/えた行場4PJqtTιL干減期え0 え〕万J..1;': rt札丁乙〈干減期 6.0え〕のZ高均1・

み 5れたη1U南，%のふフラ 7ジヨシへη分不，1表3l~i ，?iíR.') でめる・"仇Tc..勺 f主1X~主主
としてlLIOOR比(0， p )守司州寸己のみ℃・ある ηに主1lL， q'Tじの場小{こld4RA(ιp)"ISTc
J旬以 (r ， 川町比主三ιJF丁乙の J.J.:1jff)可能也叩ヵ¥"， t rJ両手不~I 二 IX1'
fi.d) 詳細江副むEAby-，停電~t.:・.~~・しがし、、す'tu:. 1!:.J.. '1S" R'̂-.1I¥コ絞しふしてがう(照射

、体了後20t....おふぷ4今え?を〕のイム、宇浦在1こ見、べ， 477ι 例釘俸の 7ラ7シヨシ乙尺〕

-r'二見出これている乙じ旬、 SI 守STc...ポ卜リス伊yジン戸紘t.lリ援し7:いと判町
てれる.

ゑ1， %-，し千二ウム l司f主体の

') T/'う/ヨシイ直.

表之アラ7泊ンA、?のふlL.f;."l4
l司1TI.:休の斌骨折巴学吠キ

97Ru 103Ru 1 05Ru I 

( r )九)
1.4% 1.6・ι4金属.5也J

(n， r ) 3.0% 4.0。ん

97Ru 103Ru 105Ru 

( r I n ) 24% 25%1!Irはず

(n，d) 47% 46% 4901，。

ゑ3. %-7ラ7ションに砂Tる
'1ST，ι抗 JMTM湖r{ey熔:

95Tc 99mTc 

フラクジヨゾ A70 -9 0% 6801，。

7ラヲ古ゾ R 1 -2 % 0 01。

可のf包丹7'777Flン 30 -10% 32% 

水最tιの乾表:í~~
J拝E司 ，羽又，"表茂iJ!._，， )沼巴也l岨il， ~第色え4午fト.什l岨旦諒湖負f仇イ仏ιピ、f、
討論会むi こl.~講章j演貿号徒をz衣l， 1 ~ g 0干10 FI (弘前).

N.lkeム，ゴ.AkfA.shi (A札dR. S eKi I 

Ro..d，'oc..h巳刷. Ro..cI i 0 0...111 o.....e. しもttel"S，
三2..，え 3 S- (1~ ð" o).

唱

E
A

Q
d
 



2A02 校合裂生反物中の散射性ヨヴ売の社二零時lこづいて

(抗意大・七) ~tffi長生関~:紀。山本一夫

〔日間〕
原三子力古醸桁童書ミキに坂出される栃ヤl挟種のうち淑穿i性ヨウ素l主人体などに重専

念影響を反匡すと考之5れてl汚点煎H生ヨウ素lま校コな死亀で葉集中lご再往し ぞの生
均体:'¥.a移行や吸蓋左考える際、ぞの物重化寺西明応部重要な官龍ヒなる。当否問宝では
弘前よIj検 t¥:生ヨウ素の仁明鴛引の古文射仁等淋?去を考案し 草木中の放射性ヨウ素の
併青うとでの~化にづ\ iて司究してきた。し寸し、校燃林内で核う裂によIJ却した叡
射性ヨウ来7j濃寝中lこ放出されるまでにとのよヲな買う態変化左起す 7う といヲ問題lこづ¥i 

ての罰究作11ま少なけ。ぞこで本音青写えでは硝酸ウラ二|しを県三Hrで~ß号射し 、照射試料を索苗
木、HN03港支またはNClOH:啓子互に査得し での君ヨ互にづいて r 、1O~、 L 信機ヨつ
乗のJì~龍B1l分布を当面宍主で開発した同位体交換会析主左i応用することによ 1 J日目5なに
寸るこに左議.J+た。
〔曳醸方支〕
召轍ウラ二lレZmg左包英管に封入し、立教大寺原三子炉TRIGA門ARK-l[でIPJEある

¥ ¥¥まドライアイス重度において2時間照射しt
照射誌料をそれでれ蒸闘え .0.05"-'¥ N HNCh11索、 O.O¥N N ClOH=荘?をの 2~ lY\\L

に芳舟し、このヲちの¥1nQ.を取Ij その叡射能左荒IELして全浪財駐在jてめた jミIJOì~春子主
l こ CC~4- 5lnlt旧え、長~)まtた。有機層には予有機ヨウ素と12都移行する。予言機亘ζ対冨
を合離した後信欄蓄に 5メNQ2S0:o~魯否反5tr&左加え、議IJまぜた .lzt土nこ墨tと胤て水
層に移行可制、予告樵ヨつ素l減る鳩主よび高橋判、2mQ寸可取J.芯場権主
到在した。最初の合艶後の木l菖古I'S10m!寸づをE艮1J で此でれHNO:o、NClOH左用¥¥て
pHを1，41こ調整し、これ仁 KI査兎(0.I tng VmQ)とI2-(C04君前0.02問 I1rnQ)::; 
tn!L"t担えて主つまで 同位体交換反jïモξ行わぜた。信欄層力~S4机 1 左取1) .こホに5
〆 NuふOぅ育長~ 1)11 t_ ~口えて ヨウ素差水層に逆抽出し、この水層力I'S21Y'1iを取って放
射能E到足した。ニホによIJpH ¥ではcr十10，-) itの敢動性ヨウ素0)叡射能左 pH 
4でl土r青うの叡射性ヨワ素の散射白色左芳lti寸ること力てでさる。
二点左最有)の全散射能に対寸る邑角辛で示Lt:..
〔結果]
「革開サニブiし撲笛木iこ壱得したとさ、 13111こづ¥ì て叫ると桶抗争~~芋は有機
ヨつ素0、 5 ラ~ .10.11. . rq_z〆 10; qo.o戸とほと人とが酸化較のlO;という結果ホ
得旨れた。査衰の硝面建i支古痛くなると‘肴機ヨ勺菜、 1とも収平方T上昇し、O、ちN
HNO忍表において筒横ヨつ柔1¥70 .Iz2ち戸上はとま勺た。rt硝融度対書1くなると
収率土上手1し並lこIO~l剖許制約した .0.0¥ N NClOH苦言動二車肘ると、青検討
烹ヒ1¥ま生尽されす、n立案詔水の士号色と比較して上昇し、10;rJ.武ウ寸るとlウ結果てF

符られた。
ドヲイアイス宣震で照射した喝合肩樵ヨウ素5.0戸、hO.b戸、 r問、0〆、 10;

つ臼ハヨ



75、4メと酸化lliailDよ市ろい。し守し、筒樵ヨウ案 じ tの収卒はtF:図柄オと比較し
て書lくなっている。何日開と同様に硝酸懐古溝くなると、輸出素.1.oi収平方t

上昇し .0、05NHNO~:電表lこおいて予言機ヨウ烹\2戸. h2.5~ ヨ E メとなった。 lーと
10; t'w宝日樹組合と同検l乙，r(f)併は上手札、lO如眼寺社戒少した .0、0¥N 

NQOH~5'ミlこ方向再寸ると.両機ヨウ素(;}2.2 メ生目立し たが L.¥土庁宣R顎下l樵生目立されな
か勺た .1ーの吹宅二上上昇Lたヴ .10よはほと人と変化しな守った，

庁宣明財にまけるノ結果左Fi~. \に.ドライ了イス見訴に主ける結果モ仁ì~. 2にJ"G.寸.

また 1331 \こjミいてもら11 と昨践の結果か得S オL~ 。

しサし.日21¥立問 1， I~:.l と黒なる備古1 "t.5f;.し、 r ヒlO:;-oi曹l合守逆荒した。
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2A03 ~与箱杖態 1 ， I1、Ijるト，)ス(フエナントロリン)1レテニウム(]工)イ才シの

(γl， ð'")反氏、 lこあ、 11る中 1~'%-4需のリテ γγョン

(日半医犬 主教大・尿祈吠 主尋文丈・芽室長持)

。田中幹夫島~保?青#ぁ森iiニ言~**

むス(ヤラ7¥?ペシアミ/'エ:::0(レ)，レテエウム(正)のべ;/-t_" y森殺を恥住3~~.射レí~ ~~. 
川f?u_!: /01; f?，比め')子 γショ γ ヒ'r'l似めそ帆れ二，J，択ぎな禿唱え夏、、弘すれている.1} 託尋
浩f生ト 1)ス(1， 10-フェナントロリン)1レナニウム(瓦)逸塩素飯盛のニトロベン¢、ン予怠5長品、ょが

固イ本~tJt'主矛礎、射レド k ぎも，同様 1:: リテン γ ョ ::/1:: 対する久~f/)司イ主体初来。どえら仏、

本衣付与 (;r固体よリ号天~ 11イ直がえら凶了二 e すド、錯イオン主非権唯命dtp良j色樹Rij7ン

パーライト XAD-2作成道才ぺ[i::tK態で1&，5容3夜の場イト;')帝大手r[イ直がえらut¥t三.心
ごの際、 XAD-2の金水量と同イ主体初来の銅lユ、を)'7]<:章。《少ワく市る k丈フ可l司住/桝カ

来がえら削るとりう凋係。吐い出字削1二f〉 こミで、 IJ，圏イ亭，ユト Uべγピシ本来，娘道

杖態1:.品、いて、ドライアイス温度腰、射r 玖が・7ニ，)>'1・・(室?昆Ja.v 61. q .C約 15時間)

~1t tll\ ，こ川らの')テンろ/ヨ:/、授が j司4立体初来等へのJ影響訪踊ペド e
塁皇室 Aーみるい，.J，L¥-[臥(phett):3J2+ Þ.晶化物~ 'f.. AT-21τF及着付Tτ判幻、耳、ょが逸

塩素酸塩の固体、ユトロペンピン本末2) を!ll射す式r1~レ、主造変汐(寸RlerA-門ARK1[， 

IOOkW)f.l有ぃ、尿ヨ炉内過度堅苦射の椅1&，白鳥まえFト欄("2時間89劇レ、ドライ 7イス

遁度授、射め時IJ、トJLI::'あ、11¥ 20 ;fj'~~射き行 1/ ヲ T二 .1 ニ ，) '/1"の操作 ~~~I ('、~~、射
イ如、引と~操作引い 11，ドライ 7イスす 1::貯え f二。緒フ弓 7 0;/ヨンの府脆f 精製，.fJ'事IJ の
操作14、約四2)!::周(IJう1::行fJフ i::• 
結果ヒjち崇 圏外1=エ、¥¥"(~:夏、射，温友、現守政手島震左 ①ドライアイス5量定!I.~射、ドライア

Tab1e 1 工sotopeeffect， retention and re1ative specific activity for 
lt:: ¥，，; I，..Cl..l. bCllll ム巴b

samp1e isotope retention rel. sp. act. conditions(temp.) 
effect (主)

[97](もi)[103] [97] I LI. O~LI irradiation storage 

target form 

A -A 48 + 1会 2.0 3.76 dry-ice temp. dry-ice temp. 

A -A 43 + 2 2.8 4.90 
reactor temp. dry-ice temp. 

A -A 43 + 2 2.6 4.55 

A -A 43 + 2 3.4 5.99 reaロtortemp. 
roorn temp. 

for 6 hrs. 

A -A 43 + 1 5.3 9.39 reactor temp. 
69.9 +0.1 .C 

for 15 hrs. 

antipode form 

A-fo. 44 + 2 0.10 0.18 12 20 dry-i.ce temp. dry-ice temp. 

A -fo. 38 + 2 0.42 0.69 21 36 
reactor temp. dry-ice temp. 

A -fo. 42 + 3 0.40 0.70 16 25 

A-fo. 41 + 1 1.9 3.25 工40 230 reactor temp. 
69.9 +0.1 .C 

for 15 hrs. 

* 1σof standard deviation 

イス過度貯'~， @原手け1司王晶最恵妻、街、ドライ 7 イス遁震飾品し@原3炉内ラ昆市t~~.、射、 7 エニ
，) '"../7"， t変える k、 との噴1:::リテン予/ョ γの会計'OfJ'是ら制ド. レ旬、レ、 φから@ヘ l手、

l司イ主体如来の寺島、J]rQ' l t; lY¥‘②から③ヘIJ、リテンケヨンめブえず ff増加1-:.壱がかわ与す;

-94-



同住イ材か来め姐 IJ変わらなれヲ「二。手「二、のの朱イ千 r-=- 匹、いてリすン γョンのねr~e1i i砂 k

飢t~pode-jf予め比IJ約 Z01告t犬ぎく、 ごめ<l:: 1}、ら、 " t1)~首イ卒 11 ヲセミイι レ(::.く〈、 又、

ふ才 TJ破庁から再合魚、才的!こくい緒ィ$.('、ある;とが/if1J¥ヮ T二e

Tab1e 2 工sotopeeffect， retention and re1a七ivespecific activity for 
the nitrobenzene solution sarnp1es 

S田np1e isotope retention re1. sp. act. conditions(ternp.) 
effect (も)

[97](も|)[103] [97] ， [103] irradiation ， storage 
七argetforrn 

A-A 49 +工* 1.3 2.55 dry-ice ternp. dry-ice ternp. 

6 -6 50 + 3 0.80 1. 59 reactor ternp. dry-ice ternp. 
6 -色 50 0.72 1. 45 

A-A 49 + 6 0.77 1. 51 reactor ternp. 
roorn ternp. 

for 6 hrs. 

A-A 50 +1 0.77 1. 52 reactor ternp. 
69.9 +0.1 .C 

for 15 hrs. 

antipode forl1l 

A -6 45 + 1 0.040 0.072 32 50 dry-ice ternp. dry-ice ternp. 

6 -A 49 + 6 0.047 0.092 88 170 
reactor ternp. dry-ice ternp. 

6-A 49 0.037 0.074 

A-6 45 + 1 0.041 0.074 30 50 reactor ternp. 
69.9+0.1.C 

for 15 hrs. 

ニトりペン也、ン本来で‘IJ副本(::.J;仁ベ、 l司イ主イ卒柿来の値l干、誤射遁j夏、貯St，12最左 t支えて

も変わら í，ffJ \7f:.. ドライ 7 イス過度展、射列時めリナンケヨ;:/~増加 I~ 、ドライアイスラ晶
度1-::.あ、11'(、落解レて、、砂昔話主の微結晶イとがあ、~ r~ r~ Jil7“為ろう。朱什Q"実化レて帯、話1
イ主体初来の低11安ィヒ《ず、大す fl周イ主イ杓カ釆η値 k、/ト才 r;J，)すンシヨンイ宜が符oiY1 1:この
Fig.1 Corre1ation between isotope effect and 1120 で、 ミfずえら刊行同柱イ卒勅来1;.P"リテ

adsorbed on Arnber1ite XAか 2 ンシヨンのイ直，.J、111:んど初期リずシ手/

ヨンめ値1::;考えら阿る.

ム;号nnea~ing ':'! 69・9(::!:O・1) oC χAP-21-:.v1z着ぎ吃7こ場念、下、ライ7

!:or aDOUt:.一一一一 一 イス過度T暖射レド時、向イ茸イ材古来の値
マ;i::七;;:ufJOL;.t;fo:e lZ 変わらす，)テンシヨンめ書官。olJ~'夏ち

diation れT二。又、 7ニリン1"，lが段射荊の
θ; irradiation at reactor tern 

and storage at dry-ice ternp. !()(} rv /2{)・ι約

T 同1jLイ材力来め値，J城少レ、 リすンシヲン

占 が、増加レ「二，X A 1)-2 (::吸着才寸[1二場b
~ 1 ~ で、，1、固体、ユトロペン包ツ本来ヒ進、¥

杢 宝不 1 ttLγg巴℃形、授が仰:tipodι形の同住イ本初来

f E? T dl巾ルにミ凶らの結果1-::つ
T l¥ (希象レ「二。
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2A04 ゴパjι ト{宜渉筋i$イ齢リナりム本格¥7/(;窓投手lて事)))aよrCo (IJl， rr) t<む
反k'}:イわオ、、ァトアトゐ砂浜L

fが d.5Z物) 0泊サ防的燐:声ノ企吸えノ:弘獲し

1._絡も.
二疑負担}~和j 'j).料株z殺l三件ライ乙潟、械の勾託(点、ァトアトムイι号 ) JJ，これれ‘桂

の々弄-('， (13 11 3 [J'為法tニrJo/-ヲわれて三'{:。そρ目的ti...l-， 点、、'l}-アトム勃泉ωキヌ費8
、邸主の鶴e~ 1}おヴうれ 3 舎のt 存 1)/< μ才殺呆f丙J義説鱗免賠年
吋 3 ヲ斧手号吟令'対者~ì: する ft.[j:.稚主回己不浄}・主，れリ)J.羽生れつ'};'ス守 J::-7J殺し，マ
ト'}7ズの物理bち，化学自滅多主バ、ットアトム瓦たI二対するお等主調べ:こと 17れ?の

初日荷物足とおける.
選ゐ~，崎ι')-r 7ム(Ll (t J，樽戎1J.，ょ革特す3とガラス4犠 ，'t.fi玄ことがあロられ

いW，葬巧況でほ心()_)'同~~魚Jてヘキすアンミンコノ~' JL. 畑道番j続落語号 L~鮮民主の
とつ ClZ/円(0(.叶グ)，"C.。成、の;t;、、?~了トムイι弘明記左守7? (:。今湯冷をのま君主先背

宅につ 1)ての守偽向日縫い結来主袈生ずる。

2，守之験一
(1) ，事例:イ乏申 L-f.二試愛JJ鞠反対のゆをの].']同 t人ヘキ守アンミンコJマルト偶灘体rJ

醤おこし[::-j)'‘f)冶成it二。
(J-). ß~，兵c倒率?の訴務長及下、!熱守'ト主号--:J!0射; [Cb (州 S)6JU3，み'JJ)JJ [ ら(NfI，)tJ前~JJ
錯体主，場~/) L)_ (λfむ話丸心}是港海Lt二。偽bれ仁ヨ客来/‘吉骨dを五史考?に入れF漁i卒
室案件?っ 3こじ J:り〉支給三ゼ{Z。この携 ，UC主務次技{r._.:5i! '3乙/"'-(; M. tx下
のき斜{'，;}， ;t弘美和、海納税官級}二4、，)，われて Lまう(:め，震動修行こ乙 17τ1
fJlh亡。^'，-M 以上『の;'~昼夜FJ.， ~\し 3 r.ヰ尋凡減歩す 3 税予が‘観零点.n..}!"ヲスキこ
(すriわちか自0)国持拡為られ亡。このき斜五障制えのJJ，溺;氏物抄局断η

1RI合A立型炉I/(cf?_持1手Li'/2/p)詞筏約L{: 0マれ IJ-:矢<JJ;f:奇心寺噸1'11つfこ。

和維秀;lf1“お'6~ -tfて矧守主p 旦草剤取キげ乞/ι?に渦[;.しfこ洲本支計r初予〈
衿2-(z." 者二 iて初本筆者!l-少をのエヲ)-)レ主主互にまざ入札3ことによJ/き議ヰが‘主企
/-:， ltJi冷ヱヲ)-)レニキ幻の4坊主ヒωJcfうにしれ。守γ-r乞/レ必本玉三施本宝者イ)(.>析し

れのちI 11 毛ブ・ソ l玄I~ ょフ 4-;P)簡，安全 l1))~主長号空知討す?{亡。引きめ 1ft: 守 -P70 乞/レ差ふり5
ノ合j前，布ヰ包表l'沖玄:rfえ tbtてユ司陵介!五くソ 6九し，iE.味 l幼}向仇節約崎向イみ

つT亡。

ω.~ι苧徽均衡i;t~'良二宮室射殺/主制をグキアソ p-入?のノj乙 lこ海/:)'vffi 2..，主
のよ落3設の J若?乏/がねりと/';窃取し(C.。瀞紳紙作左諒陵し付金，以ニトロフr1フト

--/レの齢破防求主力ロ元持翰交畠しI I 00/[.、ルム/':-J;) C〆7ラ7;_包ン五械事i.(:.。

告別例え/J.恥(_Li..)字主体伽各十マlし村ヤンネIレfHAノ初 I)什河町(ゆ
シン与しーシヲン戸うシヲ r 主同lJL作フ亡。企告惣T能}三対i..1.の c()z.~の地ま:{7ヲyシヨ

ン前脚色'..dIttI..&" Co z.-t州各乙し亡。

po 
n
ヨ



'3.銘1之

偽られt結果玄i古い斗 }τ 示す。 liJ1，21J. Li..ω者主主戸支 (t/'1)ヒLノをわ{;九

[ Co (WH3)t;) {Y_J， [C 0 {附す)6J (f{()ん の 移設 ζ bDCIJ.，_-tの坂手ヒの}者旬、左号、i_1:: tの7"

ある。 trL，的1の支持D;)，卒羽況の初期バヲわれ]::f:; n 7"， 試科のP完結知念11免にi_，べ・
手も O) t ，やヤき~rdV現始丞事F_jl''(t_のもの Lて江牧口島 ) t::1l，‘われ"J<J Ji] 3 ， ~ 17 
[ Co(w!-JJ)dα3， [C，，(州)tJ(A!()3)3鋒1械 'j[E-:え(之官。ぇ 10-

3H)ヒしノ Li..U.

落語はちvι~-tt.二結集ずみる。-i'11: 1.-J.、μ 係わのτt殺沖約1"，)~ザヲdてご約 L31哨1均
額和主平移~U~ (u(NH'})t，Jα3， [Co(WH:;)( JOro-s)ポ主EBにつけマtμ(b2.-1-の

崎ち非加1三。いi忠実-Id，特有・れ 7与，マ71-7'ふっと。
i迫レ牛1:'-;"I) ))，メ全て j重嬬桝りえL23600Z寸p伺 γ 待?れて 1)'3 "ごれほ L:_U_-

Hz()マトワ 7文守 i二 J) ¥" /l.. 1-(l[[)錯停泊11令官文"jft. r_ IJ J "fp~穿:_'z:支3h向。IifJ l の会ちまに
つけマJJ，イ年豊設の氏。(NH3)tJは3多量体j功、けてゆ為11収奪乏子子、 Lて 1131/~ 怠義主
l' J "J I }.~lJ:.f;謝料gJ，.:L!r..1) 0 こt如kれ初1.1叫1J ，~嚇幹綿も丞脱主必ぽ拍t丘必t，)ニ乙引1':ぐ よ灼')~俗青静抑友紛分3
iド二 1叫JI /)冷去昔私文.:ft'玉滞事態主 6ぜ‘乏戸叱b七れf日d'o'ワ仁のが付毛 2-;!'仇'zJr/糾{υJ() このこ'c.IJ. I 二完結f-"('<1)古~ ':/ }-了ト
ムィι孝明弘1-::..(/>'/J 7.. I 詰津守ω非正鉱 13" 章草7玖 ~:t_ i昂 g幻â. 村以9ト♂場合唱3叱
ヨj")レト鋳持r良ずいは孝友jニ対Lて J;}， 60 ('~ ~:t 0) ){Zi:寺テ』る顕~IJ'むι1/'みヒのられず
二州安稼2..f:鴻蛾}盈リ'1)11;;') トト ?トム片付3マトワヲ文吻誌が‘:ーえ

ず品3二'c.主 I""f.、Lぺ乙 I1J ~受~"われ.J~

It>Ot-0<コ /dD1-∞。 。 。
s 。 王、P丸J 、。 。

鳴翠ト

4司Nb -so fm 
(Ll.C車J::=.II1E 。、

[LU.e]=品川 ピー史~)o (-主s)〈主

。 。
1 ~ 3 

@1.. CCoどNH山 JCi)岬 Z広三EどH) 回'2.

。 。o。 。 ミ.-I 。 。。。 。

[CC~(/(H必 3 向]Z2xtEEM [uら (M崎北]rNd1i込=iX463M

{ーを』
ピー定〉

•• 
害 6 ヴ ? ぎ 4ら ク

riJ3， LLω司魂:/[_(1り 団tト L-lcR肺右塾友 (1)
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2A05 後冷車;示、tぴキ」壬エ1南海夜i定イ主哉、可ラ〆ゼレ〉同i立〈芹ハ
i1い/ト 7トムイピ寺

(者、τEf.伺)梧桐永.有毒R宗一宮p ¥々-:f7!¥言問 (孝夫 工)0森t!-\ït~丈

i 帯、定(fAヒサ3童向て殺椋イ面五る楊念、 1をノ討事;生向、物官'l1e1'雪乙してq定ベヒしヤ可ぃ二ど I'J

よくお7今トマ¥，ん。スズ，アンラモン p 手lし lし稜々 際空t1¥初lニ陶τる示録的fぶY者殺[:よ lれ

1-(，二ゎ~元特としてれ収号、11 還元案。℃帯 1::増加すゐごとが'f'l~!らかとなヲ在。り三小

字'1:"q ，根本繁空訴利!'~ヒìt育j わ /ìrかがti撃の奴改良 z 伺Z長 1::- 芳元奪回杓川ヒ、宇的J.1頭戸
線~可ゐ己わて訊与三 Y 屯示して訳、フ‘ 1予冷否定宮古L切れn;.ヴトマト[.，;j仁逮夜~，を解回目寸る
L て守茸てa 払~.

メト日I;L--t" 1... :.-核汚家主品物の丘、で新生れ点フ手を手塩害し、 ut}?lI?令官、、ソト、/'ーン殺型Z)l乞

it-イリマ言か日可る。 な折、打、、プトイJ ン1震42ρ 〈音寺市辱季、イ官、ヲズ 1\ベ 7~昼夜バFSZ毛
去りるら外 守J主ヰ持i袴日夜て-1.r.¥τるぞレン伺イt"U裕h化学市ρItr命移民較被釘可る，

Z‘'J.33U D 、 l 似 3 等屯メ宮也、。ιM;Þえ面~ik諸説。- 3 川屯 ~Ol) 主サレン常 I:'-}存H レ‘ KUR
ゎ斥煮立色考ィ L~'3b材!旬摂豹し 1三 .1受容1後 宮ち 1::ζε(1ψ 示、よ 6 勾〈νJ)ρ-t~イ年そ臥ぞれ
10 IIII'} 乏怠む 3 門Z初あjく ~í在 [O IlllQ も抑え. Mo. H 初予て・~.eClv) 1-;令島1-;.還元し-G， ~f 訴を，:::
各政 IOw毛加え、 1司じ，(0o.叶手0-:，て-~.e (VI)~メ宝島 1::- i!.1Eし(::-.AIじ「すIii諭ゎ不安メt11::匙

的可ろ認'/e11 1話以下て訊る e それぞJ¥Q¥k~を精毎日レ立後 ふ〈いフ殺払嘉て‘I~ 向援1雪
の Y忽ち;~'I 定し T三 o ;~II吏外lt乏イビ ~t4"苧を放射イヒ/骨折イポ更し目的核符小イヒザ惰の fiJ
舟ぇ帝京。

な私， '1tづ毛て明Z意識しT三 -:;2(lv) 訊布引 11 S.eす仁川〉伐材す船橋~I" 加え - -I~戸内有夫容l~ま 1 0 t 
ろ物界各色調宜しらが、¥IイJ¥:(l1ヒムピ旦祝てきる三之が確認さ 4へ0.，

3_ iをメ有者えて生向、τ る 4ざしン l司布保 ρ イヒザ形ム ffr~十ち系1- 1::示可，長官民の行lユ示、"1tうlニ

バーす桶喝の初罪側、守認しマいるが、その 79 少|三よる ~l\Ì~干争7厚長 IJ 告さ幼 φ れない。亡の Z
Zから町#<1-の冷君子 I~耗冷車Jて、株立 1: ':f 11¥'1'る揚冶れ 4のず払る E芦らえラ乞ピザイ fる。

ま['7-.闘相之 E定租lτ 布、げる化 i拘何々T有与の'/cIJ -i院ぷ7翠;首白噴 ρ緑町、から1ft;首長可予 7う‘力

1レヱの摂7安定¥-:0よる 4のfあっ、間相 1:::前lずるJt干ζ脅♂川氏キ(，，，90話)が7示、-，ト茂氏ーのど《

乏系:りしている。υ
!包 ilr、芹をJ;r裂笠点、切れ、運i[J'雪乙して炉レIl牢乏i家元電イ立¥-;.拘して了、しれ 4小て 3える.l1¥

"1 トγーン線4tlzfええlf_核々 秘主点、初ρ 司、マト 1ii会11自尊ゎ的内、し I<サーマ lし文 1¥'イ 7

内イ進行τ ろ r.f;? えられ手市γ‘ Z のス 1\バワ超電11~ r-洋 1'- あ:電て下る.弓 τ ーピ.ヌパバク
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号~~をに、 1~&裂ヒナl主制覇覆取に叩吠勲毛~'fう。記長7...\-::示T ょう l三、セしシ小守托喜1市
議反1たず¥'1笠手当今句れ 2草花蒋乞して n恨ヨド1ゴ11ヱι'0" \00 メゼ五つ、呼季、ノ青菜~Oî銘-}K(~'ìo r.)
ピ¥1ß月きらず!ェ要(ij:る 4SJR ヒなヲてい令。三小 kがスパイ 7~置 f安ゎ美 1予よる 4 ゎヒ Tハlず.
守n~1向接孜氏\::沢 17 るヌパパ 7~屠霞 rl :;f柔今哉の:(， !/'よリかな!)(~¥)二と¥--(;rる。

Table 1. Percen七 asSe(工V) of selenium isotopes forrned by 
233 fエssionof~~~~U in 0.4 M H

2
S0

4 
solutions containing 

2+ ・
0.14 mM UO;'， 25 mM Se (工V) and 25 mM Se (VI) . 

Phase Scavenger Percent as 5e (工V)
83

se
g 84

Se 

Frozen Deaerated 90 :t 2 89 :!: 3 

Frozen Aerated 92士 2 90 :!: 3 

Lエ包uid Deaerated 98 土 2 98 :!: 3 

Liquid Aera七ed 98 :!: 2 9自土 3

Percent formed by s-decay 49 23 

Tab1e 2. Percent as 5e (IV) of selenium isotopes formed by neutron c.apture 

in 0.4 M H
2
S0

4 
solutions containing 5e(工V) and Se (V工)，

[Se(IV) J [se(VI) J Phase Percent as 5e (工V)* Scavenger 

mM mM 
79

f凋語e
m 81

se
g 81~“語 elJl 日3se

g

32 Frozen Deaerated 97 97 96 96 

32 98 98 96 97 

32 Frozen Aera七ed 98 98 97 9自

32 2 97 98 97 97 

工 12 Liquid Deaerated 98 98 97 98 

12 1 98 98 98 97 

12 Liquid Aera七ed 97 97 97 97 

12 l 97 97 97 96 

合 Standarddevia七ioni5 :!:2も.
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Fig. 工 Frac七ionsof the. reduced states 

of some fission produc七sas a 

function of七heirreduc七ion

po七entials. The resul七sof the 

tin， antirnony and 土e~lurium

fission products are七akenfrom 

Ref. [lJ and七hatof the: iodine 

is from Ref. [3]'. 

• SOLlD 

o LlaUID 
Sn 

。
0.0 0.5 1.0 1.5 

REDUCTlON POTENTlAL V 

1) H. Moriyama， 1. Fujiwara and T. Nishi， J. 工norg. Nuc1. Chem. !l， 731(1981). 

2) G. Harbott1e， Chemica1 Effects of Nuc1ear Transformations in Inorganic Systems， 

p. 39. North-Ho11and， A皿sterdam(1979) • 

3) S. Spiridon and A. Carusaru， J. Inorg. Nuc1. Chem. l旦， 1429(1976). 
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吉J守、賢二。関ヰ長一勉〉1~メι人・ flr

1. I止しめに

ム~)Ik イングろンテーいニ〆 Lユ，埼ィ更がづ/町田々オ誌と lτ 救々的非(Tl、、μ冷拘の

局、þ~に止司ヨれ τ 守た。 昨年内放射ι芋討論冷 L::' ].， '"吋 lユ 姐/吉司政イU民態をよじ教的，0

Jt見~l-:' 包リ j る 7ιP づけ τ ，えのテペZ 十 Jレテゼトンタ昔体が救憩ÁXき l ，接的、ふるい 1-;]

4じ字的な '~l 唄がそ J\ 託、札裏付ヲ T けるュ ι を殺」告 L 1亡 。 今、回，-.: そ崎市そ司レ、τ え刻己

イシグラ〉テーション的成構内局昆，:藷寸すへく，皮肉 P 謹の具有企セ汽ヲ 1::.。

2.パo(fowdev) キ C...c似臥)3の童精十点射 t二よる ICA乙宇姐円持動ーヱ止金劃二

パo '"粉本(.zOOM叫 )ib SO""'d 1:: C.. (~"(l..")J 、め認可吃メノウ，tL併.. { J < f~;f7~ l. 200句/い

め!~カ τ イレフト t L 1τ 札斜~ '!f)令(役00只いよ令)""1'- rJ.. /!;/-1 .. -V. I/-̂"パイ均五07，ト河 照射

l 7-:. 0 里震寄f'd. 東JI:，九字サイクロトロふ，ヲ長月アイソトーつ。イZ ムターの/1IJ Fサイ;701-0:::..-"・

ff? 1"- 0 ~射試料 fJ ヘパコ z~.Æ ，-:.亀l胃叫， ìf'ム車 I~ よヲ τ/汁。紛非ーを除去 L 持ら

れ Tτ 局減加を .fH3 Hα件 丸i怠札じ よ、 1.水路位み{冷圭侍る。 埼成品目，..シリ 8ゲJレ

均うム ι チャージし，エチ)¥/~-タルイ多品 1"， (ιι恥 )J h.J ~ト t 荷る. λl件目 1;1ふrho.J何

c -zS時イズンt:_換ガヲム，::_@__ l， 0.0 s"ノサハ;._α九 (o.ool.N HCι0りノ 0.-<-月比 αOy.(0.0 I.N 

Hα04)， {刈刈α仇 (0.01N Hα0..) . ふ S"o ".J!. ずつを 3射程 F立~ L "I~?.t. 5.将官官行ヲ

起ニ')f号る主な主主えん>'"J.;j、千 ，01鳥1]'るヒ;1，;') ""(，.・あゐ e

明。(rI../吋町c.， 引。 (d;か〉棺Tt / 引。(1./併)HTbp

明。 (o(川町c.， 明。 (01;f )令列。 1JHmTh q針。(rI.. /れ〉ルTc.. 

守 ，q汁c，96Tc 11\核よ乙メr生品~/;トのみ\~ jj L"  '1'/""1，ιi耳，接えん，::よリ且坊主払"9~ 

Jkiトi::ち10昔、ら〆4量生イ生成下る淑J4トゃ¥'~与在l... ""t ρ 占。1..l亡がって， 宮北料を処週する

軍守刻，~ Jマ τ nw・Tc. Id-. --t d) 荻j 必\訓内訟がかケリ阜、 I，f る可官~ jまれある o -t乙セ よ事イじ字

文旦還を!!夜射車経， &...-rJ.‘ Fライアイス十二日日泣貰イ乏の;;-A'J 1'1 > 1.み T~ ・ 2嘉味抽出伎

町 ~ι畑町時ペオシ完投クロマトグラフィイ 70，，"12 ..ir..認可海前官恥る F埼イオンふ必1.-包

放置佐時処遅イ，1 時開Tι-tb~; ~結晶 L ，最初 tτ 事総古れる寸é..DJL- 苦r% P'・4FIZ埠1..l.、寸

エ乙がわかラ T"'- (同 I. (")，、(b))。 すたあ tフ， T.. J.!tイシプラシテーショニン戸よリ結晶中 ι
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1与1生する官Tc.， "寸c ビ ?知。がら〆義愛イ主んする jq""Tcrt. j.与J主叔ILbf皐/，f勾 τ レ 1. xぶぷ

j%-解証~ j -i・結晶中イ棋1与され tρ る午ヒ告示百£ L1いゐ.

重晴f子京射の帯、 L二 11 官5乙町球'J・HZ射 τ，1&. lA.J料中 l二企」民自'-7< ;is入し t けるため

勢、ほ 4~宇が長、、 ι~d.ρ うも町内，也、 lJ" ゾ手とまか、する。.{t7>専と熱司昇335を詞へるために，抗科

L ..e.
O
トJ2τ 冷かした Heがス τJ竹下 L 1.f官、ら!!射i:11，た (He3oo~_Qん九由化ιτ 冷まFするヒ

jU.童F需品j翌射がれ局減収手，μ 織イわ民会すτ-$-.i..占景))Z 劫 /51.ト門司 τ ー /μじれι冷却可能.授、射

WLE IRRAD・ ORG， 凶TIONIC ~ 'd-ぬu.んh め札止 τ・冷却〉。その li.!.
CONDITION(%) YIELD(%) COMPONENT(%) 占

は み1tこ7手し たが" i.:f'耕、抽血肉博.司埼域

51・3土1・1 66・1土2・9 胤牟がかな，)I札ヲ f乙Ij台、. 1喝 4オン完成内
毛
》
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37.4 + 0.2 30，0 + 0.3 
クロマトグラブ;tこJ勺τ持出される掲

イオニ/札か圭も f較;J%L. l-=-• !.. T:が勺 τ

-1.d)喝イ才ンふ長ト中¥':.l&. -iシデラシテ r シ芦よ/す↓l7:Tι t，' . 照射中司安~ ¥::' J ')向，)

司イトリマ 7スヒたんt..-r.生成 L T，-~下少をかな，) 1;んイいる与とが推定一古わる。

3. R""(poWdill"ハパf品叫ι).(パヱパR..C...， c". fe) 司制動乱射線~~射 F よる íe- 埼局混五年の裁対

弘司紛A 灼 50'"'3じパ (QC.':>"山}tJzsη 色戸ノヲ若し鉢イ、 J< 5是〆合し， 車1じえ字l空宇昔p
j車l寸萩f空宇珂乾施設内し 1NAι ィ縄られる判動故身才、集( t=~，，')( = 6'0パ4γyイ， ド、ライ

マイス温j_乍，劫 6 【-7 寸向皇軍射を粁ヲ T~ • 目的ヒする萩えん ld， loof?_ιf〆'f)仇Tc

4、，思射も払ん1乙吉元料 1';1: べン石、ニ/1乙略[笥 ，~Ý-過-'乙よる Rいタノ島の時?去後 ， rH 3 HCQOy. 

4乙主宰攻<.-~、 7 荷縄収手 t;l<:めん. むヲー九ーを A.Qc同 ，G，..(血)， Co(]Ji.) ，五 f民)司マ必手 Jレ

デゼトン錯体 kするヒ J 存続抽出町司持機収率 I~ • 

J各々，早~ lJ" って 4 ゐこビがあかリ，それら Jd， 

れゥチャー錯北本の中ぽ4~A島ヒ マセ今 Jレアゼトン『

略:t..メ宗十じ町、持/合カ民向イ.~~_..;' IJちもいる. す 11恥ら，

力的定数"K(門 -0) の九ーきな値吃もっ婦Ai$-中 iこ

イシ 7.うP 手 r シヲンし 7τ喝冷l-:'I"J.有時収車台、・

イ会ぃ (J) t: lt L ， 1<灼ぐれ(トM寸-0の)町 A、きなタ綿昔イ体ふ中恥t二 イ心今 7均。ち7

Jヲ1-シヨ ιν/ し/たZ 喝/冶合L乙 lぼ;J:. 1荷白成』刈札!民又s傘宇骨がf蕩晶フ<1勾Jゐe

また 寸ι(乱ι乱ι)3 司;(ぇ卒、 IJ:. ~穿味抽出 fえの~~発，相を

シリカゲルβ ラム l工斗乱Ll )<:n 7:告す， .f"' 1 ') .カ?ム

を」車A 冒る童 1d-ベの")買希司 ι恥，)ゼあフた。

イシプランテーションを行ヮ f二才ι1乙ι7ιメヂふが、

れ、ァムー持4本問中‘、s"，;!念品'c-，配イ立十町千駐日本、、を

行， l 山るヒグんゐ肉声、毛者イあんう.

Rö~> んら L乙よるヘキ刊日ロレニウムイじ冷均的肉」島
町 2. R"，'門(o..C.a.l)..i'制動説射f車_~J最寄せ司 F車の

Tこ臭較があゐが¥ゑ麦、般的ようなj:_..ずな面己イ立すを

ダむ系-(向島悲し日 IJ別司東味ψぐある。勺， j:.，' 照 lf
!:â射殺童を兎んたが/各々的場企町有成品反率、に委~~じ 11
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2A07 アスタチンのki機洛媒との五l_}i:"

(阪.A.I里)0高橋威人， l神す入)二島丘靖輝

盆t 若者ら (Jごれ 3ずにうジ才が入クロマトゲラ 71 -(こ ，J') r入勺ナンの東占lこ

閉する研I誌を行むゥてさた? 二の -1量め!支験中にキザ')y -フリーのハロヶーシをイ〉イ

ン‘えの{せの属機ー洛説中ヘ地宜、有ると，;!tIこ単体ハロゲンのほれこ種々の化合特の生点ず観

測さ針1ん。 ヒ二うがョヴイ長交キャ')Yーとし之加え与ヒ化合坊の生虫、(J品別うろ*与すフ/ご。

ハロゲシヒぺンゼシ茸のオ、、ァト了トム勺どの

及んのる高年f!成長今く付ゐもれて IIるが反応め

機構特[二遺産(;::関誇る手R告IJ見当ら与 1) .そ

こでA下lこi壬ペる古迭でアスタサシとべ〉マ、

〉にめ反応・羽織につ¥1て研l告を行ゐ・った。

塁壁 支験に使用し たF入ヲチシ 1J?，長λ

扉与枝告を設サイフロトロシでZ09Bλ(.3HeI3n)

制 Atkιl~ J ') :製rdLん。ターゲットを

2. N HNO"に惑解 L0価 lこ調較した後ア λタ

Jケシをぺンゼン中 lこ物泣えした。この有機雇を

100μl程長に表縮した後，これよリ教メλえをー

定時間具、きに採取 Lラジオがスクロマトゲラ

フィーで令析した。

結果と考案 Fis. 1 Iこ待られたケロ之ト

グラム町ーイ'yljを不可。この田中!こ示主-t/'¥てけ

る化令物の同定 lJ各ピーケの保持~萱 E 北、々

の半紙験試;より弘主を止めることに Jリ行lJ

守/ミ。をめ結果 γスタトぺ〉ゼ、

シとす λヲト γべ、ンゼンの生威

力て確認された。尚 At?lJ;件J乞

。ぅ条走果よ 1)1 品 J~定司る乙と (J て、 l 

きゐかった。二欠に乙のクロ之ト

グラム δ1)各ピーつめ面積を来

的各代金拘 ζ単持 YJ..'j今ンめ

故射能め上じEヨミdうた。 をのよじの

時間経過を i=ì~. 2. (:.jf， ~。横動

l詳細轍目盛で表わして為るe

この囚 J ')γ 入守トペ〉ゼ、シ3

γス?トツベ、〉ゼ、ン ζ t，(二 1~ド

持朝l均て、のよじめ値η増加が見ら

れる。そ ζ て、この結果を解明司
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Fig. 1. Radiochrornatogram of astatine 

cornpound obtained at 420 K 
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る希 l二次のぷう勺忌品、の機構を{反主した. At" 1 、

¥<.0--ノc;)l~ー→

刈f_Aずく~Ic，，-I AtO 

~6U_hム→

場 1 路暗で !J 単体アスタナン At~ のどちら君、一主の虎吾が踊場司るか又 IJ 主主布線令解 l 二 d
1) 令与の結舎を均断 L ペシゼ〉ヒf.;.応、司~ . モホヒ並行 lこ過常のイピ掌反応、も走乙ると宅え).

E ホ 5 可ぐてを i んで 7λ ヲトぐンゼ、ンウf 生段、耳~.l，華麗~ kiλ ， yスタトツぺンゼンずピ

主 ~Æ'lÌ ~1く2.À t決え。ここで'A.IJ y入タ今シの故射壕査定畿で為る。攻!こ生虫しとイピ合

物tJk3A止Jび hλ ピ令解 cr~ヒ考える。この令館I こ 6 つ τ イ〈合物中の At，j( IJ寝室， 1こJ.') 

伎の投種!こ霊e.:>b7 てしまう市\みるいIJ{~ d)イヒ掌種!こ斐 4コ Z ヒ毛え At:1 ニ IJ もども TJ 1 1と

考える。ミミ τAtちの 7λ 守十ンの長手数を Ni>yλタトベシゼシ中の忌与設を NZJ Yλ 

タト γペシゼシ中の尿与殺を N丞と具、くヒニ史の1I)， (2.) } (3).A‘がf専られる.

+し、入
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-k， . ， l ~ "J  

z-JL川 :-(K，tk心λ.t_e-~tl 
-k4-h-k， l'lite" ---e'-，.Wt 

イ巳合拘と AL~ の湯舟能の土ヒ l品

2izJ」 {l-ith-Ml)入t1 件j
A， --k;j-l~l.-向\ '巳 j

A3 二~2.. 11 _ e-(~-1<2-k， )U ¥ (5) 
A， -~-k2-k， l I - '- J 

とゐ，)この間像京を穫丈的lこ矛、したのず下ig‘3でみ

リ、 G tJ(4) il. I品目)謀、 i. 乱 1J.九!(ka-k2-k，)illJ 1<2/(ん

も -k，)， b IJ a.拘埴 d ') C ~引 11 1'. t.寄ら zhJ孟線ピ

崎IJ-(kaz.-I<，)宮 1J.-(ぬ-~r l<，) ヒむ$ 0 ミホ Jつ1<， > 

凡さらに Ilk3 >ド斗め f直を平めるこヒヵて了き~ . こ7

l '( Fi5 2 1こ不した 7ス守トペンゼ、ン及び 7スヲトソ

ペシゼンの政長曲線の解析を fFciフた。をの結果ア

スヲトベ、ンゼ、シの生成の比例定数 iく，-=O.q 1:. 0・4.，令侮

(3) 
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curve. 

の定数 k
3
=q士1 ~， Y スヤトソペンゼ、ン Iこつけて 1 J k2 = 1・8土0よ， k4ご10士2. ~ r~ ぇ。この

こヒ J リ2づのイビ会拘IJ放射議官と l司じ生雇で生成しているが一主今俳3塙室、の ID倍もの

主主で進んでい 3 ことがおかフた。モホ故生~、反応、 lJ敬射場金l乙よ')ヰ|走乙之れてけるが今
解IJ説鞠線;;;角年記，J化学的令制Iこ J るものと思zわれふ尚ぺシゼ、〉め属品‘のほかにト JJ..，エ

ン，モ Jワロロペンゼ、シビの忌氏、も合4フせて幸E生可$0 

ごす広三努2.1'-lliJ桝ば材輸長ヂ嫡ゑ
2) L. Vasaros et a1， Rad土ochim. Acta 26， 171 (1979). 
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2A08 
核反氏、主~物のメ子 lレイι 反応、の機イ下について

(阪大理) 0 事老後支‘ムネ正5~
(神p1J.-rに) 昔在3青緯

重宣前回の報色で l在、核医長;反昨生成物の大ンライ〉足達Jι守分離の例と Lて、スズ

にd.粧与を腔射 Lた時に生荻守るアンチE ンヒテlレルのメチルAt.反氏、輸送収キの遣いを示

し定。今回は、さ 5に名護の戻雄原予にj邑閉するヒ共に、そこでわかっ克結果左宅ヒにL
て、メチルAt.反たの検作を調パるための.ft革実験を行存フ左。

主主エー前回乙開株 Toble ・加-L1日州山nProducts St凶I凶川IsExperl田 nt

に、予備実験で得5ホた
長通圧え占ん 3九庁‘のア Ele問 nt z::;nd 15;円::!叩 む;t;n ;:31:; :ふれjM21JJ!) :1;i! 

セトンがス主命 900・じ 旧 日
ぬ Sb(CH3)3

で熱ゐ栴し、生主えしたメ In In(CH，h 叫到。 叫 d(川町n

子ルラデカルを根反民反 白 加九)2 5悶22羽叩2 ω叫町川川l川 臼

H眺除主哉物の 4誕~"(ぴf虫す、反 Zn Zn加叫)2 見日82 63C恥 n) 63zn 

夜也 jレ内に導入 ι走。!長 Cu Cu円

壊は主に(p， n)反長;左 ~ln ~ln(印力 -90 

閉山、高の表l乞示す如く

各種の反田色'"，号について行怠った。その議果、あ輔の楠 I~(S .ft~~孝に、アンチモシヒE
4告の反陣原予について l宮輸送主産拠し、それ以外の康守について昨統計誤差による上下&植

を侍走。これらの良氏輸送収奪の違いは、各メ子ルイヒ傘坊の反京;位、物性，安吏員生の表会

集票ヒして壇餌でをる e また、重趨の反京;につれて、きSdf街による萩桂的容メチ Iレラジカ

lレ生成を L専く ζ 毛、アセトンのみの噂人で、目的蒋予が穂4.J餌オマー卜に輸送される事σ
わかった。このため、その向の良氏検作左詳Lく調代る閏均で・、輸送の.罷芝れた7ンチ

モンヒ重傷について、拡張実駿左行存った.

室良上概要壊で時、反蜘初、アセトン中で・の義程乙輸送収奪との相肉色調代

るために、アセトンの圧力変化左行春日、輸送主れた物質の北孝明ろを問えする為I'C、後方

の親身併íI"~ -卜での温震委イじを行専ヲた o ... 110 t 

アンテEンの反眺原子にアセトンをヰスし、 ~ I /'tJ.、 八川山町IwlRadlcalFor叩印刷 Thcr問 IOec帥

の

った時ヒ行毒わ存分つた崎の、輸送収尋の、ア

セトンの圧力安化に伴う支危の権予定、右閣に

示 L た。文、之、宮古r~. のアセトンのき患-1J栴/<:よ 20 

る、教程的存メ千!レラデ刀ル生産えの憾の実験点

も1f， lた。これによると.輸送収奪の最大t示 日日 孟 ¥O』; 2 

す圧方 l事、予備実較でさ躍起ι、従来伊予主知 〆:<:---i$i- ー~
られている、親指併によるメチlレラデカ11...主主え ヒ

華温圧とー容とした。これの戸多、アセトンずス~~: 11' 

陽与t:'-J.，._による放結集右前?により、メ子ルラ 図1."ι'Sh載i創氏キのア乞わ圧街b偽毒性

20 6. 37土2

20 70. <0.033 

308 186. 3.8土2.6

38 89. 2.1.念日.4
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デカル主主放し、これかアシ子モンヒ反たした事かわ令る。文、後方で熱~得をし存けれ
I{t:'， Sbl# (手 ζ んじ定着し存い事か 5 、輸送t れた主主え物 f在、大者~~Iき室追 1J' 5ケ7o.cの

南で穂身柄左する亭かわかる。又、ここで'少号右炉5克義空か存在するのl宰， 1-実に北代る、

ホ、y トアトム反たの結果である手か想像でをる。 ぞ

択に、この親指栴温震を詳 ι く副長しす~~、アセト Em
ン最通五ぇ、宮 7い.で反応在行寺ぃ、後方の都信僻~マ一三 u
トの温il変化を符寺った所、志の問えの様l乞存コた。 向。

輸送収牟惨タ。。色付i止令、5主亨土かる亭かわかり、

予備史教での SbCCHゅの黙11併温度 ìR~良識来〈問中、
下の tトさ存矢脅〉ヒtくー致 Lた.これか5、主dえし

たイむl苧稗l念SbCCH3)31之i事lす向遣いや、事かわ守る。こ

の実駿の捧の、都宿併ポートでのγ韓スlモクトル例五

回3に青iLた。

;欠f之、重街の反岡島原号についての実験先畢を示す。

置緯については、アシ千乏ンより質量0・・小主い亭命、5、
反淘眺色ヱキルギ-δび‘大毎く 、LSS言計T帯I'Z.よ 5と 4我気々 問2，憩舟栴本軒包ト温a号釘l1イιTe町町I町附『

~........ ， L.. u u b l;orr 1(.. 、 lに二よ苔γ♂116匂$6怠tσ~'〆，63.翌Z円の執迫単主収存喪イ化む
の乞lレのア乞トン守では、 (p‘n)反Jもの場企 .2_，!JTw'，

Gよれ〉岐点己でゆ 2'f百11"‘の圧力で・I定企に侍彦容@こ

の義雄の.輸送A又牟八の事帯~i.鋼パ‘るため、アン手
モン乙開雄、アセトシの圧力変化宣勿与ラた所、閏

4の椎寺金果か得5れた。収牟樹謀除、それぞれ、

I手[ま'17加.か 5主上り、最初昨l手厚直謀的に増加し.

Cp，n)辰長で・I念、 8To庁、材i止で顕左打つ様である。

この間の査課壱~&の収キ増加牟比玄、先程の寵韓比 。」一一一一一一一」 二二二二一一一ー
ヒ比最すると. Iま陪‘L 致乏し、 φく.n)反烏の瞭の収

キ直義1:'、この比を皐ずると困?の一点在員誌の梓1Z. 困3・租宿栴ホ・ート3昆最長化1-::よ1γ輔ら

存る。ヌ .L S Sによ 3阻止能tIl!訴え左見ると、 1~. スIマクトlレ〈α)460・cω竹 0た
材i丘11"'5急[之主下る孝より、これ以下の犀カでは、

7セトンガ‘ス中て、の L1::. T Ir '_!r;事く存り、反長， .. 

O‘起こら存かったと増えられる。アンチモンヒ 2
同格に親指栴，kー卜遇食費dじを句争うと、回え 10 

の様I~ FJヮた e これか 5、輸送主れた化寺桂略

平安定で、;fマー卜 1-;:吸着される等で通産保存牲

のおかヲた手令わかる。以上の亭か5亜鉛の場

企 l念、ホザトアトム反長により平安良~化時空瑳
の主試した手守わ令、る。ヌ‘閏4 の直説書~~if

室長打ち I~ 寺 3 時の圧力で、司を対轟荘。h わかる。

これはIt庇デー?の不足 Lてい 31J野の実験植

であるナ‘ LSS 'Ü'~の予想佐 1:: 比代.ぬ 3 .f量 回4-.争反たにち、11る63l_れ執i孟Jj.又穿の
と、喰昧のある、すれを示す亭かわかった。 ア乞トン圧依存l住.
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ヲt-}t.侭殊維新 ;"-外遊Z者

厚l，~え伊 1" f.、1'1"令官。もr治よ'()"'1Zらの般東，11 件移動zψ 屯疹ライ仁撃的効~4 、ラ札事 -f_" 1::: 

争ιの向4免%Jら l三Jづて帝京著作悦屯き1(.0 ポ右指う毛lR斜 [:::ft''1今碕点線 ¥::.j争北守的物系

企 ιKtt-H~多t"， CH3手Yーがか券等r:.小、て線マの信託表占、9糸考fv、Jq1帳簿1::.よ令化守的納

采 l胡 r--\~， 号訴姪嫌気 η .1i、、\::.匙闘す令ナえぞ悠勢、ぺ fγ 量五!!の i司~1l:件初'1-11'争防'1ゼれ多三乙
制官撤 νム イみ い冬 f之、 三A今赤lや-併祈札、¥、ρ、'(.，'CJ.μff

t'匂哲Y'-fJ'イ.仰併事勿?葬影る4母要寿豹10ωD略弘仰4)/傾ず緒看宮，奇称4
任ちU)¥い乙色いレ、ず加も'y"~ðキ噸 l己防相ぢeι 勾手痛矧 ν ベル色れク~~f官壊、特色示、之存う存砂
、吃ゅ{七得的知1-，'d /)I逸耗(3守的:例都移f攻 守 ?ヴj::e.\T百維占~~土 I 予並~ (61外) : 

Y開婦が棟 f 例御影、~ \~i 明どき， Ab-移どめ修弘吻~*\~ C叶1事rど CHt.予Y" I /" 

売哲並訴をどのえれ，--a: c.市街)(l{t. ~f" ぜ、阜の l司事停句'~，~軍 d シめ多埠4拘 4寺義雄い
\fl~ド 4 今 ~"f...-~ 倒今ぶ 1ユIi 1乞o ~の -<&1監修の持者J最泌を雑婚れ格的 i乙，1- ^究ゾ 7 1人 7
J の例区並~をン専~1í~ 呉、築材、、約令 C 芯 d侃1。局桶νTといるの帝i..，1-穆ぜの秀知押を昇L
¥'/ ftíJ弘、吃 d) qぜ1~ 羽命\~1i、与 l宇可制味布、oj~，t: 長特ぎれ φI~ ，¥ 1とつイ主。

d年脅~*，h'" 匙悌't-，'(f、、 b 、乞仇ヘ式、J マ守大'1-... 1 ('"古式 η 務味併八矢ソどあ‘}、~~税
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伊司令官 1島~òl オれラ L 的成鍬有、う‘拘第 l旬の惣A時年も4長制u 、瞬相1エず \1 多甥味和/)汗
γ 仇{{キt 才t椛 1~ 少ち色蓄え々今ユ--bゃしゃ。
\~株φ、 4 ザ、静採:十伊匂 t '-~ミ卒予払 I-<-J 伴腕殺し件。急手亀ザス dご勤純榎級品もをの~~イ表明

Lやo tl1tt~ }1非合併~ Ii' 川島〆げß~ -rIL~ ~町寄託料n矧脅し守 tnll' IJO Cl叫竹~ I }¥匂'{Lrc帆唱， Hc.t 
lす0刊略的事仰，¥手、いほめ和、"，1- t市川、川、仰γ の喜助~ 1f'せ似寸れ ¥>0~ I1j， W ω  

H~ 芯埼令 5 今\::... ¥ {::.。 ラdにら ... ~ ¥I] It -鴻鱗も番手I現緑、ムυ、 t"~令イどヴ ~q及J治官今 J つ lこ
Lやが、、、;j'札の*'も頃¥to¥Þ表?常 c、品官，\都ゐ v 者~.Jf 汁吋..... {七4ウ三 ψdざすうす¥， (d. -/)' 7衣

g 孝明帯紙、州、守/惟吟削掠~ν 手 óJ'7 細払ち私 1<> J ¥)稲鰍海.勝併;舟 1多析悌ν、ざ'0¥-:-魚綜島

町/物も守グ併 ダ外 ヴ 111 r 7'・守ヴ 1-0:葬ト U 拶釈特10'，同根t也、工広勺長。仰い 60" 

~O れゲ少 Cd:t.e S-4γ1ヨヲ;Q，'ωμDCダダo(toio) t c.1l>d，'勺し令色説者、Ift 1ムを明日‘

t弗\，4~移ゑィタこ%っ示。
明ノ~~'-~乞ち以ノ手序 φ苦手L仰の Cñt.. <9r ~い手，\ 1>令背静岡tt"'iラもし件。 JT可44仇や占竹5修

仲司自修娘、切く‘(-c..弁寺尾也い捗〆叩も体渉さ札i-;:.¥ ¥イれめ券ジルメ毒4来彰以吋で

あ令 C~ '31Jy 川崎布、話九九手き有 4 手・ じ内外y / CI'h¥?V')(川$、争 1，1."" '5、々も同制ど，1X者一

株捗訳柄11f'11~味仰け切5 、1 移献しだ《いづ 't. ~* ν Cl'¥l手存イ，1 '2-11 忌~号ン試.;j'IJJぷ制キ
~.{号シ初;ノ訴ノらう t 折、、す7 ダサイミ a

布タゑ ψ叫局為内手カ l急料\~l'‘ ¥11J ~"]色4与が吾ぜ争1邑，~l\-:- 品、れ LI1 ~~Y /之内2.~V X i1'{ii. 
j.¥J令。、、 A.¥¥. ()\魯\-:.炉、、 o わり )í ，~昔、必%~Ø\叱II'\.../{+，をくじ"}1irぷ与、1惨めえしだれ、
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う tk~、 \1 t ，¥令.

折/魚 頃婦に内-p(/ H'ðD~ヤ非'(;. 1...今以令与シ保身柄 θtl'lz:IlvX¥"伝ぃ 4令矧対状弁

System CH3Br CH
2
BrC1 CH

2
Br

2 
CH

3
CHBrC1 CH

3
CHBr

2 
CH

2
BrCH

2
Br CHBr

3 

CH
4
-H

80拘
Br 1.2 1 0.9C 0.18 0.34 

CH4-H 80m Er-HCl 1.6 0.96 l 0.51 0.79 0.1 

CH3Br-H 80111 BZ 2.5 工 0.32 1.2 0.17 

System CH3Br CH
2
BrC1 CH

2
Br

2 
CH

3
CHBrC工 CH

3
CC1Br

2
CH

2
BrCH

2
Br CHBr

3 

(CH
2
FBr) (CHF 2Br) (CHFBr

2
) (CH

2
BrCHFBr) 

CH3cl-H 801n Er 1.4 l 0.6 0.2 0.58 0.2 

CH3F-H 80m Br 3.36 1 2.39 l 6.39 

者懇:弘樹1ψ 折、、 'L，1' g加害v のみ(/珠尚三K~ 承 晩矧CパJi¥〆 H8Vjv釈の A重器移予晶体¥'"
刑事宇都和側4げ 1?，，:t人穴 γ寸‘同嗣 州令CI-\1~Y-の C~f..~rメ\<-れれ作者 tt
¥':-1争件d〆奇乙内外あ市心、1rhW芯 ιoQQ，'S lOVl-

Co叫仰い札併旬以 v、う仇判、祢￥が

フ t 耐婦の刊1v~守管色発 t 吃々寸 l博物す乞
?阿為さ迂、さちゃれだ 4ズγ 'J 7久

1 '司作柄局媛l呼称4イゾち約あえ4官 L

角i-~机今 9 牢縁取付与が吋r のす l調
耐1従~-K~ d1ザ刊角句(ト 1メ¥0-'6'μ乙ラ色角

長・4れ.f{. シのイ哲eJ与d守指供、1 今令名の τ 角i... 0 れ令・づ血 6 ラ均 øt~非如 A 汗シ判-1"11 

統毛布チ休館活の可日野手a縁ぶ・得令官が Z 仇ぎ今舟 C句う 11''{..い土、旬、‘ l;'llA'J.. Q，μ 仁D吋;t;此

のん吃どの{七略的制札4、号ヴかはも υ叫釧SQ.ct ~\\o..s e. ¥-:.-f.'汀 3J以 o¥ユ線4認すヲι
の予キ礎主抗令。 1訊糊どの'*株偽*-¥""J 似、す、~/多{. \?托~ J人手 5 守\~ Ct1 7i3~ /乙I-lt 13vメ
の峰、色、 4バ化の*-ィ・ 1d 、l -i<aく C~ 'J~Y' -11-1'ゅよ正しが4、、手工乞%-、乙示、)、!急斜ャ Fす
け也税0)"あ ψ\~和(納付して、件。外リ寸砲弾v州付3仰の仰の蜘
、ω刈 ι'¥¥.$.eclし Pho.ヲ乙《叱れ1シ弘、、屯のグ仏匂う予色手本吸し てい今・ \J.þ'v Jt..， 相\~許可

今争也伽d 、\~ィ税引きれ 1げち沌e:-- C弁桃色屯つ例年初，1!-tf ~仰さ似てい今、1 0 

吐 M~.I急斜 1州、竹す畠殺人1@伺い1L\、が終・ 1 叫干し.... ß--~ンか\ ¥.やじF許可ゾタ Ivl

キ♀d帥偉移)場φ、ざらv丸シ-C'\司角1'-'φ~ \J 判喧今ジタ 1ν者 u特鳥1 今俄伝イ彪〈え
や乞芯モ'*-"七小、.)‘?車場仰へ何ゾ吃の北小、1頃婦v弘、、't.¥守い乞、神局、)、tれ弘司雑婦

左足号、，...¥. t 、、今芯秀 t 勺~"tグヤぎ令。味タら 4 れゅー略紗\'" fl' \1今予謹L移の昨和、吾、頃~‘
来高砂ぐ、/昨-\~~長・めちれ t 、、今 5 今月以下、ð-1 r弘(l~ l <1ゲみ I~ 作rd ィ必YlA 今ので、1~ く・
俸嚇殺習しl非・ ~4伽 t ダ・/ー.4j勾仰号魚崎工え頃咋、L し、 ιη 、、/乃の A ~ン色々 I~ ¥タ

14-，\、受\~ tI1告すイ絹~ぜ以{'/月U~ 件。 η 説化イ:昆t守'(1)沼、、 ι 令の-0' t抑れぺ ¥¥0
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2AIO 瓦富島重楊手 lてよる !.3N の ~t.t ま却系 - 13N/c・CιD'2系一

(王家レ倣ず，はほめ o泉1.1<.義父戸村健}'E1(Jf.~ :;~ìR 1JifA; 

(1) 震手妙蓮料生手事長鮒て也氏すぷ反泊持手 lてよ4液&雨ト1;:.-:1:11前レて炭化供J<.乗ターゲ

マト Zゅ，JI 叫んρ，13C(p，?I.)βN瓦点、lくJり、ま伝宮本案ι沿坊やlよ，7Z(D;d) ， (えC

( rl，n) 13 N 瓦稿、 lてよ唖て 1JN 毛室町レ~. ，~妻肴長 Iよ‘競 lく‘ 13N/ C"Jな条ど t3N/

CtD6 ~ I~ J:1IT ~ I.Y /11 (/) (tJf僻和比較旬、~，~弘、/7，jJ'\(7jノルィ除蜘側イロ挙制収~ø
姐布釆KH印刷笥~i体fJJ渠 k煮え得手紙釆な4-R-~) );殺で、』主、 c-C"D/.2 免グ -Ir" '7ト

およず&持系ιレさ嗣'v't . /J N /c -CiDJ 糸 lてお 11~βN t1/ 化孝釣手動 ι婦、動議員の部保
金制h 宮尾lく報?i-L-校 /JJy/c_CJHt.:l余a締f.%)J::比較 t..t ./.sJý tll イじ孝卸浮動 lてゐ Ir~ H 

k P ~ Jil{i持品釆の宥拡屯検討する.

( .2)試科削減街:伽ι長 $~tmμ '])uR:m.eitt.~ NMR 1有試薬 ι，!clD~ ex.().7/.e-d ，z ( Ctlcl.e 

No・MDf>iU主体此Aff%)毛企遁ナト 3タムて下低水f...I 粛正義軍レ fd愛，地tf'ズ和銅Jt
て験反り£ナ νγキ'-'-{都Jt)'( ~，勧告試料lて持レ f~ _ 掃射弧科l;f子YJ ~~ヲイ T イズ) ~斗 R
，J水平どの宇κ保存し R像、=れ似通味l::AIく主本氏孝.t手オa下札字誌ヤ枯手減射し
f~ (1:色宇略字通LJJKJOH n・明-z，S・I ) • 掃射葡{グミ-)点$:<科科J必議定拍手4
~免訴前遁fl ι レ f< • 合主主およず剰員L; 葡載の婦や~/"'Í:: ~4主的v"，J" 1司 l.t t"þ る，
c-c'P/.t 柿喝ふIJ:，JN o安厳守ぶ争ぃ(/1屯10伽笥離翁レて尉.."ipC.c' )のt，..l~-が油ヰ lτ
』積レて必ァヲクヲョ γ の争挽 ι場iえら ff な\A~事長. 苓長 .~{lJv.. より c-c"p" C句 a桔

梯た帝京"t<. . 
【3) IO~却の反容が掃討官。得らJ-t伝持釆色、 c l却化冷物ぬよ 1)." IJ/y.らι今物Kわ7て

以下 I~ ~ r. c常化念物色して，;I. 

DC12fd，CD3C12N，czPECJ号IJ11J7J."

C-C"DIIC
I3
N tII ~どアヲクラョンK1J，r 

択ぶ.-~旬l て，J" c-C"H，:l. ko dかk

l司布震の縞率良4手伝. 開ち， CD3 C'号V

およずらDSCl3Nの収奪 IJ当時 1"， Iト芝く

(歯， ) ， DC 13Nおよv."c-C"DIIC'却の

似華 1-::IJiII1様4f絹布采ぷ豆長れ、南イG

b抑仰松孝の柔~(;の 1前 lく乏い lて組緒勘
右t釦低調でを早れら，ft_~ (函/およがz). 
コ;).1.~ o 11] 守rdl 威.~，J 、 c-CtHIZ長引4事
会Jt.f<そItやJtt7I C'如何ふ峨lて付昔、す
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2Al1 7ラνヴス毛ニヲ一室泊」閉した反欧トり子可ムヒ者機七告均の

反民、に閣でfる研粍

員?にtzl乞ンヲ -J9与葉夫教義 。大橘国雄J 野)Jj思え丹野聖

伊吹牢易ノうヒ荊務委，森)1¥踊威

l苫じめに

反田tトり子匂 l¥l二対寸る穆ぺの有梯イ白台物の反応、五研写をするに当勺て、原子炉内ていの中

J]也子照、射条件五間専にモするために維系有梯f口右物のみ予内の各位塁打反Jt~l住や遺骨系
の競争反応、にあける各~&の反応す性五棺謝台りに求めるこヒが行時われてきた。
今恒，われれ此1;Jですでに葡兎レたそr&¥:昔酸リテウ1>，"&用し1巳.ttJl注寺アラ、γケスるニ 9-

互ベシc‘シー炭酸リ子勺ムノうクロヘキ叶シ一規酸リ子f71AノtY[，-ヘキ寸シ一員酸り子匂

Lヘ手)J' 1-ベラゲ口ヘ者寸シ一dl2.一員酸1)チワムの4種の詰桝に袈看レて， 'tt)佳子照射針守TJ.

い，名話料に照知才仇正会架'iflJ1註手数五フラ、νヴス毛ニヲ -J二1)求める-75，名詞料中の

有機己告均の比汝射能(dpmん101)互不め，これらの値から各有機1u台切の反応y駐在比較

牧釘レた，

1員百長
1.話料調駿ι'tJ1JJ住子限、射

有鳴4t.告物ヒ炭酸リ子ウムの混儲斜!J.タト佐 113m制長~ BOYY¥ttγレ何賜にrベ、シ昔、

シ)/ヴロヘキ吋 γノ偽ーハキサンF 三/'7口ヘキ吋 γ-d12( D : lit1.勺う-G，CE Aーブラ

シス原子刀舟〉の各4叫l と~m監リチウム(日本型イじ学薬品 kK製ノ説変物級)の約l.l;
@. (有機化合物:提酸リチ句ムニ Z:1)乏を仇J言、仇入札〆雪国H脆レた後ノ lo'ぺl'I¥札H@-

め控除戚圧下て、指刻レ正。きTと，フラ νヴス毛ニヲー用の宅F怠看酸1)子匂ム ld.よ二言己農務1)

干ウ九ヒ智色看践がら念日露レたe をのり子ηム卓の元素よテポTの結果kf.、裂到値:C-) 65.64 

; H， 4-.00:%;針茸イ畠:c..) 6;.65'， H， 3.Q4Yoであ勺た.フラ、yヴス毛ニヲー I<Jこの守

色香酸リ二子りム l 印刷1{f 五 IÓ4附IY\\-l~の!t託議圧下て/タ同~与)'Y1，)')tI) .長ご7守Owt-wt.の石喪

細管に封入レて観桜レ記。

これらの有機化お吻の入った石莫皆にZイ函のフヲ、vヴス毛ニqーま互いに反対側のZイ江

置にす矯レ，ポ 1)工手レン骸のキャプ包ルに入札て照射話料ιレノ孟教夫学原利樹聯I

T悶&AMo.rkTI原号').'f'の回転話料相て‘百x10"庁し/Cm7・sec‘(Cd比 3.13)の中桂子見

の下で6時閣照射レ1と。

2 照射4去の品有梯{じ右切とフラ、yヴス毛ニ弓ーの処理

各高橋静化念物ヒ員酸り子ウムの遅お新料1Cf.2.本をまヒめてi汰下の過程て、ふ諮将殿五特な

った。手元.こ此にイヰいフラ、yケス毛ニヲーも現合話料に袈看レ7と合計斗イ固左手 kめて究L

Z事レた。
各調梯4ι命拘のふ強ヒ絹駿 Zオ三の石1長管ttの、最右新料主 100m'レlのヱーチ lレ中に劫

レJ ゲヲ?とフィルター f合 3)て、反号/:;'?l昆レ7とのちノヂ痕幻函水戎レ7と。媛、.7J<;m認識マゲ

永ラη以嬉て一歳輩燥虫食，蒸留君縄レ，コシ也〉トリ γ ワ主主靖意義留表直による絹製圧が‘

7了、スクロマトゲラフ張i[C犬合理銅製$302主主) 10%スクアヲシーク口主ソープノ 6札 d

X2"ルガラスηラム J 60..-v'60
0

C)て、お叡場製五特有づ Tとo ~ 1とノ各箱駿鍛階て、、ラ豆、才
イi'又クロマトゲラフ表草(自主製ノ 063型}A..Qo払喫iDロポーラョナ}レ力ワンヲー〉に
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より，化学的反が放射イじ導的純度五槍毘レた。

宅n色巷酸フヲ、y ヴス毛ユヲーの担[1-1理 石要細官玄関封犠J 守包香践リ子ヴ九五地く招来

にし J エー子 lレてあ事昨日三百拘を抽出株主した後/手菰酸て‘酪i注ヒし J 守色各種段乏がftlAすt〆

工ー手 lレて抽払レ色。エーヲ lレ五留玄後J 宅7包看重亀岡，水刀、弓の同縮長¥a(ラ舌J陛長処理)の

のち界華五おニロし¥/ウちにー盟主T叡(相対誤差1%以下〉にTJる寺でノオくからの角結晶

左繰りE乏し端機レ7三。

3、放島訴罪淵庖

樽識有機ι合切の諒書可能l~ ト lレエシ系三/シ二子レーヲーを用いたヲ初参三//午レーさ/ヨシ斑j
包玖により茨包し?と。来俸の有格化冶鞠の測定Lニ1J:Pιkαrd TR 1 -C A R B 2. 3 1 1型

を用し)，ぎた守色者磁のう則包L二IdPD.c，kαγd丁R1-CA R8 32ち弓翌五聞いた。百お

ヴエン子ンゲ勧累の禍五!;j間一系比厳玖によって拘二日づ花。守i-:.，調II包惑の計数調J~Ld
RcC.註駿放射能憶導体仇ー(I )2(骨 )-?HJ Hααdeω7時五標孝物噴ヒしてポめたe

結果ヒ考妻美
主1石~験朱イ牛島ょが結果を表に示可。このゑにおいて，(1)晴橋化合物ヒリ子句 lヘヒの現

怠毛 lレ比J，(2)フヲ vヴス毛ユqーより系約五金者張中駐手数T(3)照射直後の各調梯七台吻の

比放射能(s、A) ，件)湯台毛lレ品五2、00、金者全中11並手数をq、OX1011;々し/CmJ-にモれ

ぞれ基準化レた場冶の各有機色合物の江教射能 (S.A)，(ち)各有機わ台物 I=E.lレ中の

C-H結合 |個当りの比放射能 (8、A) ) (6)ベシ1:l/のl位置の C-H絶命の反加駐

在 l、00t.レ巳場合の他の有梯む命物の IA江草の C-H結晶の相対比還をれ吃れ苛、可。

この要職絶果から， C-\-\絶命当~)の反跳トり手ウムに剥寸る反応;駐日時旨取法イヒ命坊の，
クt ーヘキ吋シ足τI\'~ノヴ口〈庁吋ンより芳香族化命坊のペ、シゼシの方が絢ヲ借晶し\ .苦1三ノ

鋭右足の脂肪族イむ台物であるどn，- 八キサシヒ陥撮ョt4ヒ命物てりあるさyクロヘキサンの反応住J~
陪~i'埠 v \， l 3. tが擢認.-;rtJ!L_た。ラゲロヘキサシヒ反田もトリ二子ウ九の反あに恥l寸る重水素間

住併効果Id1.2であ句， このイ値畠l陪3トlルレエ〉ヒべ〉ゾゾAニト lリ) Iルし手恥~dτひハκ相ト lルレエン一ds ヒハバC ンソ"

ニトリ lルレの競争反I品必己b、て
の芳脅ヰ寂菱に手恥うける lし、2写ヒl母吾ぽ悶U値ヒ7日苫ウた@

Table. Experimental Conditions and Results. 。。n-C6H14 ふ D'2

(1) Mo1e ratio (org..compds/Li2C03) 1.96 2.01 2.26 1.98 
(2) nvt普 (X10，sn/cm2

) 9.0iO.3 9.0iO.3 9.3iO.3 8.7士0.3
(3) S.A;obs'd (X109dpm/mo1) 7.62 4.61 4.62 3.85 
(4) S.A.corrc'd (x109dpm/mo1) 7.47 4.63 5.05 3.94 
(5) S.A. (x109dpm/C-H bond'mo1) 1.25 0.386 0.361 0.328 
(6) Ratio of S.A. of C-H bond'mo1 

1.00 0.31 0.29 0.26 
(org.compds/phH) 

器在熱中I1包子数~cr.，そ7為者菌告の比裁釘能。\ら~のヨCによフて抵めた。

Yニ2、40x1012.X(1・018士0、004-) X;守息香酸の比法射能(dps/匂)
Y7全線中1)生子教
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玄を寸1:"II1)d'C I~ 手でp摘し宍JPトめ融併It務めら礼町、つ f7...周 4のメを~l)ラウ q(
机t~ ~_ð'bOC) ノ ，-，'f}R. (')仲子ケ/ケ。c)ノ1-，;"()μ.t，_/J-70"C) I~ つ v て侍ら似た完J
M 比較曹、ら、 L!JC.<は主主寸'("1旬、キイ/与えワ均t~iすえられ‘ CT究図体プラレケッ
ト均質也しえ笠与しい孝弘的性質予宥している，

(.:l) ト IJ 竹内局替動す叫糊守しTミムえら粉末~~~寸で炉劇作(?CJ匂 -;J ヒ、
試耕寸(，，-生体;しh ト[)ウウ《勾 71 れ吠円♂!寸間決咋I~ 気汗graE為的 aJノこのトリテ
ウ川北守的1ま、古可処狸も免νt-;_~Ä糾1えあ勺て 1まタ7 弘吠's;-t¥? HT '(・・ム?、微量おわし

て HTOノ的T;:"c.がら HTtf牧~ざれι しかし、議~~空ヰし向、，試料、ら 11 ， "、な
うの併で HTO( 11判ノ吟T(ケr.J1. .~4 C，).HT ("3 f 70)ほ広され・寸命(::向

ヌ減税し、フ良府知も除去し代、肉、ち方支払されるト~I 今少 All慰問 HT叫 3 と t 1)' 

ら、 h校S入逮メ安寺場II走し色。図え!こ、李r)業八'/ウム久>tc咋て，，~~~~1t(l拠しそおめ尺 H7
ネ賄相iiht灯・ム会 O(れ、ら向付TO令Jな照射皐z比革実可 Jt 、ム仏 (r)"、~"') Hサ

20 40 60 80 100 

旦ι_?_ HEATING TIME， mln 

-L バ ウ《回収の温烹弁~iキ l対?
5iJ。己I d2. t?() ・cSb〈 L々 レ秒、

483・c
486・c

448・c

120 140 

レ、 ι7疋，"ラ〉ケット

めま汐「ヨ昼寝，.1-s<"'.......均視

吃の綾田lミムれてヘ街
I~問題はない，

4)実野健ニ、工系時打 j 日本4ヒ守メ会芽..l3怠季斗/会F 味方、ど/げ/) . 
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2A15 シ，)コゲ半J，~島守 τ ， φ ト 1) 子ウムの子安。

(易 問) 0 山台五え，fttJ幻~，t} r島幹雄y 根ω浮， JL. I~ I副込

(諸 事);夢、急ちゆえ(~ u. 0:>.守1~主 11 ゐトリ干うム(1) ~手動 t 鍋ぺ 3 以 t仏師干支少殺
て..Jt. L" 1~ T 1 ~ )熱1弘首え1~ J ウネ照射此 D~ す(，導入し r~ T J ，) )叫い、(~成育えしいくい;
t ~ 1ぃ 1;"し六. ~ o(\. l~ 及挑T ;h"1~ ゐ手ヅトソ~〆内で) Tがてト 1)ッ7え昂手tjにぎv?
利弘仲間?行う戸めで・めゐi::1tえ1・4'-ゐ。本較で， 1<1水意l司j主体tてト r)・'1 7ス晶子が3ft，、
!t 考}，~/} ~約六1 ゐ~ 1:が少っていゐ J')恥もがネとして J シリコンヰ持~ (se-51)を

還が3 日枚以f を|有いて 11 ち込斗， T のカり約え忠秒れ ~I~ 1¥ )私立点散て導入し r;T0手
動~ 0) lt教を試みt，.
(久絞J，~必電手腕~ /""""什ェハーおJ"Ĝ''j協同j械の /ρ机帆 iい制Jt:>e.-:ム

カ、今 J タ"イマ U ドカ・:1 j 1: (引い 10メ /0凡 1'>VIf¥l7J久 a:r.(， sc-3..:t~村山，)虫し p そめ 2
3 あゐ刊 I~ 永制;~f捨1; H f~ ってがら久争責id試し 1， .シ')コ〆考 ~0 ゐ外( fC -5~) 試料 1 ;;1和
えj七手勢9-9 内為、従むた~シ 1) コン13 ゐずち P 身:x / """" f'切')~して l有い('. T ~身・1\ 1 ;;1土
r~ 6U<机yω了及おもゆれがy 比教訓 1~M(~ .YH .e(仇;f) T ffi..Ii-: d利用(.， rく. l' i'時到す

バゴパj(.-千(;)í ハ~ 1 I' (~8~!() liJ礼・ cイモ se..ι勺('/ "--10少崎町 r~つれ.了の和実キ拭必 J秒。 I~
岳災及広r常t7'v'] Jレ捗ずート~ (司い) S '1:ムムてF主九五ずら/t7nJ' c.. a t-~込昇義和換すゐ
{ ~ (〆: J: r) ~1í1へ:-1" 1ω1九散え若丸lelタnA..-6trO'c..て日男子y畠加者't¥:( ; J;リ ii忠.10(¥..み了司まえ広
キ)J( .t)) tJ'う以IZ J.リヰ必し(， 0 いてγ尺:γ)コパでの τの縦)Di私鍛え

数(e;r.}，，<l.U -1 ) ，え:同問(.4..A-<:)I'"t'lゐ。

Jc孟) :; (4!FJ)I何万Zて-一一‘(})

(品不明懇) (1) SC -S.c守171 T iJJ寸再('j)内((;f， l， r~ d; ~ (< ßz.除去 I~ 川 4ネ否決荻
の埠'Lえ(，は J 3ji明守 L"01 T IJ)少キが主~r~ 免味付有っ.そミてイも 41 ち込んF'se- 5..<) ~ ~ 
密主 1)，グしす許可珂携し，ゐ-52 ~~f， ~洲本シンデレーア守1':'阜接投入可みれま 1.. ~ 1)) i 
の内ip少存 idl司ペマ:.i 務長 (~t(面が{各iあく y 飛~1 (b L"，を了狩 eL f~ 場合Jfß机 t 打等
主れていみ)料品 a て，，'まぽ豆諸ι的 F5A'1 して γャゐ~. l:: 1J'"令つ fし この絡不向'1~.え jMれ
;4ト均年Z与しなえも~ ， τω 初'JJ~/;ト持十村号、" ~ゐ~ ~ t....同らか tむフ t'(• 
(叫著述身3量かき長:比九E久すてい:5C-:5;， tl今拡弘ミれゐ久Jヰ品五千もJえ件玄季五長友1"，i令押し

「く渇"量点トラヴ 7・ (Z~品ij紛失p ラゲ非力"人 7 '0 マト7"ぅ 7~ て寸:RtJ，(.手間も ~I~ ヘ・'(" ~中われ
氏丁司jfY-A工がけTてあっ r(，6 L.;/~T~車~ L i，場企， 5ι-.5;，.がウめ Tの治以 I'el例。C

~~1ÍLcT ') ，~ v ~ ，)， 66 ()'乙 J1迫lくぜー'7t形Aしy ddd'C 付近E ・ I~ I~採点がえ j すゐ e
fe-S.i.I<打ち込ミれた f Ol~矢弘スペクト Jバフ sc.-.5..<) Gl 1:易令t殺似していずし

沿いずえを牝b ず今H.~+主持 H2，I.'Z家主夫して í Sc.ーらがうの下の放t，久ペクト/レ(-;.支

Jt.峨川れれ、った.ぐれr-o1yい手/点、のめ il})臥1'(，絢雌駄があ茸，)附与し

ていむパ七苦手付のであふ.絞ってぷ猷支裁の測史，1:f~ Hot十片付為替:"'1組員、 ~I司ぃ九
(且)24活~j]l? 1;さ;共同 "-'b-/7V'Cめ閥て利えし (-:.s，ι-S.oお占ひfC.-S..;守ぐ忠明丁の訴訟え数の子

しニウスヴ。。ブト ~I員/ (，キ7・6U ~í~脅" ~しれ場令，':. f;)) I詞舟・うtJ'iうがな JうIt) sc-
S..i.守 tfC -S.<守の』主的問，-;指定・0)...(，付足《うわ以い. ，'.r....I<l ''[本(!:西戸H "，-， ltrO'C岬
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追及領域ては位者 f 転Æ:l日~" 1 ，占ゐ Ji'~'各捗蔽
も方展~ r，，; (τ6j<.ν、C止を号していゐ. ~ r~ 

~白押容色村花め 1 そ仇 â ~文珍f-::.A択し穴場令
で'~) 10私青む乞鉱iて久ミな ，(I司認・めう・t九時応、

っ点。/成')<.シ 1)コシ今場令1，1 <t )永面白 5.(_O~
絢えず寸司法方なi/b.初奪!L~ I~ t~ ウなド { tを

号してけみ。コウ lくJ4rsμffbドー7.しれ sι

-5-<1 (~，つ刊て-6 ) 4Jt者よえZよ1<1 !:ií !~"1司{具、株主 1， 
のってお 1)) c C7Jキ豆島しの金利匂令1e1丁のま本数，'. ハ

久吉なお~t 与えない~ l:が分つ 1Cb.U もT'-' 
場):L f{場合の持系1;1ゑ，17斗末法"J')，().yf¥..
て‘;f、~，j\..-ゐ.

Dリ ，ttメ;g包'/.pC-ff，仰{叫ん~)I会ァ}...(め

幽いiI~ I C H 11¥ 1 rA られ去って私事ミせにf~ ，

きさ4忠弘， ~ J; 1) Sι-51 守\<.導入 L1~T ， ~J って将
らやれ(占);(IJ)同のれめ 1:矛しれ穴

D==いメ//)-S..R/'f.p(ーlJ，iTPtJ(叫ん~)I欠，)一的

会〉式(，ぺふえうれみ瓦同tで・ヰ入し六Tの;vi育支え絞 k) (3)九で Jはうれみ子;~~!J' ~斗入した了
内蒜敵失Zえて・¥<l:)似'乙て"的 t桁，6(70'乙"("f.~ .).:#1 といず ~tí が、的 1::4入し (::1 の点 JJ'"久
.1 f~ k色も号 しFにζo ~ r，内オ f五去v的りF渇客ι冒tは包弘制:1仏』此乙£非 jνν『

~ iJ'が..，品4村4いいbグ‘ l円t久宣引畠釘て"あつ仁， シ lリ)コン守 Z"τT刊声が、，"私捗椴しいlζ く乙戸、ボ 9熊iる.(い=あゐ~ l:. 'E苧してドレ、

λι.川 lel丸1<縦し れ以0ペ1::お'1引の Jf知ムJ3Aiふん守，，::::A 11 id T 0子炉 u司
しいj噴向も矛して仏 1)) (9.._畝TO)作品不ットプー〆t有で T!:51馬手培、なんうグのJι手的利生

枠内もた~ i ，iも来て・・あゐ t 希え今・~ゐ.
メト希弘献
1) てICHlrHlA) A.liVRV~C，r\1 ，~， J. 4ff/. ~()J(.，(~.~・)ll) t7;J U!61f). 

).) ~， すゐ L r1) Q Jけ ωZトキ4，パ /6.

心 t_~ ，主 1') )す~， ~左jb，舟判手 &-5“制点分科会.
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2A16 

工.工ntroduction.

巴hemica1Effects of s-Decay in Tritium Labe工1edUraci1 

() T. Asano*， A. Ha1pern and G. Stock1in 

(工nsti七utfur Chemie der Kernforschungsan1age Ju1ich GmbH， F.R.G.， 

大 RadiationCenter of Osaka Prefecture， Japan.) 

Chemica1 consequences of the decay of tritium in 1arge biomo1ecu1es may be caused 

by the interna1 radio1ysis of the emitted e1ectrons (8=5.7 KeV) ， which have a range of 

3.. s 3.. + on1yabout 2 ぃm (av.) in water， 。工 bythe transmutation (-H一 一 一 令 He' decayeffects) 

14 
To study the re1ative ro1e of these two effects， uraci1 was 1abe11ed with _'C and 

tritium， the former traces the rest of mo1ecu1es. 

2. Experimenta1. 

工4
Sy旦主主主主主主~ A suspension of 1 mCi of [2--~C]-uraci1 in carbon tetrach圭oride

，~ 14 、
contain工ngbromine was ref1uxed for 10 h at 90 oC. Thus obtained [2--'C， 5-Br]-uraci1 

was stirred together with tritium gas (2 Ci， 100 宅 isotopicpurity)， 1N-NaOH and 10 宰

14- _ 3 
PbjCaC0

3 
for 1 h at 80 oC. [2ー C，5--H]目 uracilwas iso1ated from the reaction mエxture

14 by HPLC co1umn. Recovery of -~C-uraci1:30 も; degree of doub1e 1abelling:36 も.

エ4_ _ 3 
samp1e preparation • 1 m1 aliquQ七Sof the aqueous [2--~C ， 5--H]-uracil so1ution 

3.. • ~ _ _' 14 
(4 X 10 ' mo1e， 4 mC工 H and 25 ~Ci -~C) were sea1ed in breakab1e sea1 ampoules in 

presence of 1 も tert-butano1 (r)， of 400 torr oxygen (工工) or of 1 も tert-butanol and 

-6 
nonradioactive uraci1 (4 X' 10 v mole) (工工工). The so1utions were stored in dark for 

100 d at 8 oC. 

14 ー守
工n another experiment， 1 ml a1iquots of .the aqueous [2-'"~C]-uraci1 so1ution (3 X 10 

工4
mole， 20日Ci -~C) and tritiated water (7.7 mCi HTO/I0 ~1) were sea1ed in presence of 

l も tert-butano1 (IV) or of 400 torr oxygen (V) to examine internal elect土onradiolysis. 

products ana1ysis After opening the ampou1es on vacuum 1ine， the gaseous 

products were ana1yzed by a temperature gradient gas chromatography (GC)， and the 

products in liquid phase by high performance liquid'"cbromatography (HPLC) .using Aminex 

A 25 co1umn. 工n HPLC， a1ways 100 ~1 of samp1e wa苧 injectedtogether with 100 ~1 of 

mixed solution of formy1 urea， isobarbituric acid， a110xan and parabanic acid. Two 

e1uents， 0.07 M sodium ace七atebuffer (且cOH/AcONa=1j2) in H
2
0jethano1 (65/35) and 1.4 M 

sodium acetate buffer， were used stepwise. The f10w rate of 0.07 M buffer was 0.2 

m1/min; that of 1.4 M buffer was 0.5 m1/min. The e1uate was fractionated in 20 m1 

g1ass via1s (Packard) wi th 0.2 m1 port工onsat 0.07 M buffer unti1 the 60th fraction; 

0.5 ml portions a七 1.4M buffer unti1 the王75thfraction. 

3.. • 14 
Aロtivitymeasurements The -H-and -~c-activity of products analyzed by GC was 

measured with a gas proportiona1 counter. The peaks emerged from the counter were 

co11ected and these activity were further measured to confirm its radioactive nuc1ides 

by a 1iquid scintエ11ationcounter (LS). 
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工4
The -H- and -'C-act工vityof HPLC fractions were counted by LS and were ca1ucu1ated 

with genera1 equations of doub1e isotopic ana1ysis， respective1y. 

3. Resu1ts and Discussion. 

On the products ana1ysis， 17 peaks and 19 peaks were observed on GC and HPLC 

ana1ysis， respective1y. The pattern of chromatograms from the experiments with use of 

doub1e 1abe11ed compound and with use of tritiated water was simi1ar. Tab1e 1 shows 

14_ _ . _ _ _ 14 
the G-va1ues of the -'C-1abe11ed gaseous product and the -'C 1abe11ed products in 

liquid phase. 

工4
Tab1e 1. G-va1ues of -~C-1abe11ed products 

3H-s-Decay(transm.+radi01.) ntern. radio1. Ext. 60Co_y rad. 

t-but. 
七-but. O

2 
t-but. O

2 
t-but. O

2 
+ uraci1 

Gaseous Product大 18 :!: 6 337:!: 47 104 :!:一一 14 :!: 5 317士 28一
Products in 0.41 1. 34 0.16 0.52 0.60 0.2 2.2 

1iquid phase :!: 0.05 士 0.19 + 一一 士 0.12 :!: 0.13 土 0.05 士 0.4

Dose rate 
四 1

(Gy.h -) 0.5 0.94 工6

Dose (Gy) 1.2 X 10
3 2.2 X 10

3 1.2 X 10
3 

14 
GL-~C02) X 10-， 

If on1y one uraci1 m01ecu1e wou1d be destroYed， or one m01ecu1e wou1d be formed 
per one3H-decay，then the G『 Va1uesmust notexceed 0.02Il/{5700eV1・0.00eV)J . 

工4
Since the observed EG(-~C-products) are a1ways much higher (0.41， 1.34 and 0.16 under 

the conditions 工， 工工 and 1工工， respective1y)， s--radi01ysis obvious1y predominates. 

However， it is worth mentioning that under the cond工tion1工工 whenradi01ysis was 

depressed， the HPLC ana1ysis revea1s one peak (x
12

' unidentified) which gives G-va1ue 

a1most 0.02. This can tentative1y be assumed as characteristic for the transmutation. 

14 工4
且sthe L~C-1abe11ed gaseous product， on1y -~C02 cou1d be seen， however， with 

125 
neg1igib1y sma11 yie1d. This is in contrast to the findings in the decay of 工エn

14. _ 125_，._  ....__. __.._.L .~ 14~~ ._~ 14 [2--'C， 5- 工]-uraci1 system where great amount of -~CO and -~C02 are produced [1]. 

125 
Thus， whi1e the decay of 工 showsdrast工c transmutation effects， present resu1ts 

3 
demonstrate that the damage from JH-decay is re1ative1y mi1d. 

4. Acknow1edgement. 

The authors wish to thank Dr. E. A. Evans (且mersham) for his kind information 

concerning the synthesis of doub1e 1abe11ed uraci1， and Dr. G. K10ster and 

Mr. M. Schu11er for their va1uab1e he1p. 

Reference: [1] R. Deutzmann and G. Stock1in， Radiation Reserch ~， 24-36 (1981). 
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2A17 70
ラスミド DNA pB 1<.322 1=付す Jr'l Tウムの対果

(背丈持放射イ回す) 0 壱み111~芳団芝 tft
(菅争丈王室} 吉永党一

;育学fi-D NAヲーフて坊主 7。7又ミド DNAfBR32之 1)2)立}耳、、 τ，ト '7
1~ I刊号 DNAの亨均 1::'フU て竣討しvt.• .j. vl-， このトリヅム}ごり

持傷 L bそニ()<1) 0線あ‘dv-" X線照射主行フ見場合ヲそ‘Jしと比較按討しr::. 

707又ミド DNAの特零的写持管，スーlザーヘソッ 7スJ スィ乙コイ 1νJ[:: I手スーハ。

一γサィヌト υ 手Ia::"れ3彰宗主主判明t.， 1. i育学l三放射線1::よ3持{事も!JこX

が"弘まふ.

主豆室 内 J.~ド DNA pB R322. l!f 7エーノ lレ称号長レたれで，o.!>.....~/阿|
漆友の毛の包丁E:b v.ffe y ( 10楓1>¥01Ty;s HCf， pH 7.S" I I ~，"，ol Ei)TA) 1.:洛
ず日もの E扶刺どし1k
ト'1タサ向水，r-奪事ム'Jv"X今集に 8 刊さ身ずに占フリ;(~~タサ f= DNAI芋，す

ぐτI~o 7 J;'¥ロー実グiレ1::μ 水平聖貧乏ぅ減目、今事lfレ九 億是非bJF4意味
[00臥 Alを丘 lOOVでを勺 I.S"O寺j可沈む乞行手"]r-z.待うれk グ‘Jレ左守外線ヲ

主i並走主主l司¥1Zずラロイド刀メヌ ピ手軽吠レιl司い~~;よれ=x線lE射包
什写?在時のゲfν 今宇品τ‘、あふL:fI'う下べYL電気泳砂左仔ジフ長も9fF一奇
下の列』さ ιov~1ι~tly c../o.s-ed c..iy仙 1"，-y' (c..c乙 DNA) ず一台上マ'Tlj ，事 Or6t~
c..ì Y"ωl~ r ( a乙 DNA)であふ. ccc. DNA ，手コ〉バ7トピ Oc.DNA d" 'l t~求
イネ1J'芋的措抗P'~ 1)、:}\lþ2.劫 7 /1、 -À 怪気泳~J1-Z\' l<t丈き守幸タむ夜左手ヲことρy・

如、 l. Oc DNAヒ Cc.乙 DNAφ 守問 l三二本金貨切断r1= '"フ之生じ、 l Li同針。NA (しf> N~) 〆く与とと，~ Eco R 1.句吋に J:7(得$hl-DNAのう求

事1"τよ?之五億がめ戸. を‘水4札t毛

夜フ列イ lルレ向りψ4杖犬う域虞f長=いo凡"凧久 にお'サゲ肘~ ，~史雪芝、イ4佼
d搾州tリj定tH?--V¥叱， 宇場P4命毎主う今?ゾ字1い、 D N A (Cc.c. D N A-)， 

一帯~~&>}'ltケ主 ~h DNA (Oc. .l>NA)み7 〆¥五
稗がiτ 字 J V¥.. T N A l L f> NA) "主れをいれヲ

骨材ドラc.c.c.D N A ~ ?"\み l;jタ~~~左~みた，
奇古事為‘ιぴ芳容

}雪之民ト Yj-づQ にJ:3場合， l凋司3わ}-=-~ë.μ o 

γ綿 R照ぞ身豹守 p:.μR捗砕μ+収え務1号主ヒ予殆奇‘丹1母予少1李Eヲ

)均{寺も5末tレじ仏ι:... ¥ヨ奇白l羽P〆、少収 pド、 lよク 1-::.I トり y
ウ久 lにτ よ与今令』手幻O~不以A刈fμF お、 ιt〆〆、 g幻Jよ.ρo 

y-NAIμλμι竹弘 lド三あ'げ占パ奇集号，苧手イ依志 f存ユ 4作~~〆、v叫す言忍の》
れ~ 門 oyo....¥1μ拘;比凡勾倖勧j凪亘φ什f符手号苧 l三?引、い、之

l手I ~，事担率 t書写。、 7 l?t. 忌 kl~ ずラ，ゆ収繰
号〆争勺 JJ( I t>3 ro."，(.以上の線号1::ゐ‘い Zih

-122-

l習1. )(線思射し ~t..3' 4) 7ヲ
ス3ドDHA内アノグローぇ

ゲ'，1.11)多;..i!-
A: :J!.ルトロー''''， B: "UOY叫
C. : sq♀0 .... 0."'-， Þ: Slr8"O~ 

E : 7'1"'1-0 y'孤J.J F : 7'100 yi叫

今..J J 7(，0 rd.<). 



cA.ec..:円 γ夜十ε班、柄小さく守主ごとが、わ昔、 J.

b ~々ftl-:: 炉、て 1 "3=> tî 乍号 Sr= :totr ~ 
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2801 
る度中の械を走，骨その毒丈射Al::，分方T

武t;，エ犬・罪、荷 o 鈴木章侍，本争月~.宇，鈴木島J:.， 平井日間

1 はじめに

ぜ容の L ネ}レ失、)待券の変Aじに，rfない jら求，j:A?おA-'C管エネルギ F とLτ 島 1fぅ主目され

れ、る。 t長および后京都1是枝の減益であるフライブッシュに令まれる微を尤幸色小析

するこ乙[j"_今殺のi6炭技用量古Y増犬ずることに在る環境への都響左方えるうえで安幸

匂ことである。本局fi，τ、11この主うな援申lこよリ、 h炭およびフライアッ νュl'の 1故量
元素主梓成液中牲守放射イじゃ析によ，)、今元幸l可昨史萱する;:Q惑を検討した。 言有料と

して l~. NBS (仙tiona.1sa..eιI.A of Sta.nda.t-ds) の厄炭およびフライアッシュの標準試科

主用いた。有して糸研晃によるφ祈イ直と NBS保証嵯との比較左行い.み折5去の格頼

性についても校討を行マた.

2 宍喰

拭斜 ljNBSの援青It..( SRM 1632 cl.入量楚青If:.(SRM 1 (35) および 7ヲイアッ :/ι

(SRMlb33a.)を索絡乾推したのち. シ')力 γIIIを入111.1ミデシケ-7に保存したものか

ら約 2~ "'-' 1 50 悦~ 11:晴好レ、ぷリエチレン袋にム童に封入しに。ゐ訊‘斜とも垂号を変イじ

させ T千"v1 0種類イれた。

照射 l立生成核程的キ戒、朔によリ，長・持i.2稚頻の争仲て照‘射した. 指時間照射 l立当所要乙

n'のJ干、号官?の先進嘗て 2令開銀射レ. 2 ~ 15 ~かのキ却後 Ge(Li)事会出器ヒ 81守2チャネル

北島φ祈会(GA附A システム)で斗令同 ~~'J 史し. ~M ， nv， 5'1 Ti， 判ca.乞史苦しに

さらに 8"-'クOli.トのP今、却後. 15.1，ト問測史し、 2+NaJ E4Mh aE也， 11MI%J 87RS℃ It2叫Eι，

肘砂 E史4をした.

長時間照射 [1思号炉の守央安喰管ぢ‘5'8奇問照、射し. 3 ~ 12自の会却後_ 1~17 時間刻定
し、 Mル， E2BVJ 42kp F判S，叫DLa.， 1幻ら， mw， mlUpp mybJ 円?Luを定量した e さらに Ib-，.，50 

日の糸却後， !;'~40 時間刻定し 124sh sECo， lZ2h，1827L， lbo TbJ60Co， E4FE〆 4ASc，tICt;

2JJι 日i弘J昨lQ，134G， E6Rb， 鈷Sr， 16~ Yh / η7L札なども乞史号した。 また長時間声、射の械、判

lこついては. Cre(Li)捻出品と貯型 Na.I(明)検出品によるブンチコンプトン計刑法左用い

て |司時計数および逆l司苛針敬 l二主ヲ 7も芳'1史した。

3 結果

Ta.TI巴い二アンチコン 1
0トン計刻去を用い仏3 逸帯の Cre(Li)，検出悲で 5則定し.CrAMA 

システムて解析した骨折紡来左 NsSの研、征雄とともに-;y，、す. み析結-*:l1それ有オ1

4 ~ 10雑教の試キ悼す左喪北さ也た試射の平均値 2・あるe 生活童骨量と (SRM1635) 

でrj仙の令有号官、今、、作め 芳守It.(SR門 loJ2a.) ，こ比べ:， f.か祈が困難な£

意向V今ぃ. アライブY〆::...( S R fV1 1633氏) 7." r:t感友のト、与の令荷壱が今いため

長寿今核殺の小祈精1f..が色〈な?τ いる. 在トイ本乙し7 N8S のイ号、言正雄とよく-~致レ
τぃ吾 bのが争点、ヲた。
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Tab1e 1 Concentrations of e1ements in coa1 and f1y ash samp1es and comparison with NBS values 

Unit : ppm 

SR阿: 1632a SRM : 1635 SRM : 1633a 
E1ement 

this work NBS* this work NBS* thi 5 work NBS* 

A1 29000 ( 31000) 3100 ( 3200 ) 146000 ( 140000 ) 

V 42 44 :t 3 4.3 5.2 :t 0.5 290 ( 300 ) 

Ti 1550 ( 1800 ) 230 (200 ) 7700 (8000 ) 

Ca 2600 2300 :t 300 5500 10600 11100 :t 1'00 

C1 800 ND ND 

In 0.056 ND 0.16 

Dy 2.3 ND 16 

Mn 26 28 土 2 19.2 21. 4 :t 1.5 159 ( 190 ) 

Sr 93 117 830 830 :t30 

Eu 0.53 ( 0.5) 0.061 (0.064 ) 3.9 (4 ) 

K 4000 4200 :t 200 ND 18200 18800 :t 600 

Na 840 840 :t40 2400 1800 1700 :t 100 

M 0.71 0.19 5.9 

As 8.9 9.3:t 1.0 0.41 0.42:t 0.15 146 145 :t15 

Br 37 1.13 2.2 

La 10.6 1. 39 62 

Sm 2.9 0.34 20 

U 1. 26 1.28:t 0.02 0.25 0.24士 0.02 10.3 10.2:t 0.1 

Yb 1.02 0.188 6.8 

Lu 0.33 0.061 2.2 

Ba 100 58 1170 (1500 ) 

Rb 26 ( 31 ) 0.58 124 131 :t 2 

Th 4.1 4.5:t 0.1 0.59 0.62 :t 0.04 22.5 24.7:t 0.3 

Cr 32.7 34.4:t 1.5 2.8 2.5 :t 0.3 188 196 :t 6 

Ce 28 ( 30 ) 3.4 ( 3.6 ) 160 ( 180 ) 

Fe 10900 111 00 :t 200 2400 2390 :t50 94000 94000 :t1000 

Sb 0.62 ( 0.6 ) 0.157 (0.14 ) 6.4 ( 7 ) 

Ni 18.2 19.4:t 1.0 1. 73 1. 74 :t 0.1 123 127 :t 4 

Tb 0.26 0.040 2.1 

Sc 5.3 ( 6.3) 0.57 (0.63 ) 34 (40 ) 

Ta 0.33 0.045 1. 65 

Cs 2.3 (2.4 ) 0.065 10 ( 11 ) 

Co 6.5 (6.8 ) 0.65 ( 0.65 ) 44 (46 ) 

ND : Not detected. 

党 Datafrom NBS certified va1ues. Va1ues in parentheses are information va1ues on1y，i.e.，not certified. 
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叩 iと\~主 E 宏、出工品川女射イ仁介祈

)b工言夫、 o ::可民主主下、坂;野外男

/ はし、めに 教が園球惑の走号表I手江戸時}I(の前期 /ι/o年Afl後主主此、中国1こ

くらペ'.o~干ヰlポ工、~雨・朝鮮!こくらべて毛薮色卑お !.IÂておク、磁器f二掬しτ(J(1 ""> 

じるいふ進国てあふそ此ヤえ lニ 3 た白球に河 J .J偉此(J根強く、 ~E首l青田 1= 詑向 [ J作
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詰古宮、治主&b~、三工下時代以}今日まで最
丈(::tll問主れてい主天草南五、五五允谷也
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2803 長野;車内童~公主婦穿嘉の走路推定

(~令長者帝大) 0三註利一ノ山Jト成主重

L 滞宥ら lすみ祈イビ考的手法 v:Jる古代主j客の産地椎fを法 E明者する 1<tn )そ拘j邑手費プン

タどして y 必閣の裏跡公玄錆脅嘉をみ析して3f:_K。その結果y フえッサマグナの素側 0)1釘

~.家主七地5ぎの錆露見忌 κ 同， ðb相j O) 景品多・ 3宣教 守函仰すのもの K比ぺで叫童がう炉ざし

並K5r量IJ'多M と凶うイ頃向がみる Z どがふがっ予〈。 この結果モ使うど 2 この拘~!説明めよ
嘉町市垂 I<T-1}利結果。、ゥ多~K遥跡 C" さる。フイ ν サマグアの業側 K ;f'fU与する長野県丸q
笠跡司、ゆ 1d東側の特惟 E 持?くむい 3 女凶換え骨1];f白側の特株 E 持つエt.~与がし lずレぱ広三ーす
る.持臣告ど、 Iもそttウのニι嘉 m産地，i:推定し似結果κつ内て報毛主多る.

2. よ事井 i立長野県議主雫~貰ゐ E は U' If)， ~地司殺者必要&-，博加俸など'旬、ウ根9をさ予1K

もので'Jり~。ェt嘉fT"E 表面を N1jl妻(J) 100凶 200j γ シュ程度 κ 粉件1.-1-<。粉末拭掛 I~ ユキ
コレギ/，令指型蛍亮)(~象今方針或で、 Rb， Srノ白 E) ~'X) 1ま久原ろずにとヤ椎号教尉ィヒ分利法

れよ_9N().，附ldを萱し干(0 J 7<ノ NGI./!<'CI j;じは放射化分科法r..j"って非拘九デ r 夕ば同

時 κ刑者さ γ1χ3ちる椋主事試掛JGtぺの介利値ど"規持イ己芝11.r<.。

-3.簡1K 悶 J 長野県ピ名古ノ妻育うの ~~t窓生簿脅品の Rb-srlIトキrl司E示しである。換型的

"Jブ汗γすィグナ q tib.傍憎 t~.修i翌! O)...;iト奇形呈示す. 4"-:l於 K 事|司、十t次訴法椋;軸同ふE司骨 S費

需・舟の Fも.>5rの平治値モま示す。/古， N~ は時のよう K大さな地域差は示さJダノ字費約処場句
姐成長 E 1f-苓困 4予で、みる Z どが、みかっす柿る。長野義 z 古 ~1J' ゥ窯業生産蝉どレ「妥協勿11

る采?j班活の頬t.~在司尚司紳惟吾困 2 K 比較してみる.念地例緩空き嘉の必今村佳苦智令官

るよう K しで報域線問者1~'似て凶る.こ勾得素 E みるしヒ<1<ノ岐阜 -JT古屋地方司鎮

芳易問長野県句むのがウ完企μゐ脅し r1っ、 pノ二似の m地点i司の相J正規則忙同ノ Nα国与は

きれ'1)"(帝初 ('(þ;ぜるこヒをみしで凶~. 二の持Jf.-d笑"7;( )長升呆のー将司重跡力、ウ並立主

レ衣頬骨k.>毛岬産地棺予を E し火縄'*も国2].< ?示t-'( 1..>，吾.塩Jf守の J千1i>:蓮府、かウ~ニt し

下試持者予 20120，20121，20¥.25 ヒp 同 Vく高田差刻旬、ウ広主し1<2012之司場脅易J 千は

ず松J宇千干久利荒々司毛， ;2012b 司5主将硝ゥ。、 K 地元長野~の =v のどロマ< :1外都宮、今司

搬入1勿ピ'ゐ/0>コヒを示しでのる。そして〆そ胡j聖地時並<.'"東海地方司守r‘れ史奪・ 8右

足両u1どめるコヒ 11関 2 0、ウイト匂河. 叶 lK封じ:1 :11]1矛十町 q 瑚材班今 q)~ 隠すべて地元Jを

どbフ")<. ご mょう K星野県内のものど岐奪/'名古屋湖沼めも司ヒ吟誠J'h:一回 N~国争時宿
勃?みる. そこど、営え X録会坊による 3事物国与('JうるRbピ p 営布イι今非行十による有効岡事 f

aりる No.モ組Aトペι1<2ほえ11や函互作__9， ~長野県。秀容易ど J島市ノ重争司むのと E 比載し択の

が国3G" TJゐ.さわ幻で明碓マ地域差王手-:9'. /...1<ボフ(:1長野走 II'JT-{; /差是旬、吾鎖到す

るKI吉岡 ¥q Rb -51"今布図}:-l: .:j， ~ Rb-N仏~，j予国も帝初'(' (J);'る。 こ司令手国 E伎って J 長

野晶午の A也勾重跡(株主ぎ舟遁震が、久4三重責t-;朝、ノ号式尾根重量不;明書トキ p 視活アト重跡ふ

同 p ウ)~かフトゴロ τ;f 1事 p 尻、力ロクトイレ古埼}茅野脅Æ:-.沃，判， :;ドムdT重昨)旬、ウ会

主し χ錆費易J 経女主Zt-('胡うが κ長野j主t"7J凶ものる殺ji;:レZイノ倒を函4-k苛:言。 ユ似ら
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の産地 1;)有地刀、 P 目下，詳細 K校前"l'て‘・5ちる。こめよう K7冗ツすマク

Kι，制剣司瞬持する岐阜・先古屋将Ji!2..力、ウ主oポヰ級入さ似て内沢ニどが仰向4ヒ普釣手法ご、、

妨げ 円れ?く。射 免こ川政が、υ大々的κ亀田さ1l芳首考川意義7J晴穀味付

~三どが期持されゐ。

団1揮者古島右足作定例吾川~ 2!J'<ff""~ 凶茨且

Rb 

。 0.5 
Sr 

"@3 .:t長野県tlb古屋布q婦脅選与の
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2804 告パガ'ラスの放街化分析(第 2報)

(吏夫理，無識が研犬費支~") 0事双 威牧島長男?τ干高峨戸
うエ埼玉義理附事永 健

1. はじめ I三

本邦出1ニのるイ村、ヲス 1;1:， ~~生時付の撞跡て与を児ざ111.f-::ガラス製品が最も岳い.iE跡引

今考見され1-:.ガヲス製品t:， Iま.勾L 箸玉、 1)、玉、 九:A.. 塞ネ千イ犬d‘ヲス25，d訪日'/，壁などが'
N) 1)‘そのがラス手踊lま ソーチテイム ~1j' ヲス.刀 1) ライb，*ガラスおよび釧'ヲス/-:.
分類される.岳イえがヲズの4ヒ学組成ltガ.ラス材の製宣原料ψ 吃の製を技術ガピ用いられr-:.

目前世の特色 E反映しているヒ芳え守れることゲら，Ji地や製を校悲の推定など・の考る4Eの

援憩E解明する手力i力、リ(:なる可能性ヮどある >f報ゼ lま 1む島県矢谷遺跡(弥主時イ元jが

ら忠之しれ震紺色(4主)と擢緑色(i主)のがラス片言↑F長ι 福岡県勝浦 15号墳(古

頑時刊から出主し代理柑色の丸~(2集〉と小早 (2 支).青色の 1)' f: ( 3長〉君、色，黄色

のt]‘手等(6長)計t3良を， ~ド~境中性刊文去す化分析 t" 主域全T元案および位透元柔を定
量し 時1-'<の異なるニつめ金跡守、ら出L し(:tfラス月 τ・ぇ柔存在反がどのよう lこ変動事る

1:7' ~ A妻討し「工。
z 実験
簿寿命抜本主l正 事託料各20吟モポリエナレン哲三 1:'封入し‘立教KJ}~け RSR 梓 1 払て"

5分間照射 ヲ分冷却後， q-e ( Li)半導体機!:t.器.401bナマンネ jレ抜高ら分科f器I~よリ 5分
間『緯スペアト}レの測定E行フ打。長寿命殺纏は.言;託料各却問き2!.i狩リエ今レン袋1-::'封入し

主教犬学原手げ下一21孔ゼ 18時閉照射し. 7日間冷却後 6.000秒，1ヶ月冷却後 10.000"'-' 

60.0 00秒台邑 (Li) 半導体検出~・ 102，千チャン朱ル来品分所器L・よび 4096今ャンネル来島分
析~{q~長スペ 7 ト lレの測定を行ヲ Tこ e 標準話料と L '[ (;;t. N 13 S 620 ( $oda.-I il1'le 91a.ss) 

と例(Lea.d-bo.liu.m glass)京よぴ JB-1，才q-l，q-2， ACrV -1 G'SP-1などを用い

れ.定量値の算出は ピーケ面埼 I~ 千I ux:f面正，不懸時間補正，半減期補正 重量補正を行

v 模~試料との柑対定量法 t: ょリポめ f: .短寿命核纏11，AI， V，引 ， CIJ..， Mnなど長

寿命栽緯lιfe，Co， S乙争土貌元案など ニナ数元柔 E定量 Lf:... 

3.結果 ζ 考案

宇佐予測すイヒ分持1-:'よ1)得られkる{村ラス吋}iJI反lま 萱脚色調の将軍(-:.よ 1)元案存

存食I~差要 vご3Zめられる.ê-足裏 1 ，フ I J(投討を行ヲ Tてポ. ミミて Iまモの結果 E零灼する，

U) 古パヵ"ラスめ組妖

ω跡乞時代のがラス 中位予放射化分析と瑳走×線分科φ結果。、ら i撃何乏のイラス

同(;1:刀リウム E主なアJレカリ威分とする刀リヲイム奈がラス;接、得色の f;'ラス片 l1.針点、ラ

スであるニとがわかゥ伝。試料閣f3言及長動の丈才、、元美/1.Sb， Ba.， Thなどて"ふリ‘ F色

合主頬元柔のJ友重力1;t./)、ざい。試料の色調と元薬品怠壌との蘭fまEみると 環向色のがラス

片11， Co， MI'Iなど!く寄み 環得色のがヲス月はラb ， 8(Å， 5ーなど I~ 事む伸向ヵi・ 3ち;3 .諸縁

色のri'7ス片 11 首長イヒパリウム 0'本よ吃 !Owt%と事、、含有?!flJiこし「二. i5イ〈がラスF晶、、

パリウム鈎孝 i:)jとす19J(1，科は之ーのあイ〈ガラス t・l;t 福岡県立岩j::跡出エ基本干~f:..1]' ラ
ス器ゃ福岡県侮玖お脱Lhめ報告があ'}， tp固め岳{てがラスて 1;1:3夜行主£ぴ;軒以前

nu 
q
J
 



の齢、ずヲス製品め報若乃;ある.ごめような高いJ'リウム含有苧It t5パガラス材の製造立

オ1.， T:地域ゃ時4てを友賊しているものと芳えられることか、ら う撃手手色のがヲス片 lま中固めち

ばガ'ヲスの司能ü.1J\'~をい.本邦て出エし「こるイくが'ヲスゼ吾、、ノピリウI ム令布キ2:~苛ガ'ヲス
の色調(;1:現段階て・(1:緑色小 17ヲス I~限られて t 、る，

b) る埼時代、の対'ラス 福岡県 n~千五前 15"号噴出之のガ.ラズ壬は.ナトリウ μ 乏主なア Jレ刀

1) J戎分とするソーダ.ライム釆がヲスて"ある.鋲料開t・・環境r変動の犬ぎい元案lt ω/ V， 

Mn， AI 1jどであリ‘ Fe， No..などの主動は小ざい.まえ料の色調と元蒙f:}!主産との間伐をみ3

と i農相色のがラスる lまCo，Mn伝記(:事み 音色の小 L 末の1)1f: i lJ: Feなピ1:事む傾向

官tZZめらわれ.$.:t..季語元案ては 軽希之が・議集 LT~ パターン L~ミし℃い~ . 

ω着色剖 色村ガラスの色調とし・乙ぱ 得・看・柑・委'赤褐色・白色が易 IJ，-f色

和)11鍋.欽.フパ Jレト，ガドミウムなどてある.株主時代の話産相色のがラス月および\5~賀
時代、の;皇制色のガヲス玉、が\着色制尻料のひとつ τ ぁ 3 コ ;:':'V' ト(~事む{場制{ま‘着色骨!と
し之のコパ lレトめイ更用 E 不u愛し之い~，

A) ガ7ス夜来十 6パがヲスω主原料のf夫、待現とし t‘E圭る.渇吟.長る，結1二，突然

ソ-':/主梯 草木灰，硝后 h灰足ヨ，更殻なぷ‘が芳土られtいる.今回の分材料料lこは

プ革案の事、、含有キを禾すがヲス壬があl)， ~れはるイ〈ガラスの原料としてよ与問F 等 0'イ史朗 5
tt r-:.句慌ノ住E示し℃いる.

〔ヱ) 日寺村と手且械の関係

著しいを婁 E禾引ヒ挙制Z1: No..1J"ぉ.岳墳時イゼのがラス 1:No.. fJ~ tんZ・¥、るの It， ?%-生
日引いがラス急肌13:刀リライ Lヘ系ガ・ラス1，'ょが鉛ポヲスてあ 1)‘苗場者1-'((]lガ‘ラス l;tソー

ダヲイム系であるというガ.ラス他庶の棺書官じよる元案捜度の相金(:よフている.ガラス組

威φ湾規，:よリ宴な 3最も基本的な主成分

元案の Pb，No..， K 以外の元案，7.関し 1..1ま.

吉村がヲス t11既 L1.娩似しf-:.!jヒ等組戒 E禾

すが¥比較的よく識別て・'3T-;.-例として

|到 11: 0/1主手放射ィιうす新て・精度よく定警ゼ

3るAIと仙の散布団を示す. ~本主時代‘ φ tj'

テスのうち吉晴時fてのがヲスの令官威へλ リ

iとんt・¥、芸ものが'あるが¥ :φ鋲料lt~与 t 、

パリウム令稿キを禾す:と η、ら中国6パガ.

7スτあると推事3れ，ミのユつの遺跡の

話料 I~ついては AI ヒ Mn の散帝国て.吃仇ぞ

れのが'ラス組械の特徴E捉えるとと小c:，=1' 

る

。
官主

主 10

o 

g 特
o 。o 0 

@ o _ 

• 
0，5 1.0 1.5 

MnO(w傾)

2.0 

図1 iS~.çガ‘エラスの AI-Mn 散布図

0福岡県勝瀬15"号墳

・広島県矢谷~lf%
1)山崎-ft;¥t:立岩遺跡ま周査奪買会締「立岩遺跡~ (IQ'77) 

2) C. ér.βeli~ynan and H. C. Beck :附凶e(.Lm 下町 Eo.sternAn十ì~vì十Îesノ

SToclべholmノ B比Ile十IYI 1'10， /0 ( ，Q3'6) 
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リン 1.1生体必須元素と( 1生停中で壷零rJ'投書U&果た LZ ¥ ¥る。 iit:.ノ」丘年;"Ifl5召ゃ迩三竿

lミあげる l富栄巻イ七η 問題 7 ど¥護老1中てのぞ《作用 1ニtl胡lじか‘ tT:仇るよう iごワフ Zさ九

従来， vンの狩前lefモリブデ〉奇悲!とよ 3ジ〉暁イコ『シ qグテ析はど也管庁祈 iこたよると

とろが1 丈きく，言式科処理、軽色条件およひ姉辱イズ〉アィピ、やフ台、いは問題が均<1王笠簡便

ヒIJl、ぃ難 h 也b、、あフ氏 。最lf:cノヲラズ‘マ裕史1介新 lこJるソンの定量t試きナられるように

なフてきたが， これも試料のミ客泥イじが必零 fdピ問題E有 L，通常め放射化介:Afrや婚Jt，x線

グト祈などにあれで tソシ'，fl-得去とする元素のひとつ Z";Pコク， l'養器./，i'n昨の r::う?ろくれが自

立勺てける。

Tこτit-ii行央 Z"Iま/ ヨ'P(ぴ〆抑 )34-知o及iit;.事利用¥f=. Vシの布骨粗3ト放射他府新三志!こっ l，

て般討 lI:. 0 'l 0\ 結果，簡易lll~ 7-"1島感度非波堤介祈三五と Lて有力 T<f~皇位となることが示

され fょので・ここ lこ報告する。

実験と IJ， まず主反応‘および泊客員I_)友 lむに 7l，て 4He 工系 jしギ-3'7 M♂手 ταThick

九.vg'etYie Id ~ ;i(め，最温照射工 ")-Jレぞ-e'決定 If:う乙ど，数種m生{卒壊さ草試料η什祈

E吉武主十k0 K~射にほ回転武:照射楚遣を製作し， 99数イlID試料の l司時照射き可能 l乙 l，荷唾粧

3~留守化介許可Y簡易 lこ J;':施Z、、うるよう工え l Tこo

工.ηlick Ta:rget YiιId. 
リ〉内 h:1'1斤，;，~筒 i主η&.. ïîë' ~和風するが'1め悔杭坊や塩害ミが突-n-可る~ ， マれ'["'UA-， 

32s ("， pれ)34剛也J.;J び‘ ，SCQ(cx ，0('n)3帆C~ 友jIl;'t二よ_;;J4でl

D"生戎 L妨害ヒ TJ.る。 Yこ Zノ KH之 P04(努7k)， ~ (単体)

BJ び No- C~ をターゲットと L それで lh.の 34"'C.Q生最

良氏、の1hic.kTa.Y'get 'fie ld ~ ;k'めた.試料 1.直径10州問

のディスクポに 1111庄成型 lr二のも厚さ IOp.耐のアlレ守 103 

ニウム ~I乙包み， 同車品式照射j羽1:]-ゲ、ソトホlしダー

(12個まどi司時落着可能)I二l副定 lt~ 0 すま料墓J]J11 

1量守め恵介めT'IL-{ニウム描どおおい，念試料。，"¥更

なも入賓寸工系 Jしギ、- Z"P~身寸されるように l T~ 。回転

照射試料 ¥l41-1"lJp庄工系 Jレそ -4oHa¥7下るよが 30比す

でRE射L10 ι37 Me¥7 ~どめThic:k: TQ'rget Yi巴Id在的20

序、ポグ)T-::. 0 照射盈求f直lJ.1)AAピ試料回転 105ypmと

し 32介問(1半滅期) F~，射 l T::. 0 侍うれた耳目押収キ

lJ図 1，ζ 示 l r~ 。

リ〉ゃうの 34"，白生成疋託、 la26' MeV J;{主 τ‘ー定{直喜

与之た o 32 S ( ().ノ pl1)3+
mCQ反たIdG=一14，5刊ιす/

3セQ(0.， o'! t1 )34柿α反配 lJQニー1'2.(;門♂ CあAが¥ 可れ

でれほお，f.u 20M江主越える と 患遺主1，立ちあがり J

2805 
生体詰料中のりの荷信組手直射{七分~

東北丈・1実理研 0科卒和義・/涼益男
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三回
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図1.Relative Yields of 34mC1 by 4He-induced 
Reactions on P， S and Cl. 

ワ
μ

q
d
 

t
a
A
 



続J1舎による吋』生品収!孝 1.32岬ど Yン，~よる収争を主まわフ I乙 D ソン!こ対 L I ()(X>#0l 1 

の胤今在与える工ゑ Jしギー Idl 疏青および塩奈 -('18'パdち 5び20Jl1eVずみツ， ツン η介折

l 才 I \S Me4T 以下 τ 照射すれ lずこ点分元事による妨害 I~ 青空視 τ きることがI 向が ) t~ 。

IL 生体部斜の府草斤

試料 と l c. ，. NBS配布の $pil1Q.ch と石川:toL巴a.ves およぴ NIES院 予 町 内"ppeγtV(.$九 t

Chlo'(ello. &)笠人 Tぐ。~ r~ I 標準古衣料 n生体試料 lこ語程が・1丘ぃ ι司と! [グリセ 1コ!J:... i暖ニ
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と灼 1 ， 5μg とワヲ氏。 2 時間後に I~ 可円値 1 ，尚 41告と 'tjJ 感芝 1. 伝下苛~ 1頃 f勾志示し 7~ • 

，zt. Ò-~ IC J ih 1在、'照寄付金，f，':J1時閣 LX肉 1:10主主的の試料的非椛I'lや;J(n.)各易に築地寸ること 11¥"ど
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図2，f-ray Spectrum of NBS Tomato Leaves bombarded by 17.4阿eV4He. 

i1. Phosphorus in Standard Reference I可ateria1s(jJg/g ， dry weight) 

This work Certified Va1ue 

0.55 '" 0.02 NBS Spinach 0.51 土 0.08

0.34 土 0.04 0.34 土 0.02

( 0.11 )安0.11 土 0.01

2.05 土 0.08
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2806 放射化分析によるヒト骨のカルシウム，ナトリウム，アルミニウム，マグ

ネシウム，およびヨウ素の定量

北里大学医学部・放射線 0太田顕成，松林 隆

'北里大学医学部・整形外科 糸満盛憲

(緒 言 ) 骨 は ，生体無機物質の大部分をしめる組織であり， リンとカルシウムを

主成分とする化合物から構成されている。従って代謝性骨疾患，あるいは生体内

電解質代謝に重要な役割を果している， 甲状 腺， 副甲 状腺 ，お よび ，腎 臓等 は，

骨 および血中カルシウムとリンの含量に量的，質的影響を与える。

一 方，近年，透析患者にみられる透析性 の 骨 軟 化 症 の 原 因 と 注 目 さ れ て い る 透

析患者の体内アルミニウムの蓄積などのように，骨中微量元素の役割が重要視さ

れるようになってきた。

筆者らは， こ れまで，放射化分析法による生体試料中の元素分析を行ない，実

験動物の腫蕩組織，およびヒト肝臓病理組織の分析結果を報告してきた。

ヒト生体試料中の元素分析については， TiPton等による軟部，および硬組織の多

くの分析結果が既に報告されている。

今回，我々は， 外科摘出された数時量のヒト骨の放射化分析を行なし¥ カノレシ

ウム，ナトリウム，アルミニウム，マグ ネシウム，およびヨウ素を定量したので

その結果を報告する。

(実験) 試 料:ヒト骨は，北里大学病院，整形外科において外科摘出された数

mgの骨片を用い た 。 ( 写 真 1参照)， (これらの患者は手術後はいづれも健康な

日常生活をしている)放射化分析:中性 子放射化分析は，立教大学原子炉共同利

用研究「腫蕩組織の放射化分析」の一環として行なったもので，立教大学原子力

研究所の原子炉を使用させていただいた。

試料あるいは標準物質は， Fー リ ン グ で 5分間照射し， 150秒冷却後， Ge (Li) 

検出器 (TD-1)で 5分間測定した。カルシウム，ナトリウム，アルミニウム，マグ

ネシウム，およびヨウ素の分析はそれぞれ， 3，088，1，368 ，1.782，1.014および

442Kevの T 線を集計した。

試 料の調整および標準物質:ヒト骨1.2-5.9mg(新鮮，湿重量)は最少量の分析用濃硝

酸 に溶かaして漉紙(ワットマン， 7 ) に吸 着させた。標準物質は，関東化学社の原

子吸光用のカルシウム，ナトリウム，アルミニウムおよびマグネシウムを用いた。

ヨウ素の標準物質は 3.5 -diacetoarnido← 2.4.6-triiodobenzoateから調整した。これ

ら標準物質の混合物を分析用濃硝酸で希釈 して漉紙に吸着させた。

(結果)検量線:図 1と図 2は そ れ ぞ れ ヨウ素とアルミニウムの検量線を示す。同

様にして， カルシウム，ナトリウム，およびマグネシウムの検量線が得られる。し、

ずれも原点を通る直線となる。

試料の量につい て: 図 3 と図 4は， ヒト骨の量と， 49Ca， 24Na ， 28Al ， 38Cl ，27J.VJg， 

お よ び 1281の r線強度の間の関係を示す。この関係はヒト骨重量の広い範囲，数百

mgまで成立する。従って図から明らかなように， ヒト骨のカルシウム，ナトリウ

ム，アルミニウム，マグネシウム，および ヨウ 素を 定量 する ため には 1-5 mg 

S
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の量で十分である。

分析結果:表 1はこれまでに分析を終えた，ヒト骨 9検体についてのカルシウム，ナ

トリウム，アルミニ ウ ム ， マ グ ネ シ ウ ム ， およびヨウ素の分析結果を示す。

Fig・2.
工odine.ug 

Table 1. 

Pa七ien七B

Ca 

165 

2 179 

3 176 

4 116 

5 153 

6 241 

7 138 

8 175 

9 240 

。。 5 

cpm 
2000 

1000 

10 

Fig.3. 
Bone weight. mg 

Elements 

。
。

Fio I 

Content in 時 /gof flesh we七 bone

Al Na Mg 工

1.2 0.66 0.83 0.31 

16.7 3.02 3.25 0.60 

11.9 1.52 2.86 0.34 

9.5 1.43 2.36 0.90 

10.0 1.05 2.13 0.87 

9.1 1.57 2.23 0.97 

5.4 1.01 2.48 0.32 

2.9 0.58 1.32 0.46 

4.3 0.95 1.42 0.38 
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2807 エAEAσ)洗浄方法による頭髪中元案め港出挙動 lてづいて

日本丈掌・歯.RI研 0野口子手末口， Z斉木雅美，i!J蓮寺きく麗

工AEAI手捜境汚染め生体指需として.人め頭髪中め元素濃度め右用位在宅金討してレるか:

洗浄方去として、アセトシ→水→7k→木→アセトンの i慢に告10分間ずづ振とうする方法邑

誰t!:.(;している。特株守党浄奇J左使用しないこの洗浄方法IC):.単に頭髪表面!二付着l7三物

質の除去左目的と Lt::も内であると思われるボ.しかし.こ内方去によリタ卜来t世の付若物

質力、史全に砕、刀、札たわけで IJ"なく、また.体向性の元素拭草子出している可能，世もある抗、

個々の元素についてこれらの挙動力て十分調査されて lむ、ない。さらに、頭髪中元素濃度の

特珠す環境による影響色調ぺる場合に.そのような特殊ゲlレーフ。の頭髪め洗浄はふの方法

て良いかなど.まだ検討すべき点ボタタい。

また.歯科医蕪領域て・|立、日常臨未にアマ jレホムホ使用さ1ltてお 1) 、それに定因i~ 歯
科医節η水銀汚染に閉する研鬼ボタタ数報告されてい告。われわれは歯科医師の頭髪中本銀

濃度芝指標として歯科医師め水銀汚染について研吃しておリ、そm結果.畠科医蕪に杏 lナ

る7マlレカTム謀作色、よび木銀内管理1;:):十分な配魔爪払われるようにな、てい吾ため、現在

どは歯科医師め頭髪中本銀濃度1;;1:一穂人と同じレぺ jしピ窃ること左確認し主。しすし、わ

れわれ前調査したのは丈学痛暁に勤務寸る歯科理師ごあゥたたわ.上速の結果左直ちに一

較の開業医のしぺ lレ!こまで通用ていきるかどう力¥について l;j検討内余地主義していた

そこで今回1;.:):.以上内点色検討する目的で.一時史的開業医か5採最した頭髪拭料左.先

ず洗手する ι となくそ内~-J中性弓照射して放射化1J'祈在行7す ι、.そののち.工AEA (7)誰
せんする洗車方法によリ洗浄後.高1sγスぺフト口 Xトリーによリ分祈E行7J:ヲた結果に

ついて報告するつも 1)でちる。

図 iにrj蹟髪拭料左提供してくれた色科医師内年令構怠在、図21てl;;t歯科医煮穀業年数

構敢在示した.歯科医師l;;t全員抗男，性であり、九学病院に勤務する歯科医師の大部骨ボ.20

代後半"--30代前半の年令ど.歯科医霧車来年数も I'Jとんどボ10年以下であヲためと比較す

ると、かなリ要する分布である。

表 iおよび表21之Id:.. ;iく銀と壷金合内詑手前後の寝度と、授留率〈沈滞後め濃度÷洗翠荊

の濃度〉邑示した。なお.諾賓亡、l立セしこ./，銀，スカ〉三エウムについても報告する.
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洗浄前の洗浄後町 三卒 洗浄前の 洗水銀浄後濃度の桟宮古手 No i3先lι銀岩手濃前度の 洗*-錐浄34農支産の桟留孝No 木銀3農産水銀濃度手足留 No li銀濃度

i 3.53土0.1203.36士0.1140.%2 1'6 4.13士O品与 3.22iO.128 0汀80 35 6.0~íO.240 4.13士0.1630.61Q 

2 3.0910.必43.04-::!:o.ii官O.特4 iq 7-31土.0.2857.2斗土0.2苦20.990 36 6.SiiO.302 3.Q1土0.1'130.5'7斗

3 '6.66土0.2158.43土0.2'&70.9勺3 20 7.24土0.1&5rr.o6士0.1800.915 3勺 乍2'7士0.2576.16土0.2180.84つ

4 3.3'7土0.1%43.14士0.1マi0.932 21 4.的:10.2113.~土 0.183 O. '668 3'6 6.83士0.3076.69土0.3000.980 

5 5.%4土0.2担 4.1'710.213 o.刊斗 22 3.9110.216 3.0'7士0.169o. '185 3q 1出土0.3076.81土0.2660.8'6g 

6 4刈±仏1524.i5土0.i490.9守q 23 4.09土0.23&3.11土0.181O.守60 ~O 383::1:0・2133.156土0.19き0.906 

ワ 7.伺10.11)35.t9土0.112o. '133 .24-5.63土0.205S.63:tO.205 1.00 41 3.'85:1:0.22ヨ3刀tト土0.21マ0.9マi

も 3.11土0.1152.'66士0.1060.Q20 25 ワ.43土0.3.246.%土0.303O.Cjヨ5 42 1判土o.i5'15.%5土0.1230.'181 

6心110.20'74.5'9土0;15官O.吋64-26 6羽::1:0.564-6.31土0.55ワ0.98'1 43 7.82土.0.2662・白土0.2761.0今

LO 6.41土0.2~1 5.9'7土0.2520.931 2'1 4.'10士0.1864.'10土O.i%6ι00 4与 5.'79::1:0.21斗t.!)S土0.1680.'7S6 I 

i 1 5斜工0.1以ト5.5'6土0.1470.955 2'8 12.0士0.514q.~3士0.421 0.'619 4S 2.97:tO.1i6 2-46土0.0%0.%28 

12 5.83士O.HO4.6b士oιS2O.守qq 2司11.1土0.49010.6土.0.4650.Q55 46 %-4%士官.0836.13土0.066Q.刊今

iヨ8.56土0.i93官.50士0.1%O.司93 30 6.斗守士O.26L卜5.'13士0.2330.88'3 41 11.5土O.40QQ.2G士0.329o.~05 

14 5.61土0.1515.5'1:1:0.1斗S0.9官2 31 7.Q2:to.245 1.22土0.223O.Qi2 4<6 'r.%土0羽 4.35土0・211O.官81

1S 5.32土0.1414.3lj.:t 0.115 0.816 32 3.1:-;士0.2142.08士0.1~i 0.660 49 全53土0.1323.37士0.0980.'744 

16 2.14士0.1312.23士0.10'7o. ~i斗 ヨヨ q.O'6土0.321'1.11.:to.2.58' O.ワ90 50 i々は0.1371.:31:10.105 o. '166 

i1 4.QQ土0.2154.2(，士0.18'40.8'54-3今目立0.3碍 5'.与i士O.2'1~ O.マS1

表土洗苧前後の木銀濃度と務留率

No 洗亜鉛浄濃官Ij度の 亜洗鉛浄濃後度の写実留孝 N。洗霊鉛浄瀧前度内 洗盈金浄色J後震度の降留率 No 謹量産洗亜鉛浄;後濃度の除留辛

1 235:!:. 2.1う 22位 2.130.%ワ 1<tS 228::1:3. '60 i官5士3.与守 0.¥$12 35 151士3.11'f 115土2.'71O.マ3ワ

ユ 135::t2.% 11斗土2.19O.官4'6 1q 221土3.午'61Q8:!:3.3守0.81:)5 36 H~:t3.0守 69.0:t2.3'1 0.5<o5 

3 13(，土4.20 135土4.1'7 0.99ろ 20 131士2.311.23土2.300.939 3つ116士2.'61CjS.S:!:2.74 0.826 

t← 205士2.14191土2.&80.932 21 126 j: 2.~3 104土2.600.8'25 38 104土2.'7寸 109::1:2:'1Q ι04 

5 1'6114.35 16114.2'1 O.官'6922 192士3.15161:t 2.98 0.83 '7 .39 14ワ土4.06136t4.11 0.921 

6 166士2.52lB::t2.6斗 1.0斗 23 G3.斗土2.官官 ~3.%土2.Lt!守 0.6'63 40 10412.22 Q1.τ土2.09O.'iWI-

7 11012.26 133:t2.02 O.マ8024 1(;312.(，8 loQ土2.660.9可q4-1 118.3士2.開 84.6t2.48 0.861 

包 132:tl. '11 12211.66 0.924 '25 198土4.%51801今.9斗0.910 42 102:t1.1'f5 官3.2土1.61O. ¥512 

q 154主2.7611Q土2-4qO.吋'1526 lCI1士5.01142士4.11O.守2243 189土4-.0518214.05 0.%6 

10 119t3.0'd 10913.01 0.916 21 14612.50 13212.33 0.904 4与 2041ヨ.03i吋1土2.810.'6斗i

11 15012.06 13S:t2.02 0.91守 2'6 232:t6.36 14可iSS60.63ろ 45 12211.'66 113士1.'79 0.q22 

12 21612.52 195:t2StS' 0.903 29 6.f:.L1'土2.吋O55.1土2.の0.896 46 12¥5士1.9rr'155士1.'15O.ヴ4守

13 206士2.73229士2.q~ 1.11 30 161土3.59126:1:3.与OO. '78'0 4つ 1q~土5 ・2 '1 i宕q土!).守斗0.qS9 

i斗 %.5:1:1.ヨ6104土j.501. oq 3i 105士2.50S斗月土2.360.811 4<(5 官官.5:t2.628'6.1士2.660.9つ2

15 j03:t 1.吋88Q.8'土1.6守O.Sつ2 32 11'7i3.03 Q2.Q士2.80O.守%64q 138'土1.官1105:t1.b2 O.マ61

16 241土').与5209:1:2.33 0.S6~ 33 132.:t3.3'8 110土3.230.833 50 154.:12.10 121士 1.~守 0.'785 

1守 240土3.18iq2土2.'8'1O. '60 1 3斗 1SG::!:4.sq 95・6i3.'6Q0.612 

表2 洗浄前後の亜金色濃度と桟留率
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2808 放射イじ身事T( ~よる
も援すの微量元暴?骸分寺

u丈E研)。湯('/準荻，tt-本正
f坊(駒市生4余生乞〉ター) 田中~

1.錯主
七撃問、人体中日尿リ込まれに有宮元季の?累締春宮町ち、羽ト〉也容官の一維の決朝五{こは
づているとみな〉れて~ ¥ゐごと、 at~ 、援正義中(マら♂れてしゅごとカ\ら烹義浩味調査の
-1旨掃としてう主目♂れて♂氏。央(~人i本の組成としては抹脚溶易てあf)、血J良や再えにく
らべて樽;1(じ繍"21ヨうための前処王宮川、非嘗に騨であ否ミともも動ご肉するす婚すfti村T
のデータ2蓄積寸ゐ「てめに役立ち「て。しカ、しはがら、七葉中日微量芯来業委fJ同一{固人の
ものでめヲても、その採依時期のちfJ"いや も愛の都位(~ょっで η吋')の実智左示すごと
左一昨等のとr2-J同放身iJ{じ孝討論会で手長官しれ。
今回(~その勺づ手として、代議開ボ九人r くらべ早いと思われる幼兎のも震を対象Jても表

中て"の憾丸事務受併の糊左行 )tてので.粧する。
ス最験17毛主
之ー1鰍同点前丸d

合側{;1二づの紛失力\ら五人の幼~ (家族工:ワオ♀ノ 4ぎ♀ノ家族正:7才♀ノけ
平ノ之オ企〉のも号仁左採取し r-:.. 。頭項杯ω頭皮J~ で戸る T~'(j払I部分、で、切断しれ毛繋t 'cl
/ケι仇から 40c悦の長さで(hっ「亡。とれらを頭恥 t泣がヲ r~郎知\ら之・f'c<科長さ(7.t7l 
1)加1"(-右部分E工AE"Aω椎しまうヰゐかまれ占似た保してポリヱ今し ι〉号泣い封入
し戚射鰍ヰと Lr~。冶材料司教/60本から I ()Oρ 本訴伎のも笈て色 ;-!{~/O 教訓3から
(DD札2前?友てあ )T亡@

日中小主手照射と『縄↑溜l

前回と同様の方法て符ヲ t~ 。
3. 結果t弄察

40c胤の長号変てあヮ r~ 家技工の 7 オと 4 寸 α -tt. 児q七愛中t ~検dミ定量で'!trてえ茅、∞うち、
比劇俳神妙うる?肪扮奇左手 Lr二もめ t7づい"(F，'~. 1 (二示しT:0 

ふ， CCl.，工{立頭角\ら元端~八向って濃あ満〈な')、 13'r f意差J~低くはコていゐ。何礼
とんは足並沖てムや展。}仇る Iどヲー〉が観られ「亡。河合児二人{桐じ象族の槻末てあゐ
陥均¥ -;，に考仁志く似f新ゆ舟iご?ーン日し T:o い{也叩奪て1在、 A.tγ，M.， ft.1fff~ 
埠加傾嗣がみちれ、は(-:_;A:y-傾向ボみち;j/，し(:骨三、ふ，H$， Cr， ;; (~I i1 [i~ r:， 10、は特徴はみい
r~:ω句、つれ。糠(亘としては、~fI.i川県なるi白布、 L~ 10¥他札奪て、{立大むれi司苓
針案友レパlレてあヲ戸。

豪校正の 3 人ω手{矢のも愛J てつ L 、でも~擦な観客Eイ?っ了t 持果， C札， fÁ.，工 α jlé1J[}(t~向‘
srノαの減ナ傾向('J.同様{~みちがやボ、 l官ω 元奈 1 ~品いては必ギしも一致 LJ:符呆{a:fi，ら
れはいつに交 う事魚レパ lレI~づい'( (在、 Co..， 工， t31"， H~ fcf 1:."て草根工泣裏付最低左示
L r~ ， 2Â (1) 矧滅的、械がか、がっr~ 1:. ，持けながフi:Ol<_'材搬仇長て
向通が成るがす児と(向、なう安「よる/ミタ-:.:. E.示冴ょうて、品ヲ f7.。

_t，ええのことわゆ、同一{閏人のも愛(.....J主し 1ても微量元季、{まねずしも均一に分;ffL '( いるの
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ではなくて毛椀から危端部川l打線傾斜計づえれ':':CÝJ~ 2とが百円与がI~な j ，危
峯{~ょっ引証ぞの?をのく (001音ド司達するごとが禽考手れ了じよ判立一昨等報官し行/けの
械 は震1~比ば告と域対町駒場斜z‘如、広域情徴日すもめて‘dろる d もが
8れ壱。と震互援護5ぢう詳の桐鈎昔不需と可る術̂ ..(，よ」、え工足パT~.f斜'tEJ包探して詞宣 E すすめ
る必脅和ぐあると思わオしる。

(
F
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a
a
 

Cu Ca 

C2QO-
D 

2000 

応
』

E 

81α〉
E 
o 
u 
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ーーーーーー
Ao-J=三 Ao 

一一一一一
Bo B 

O 

Br 

A甲，7Yearsold 

B平4 " 
20-/-

A 0 

10 

80 

Mn A 0+一一一一一一一
ーー ーー -ーーーーー

Bo 
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2809 ヲ~，)Ì補集ぺ}パー 7ロマトプラブイー 1-::: よるた工の少器産

(会文芭狩)。河対立ー，竹下斧，暴走主乙ノ捺回瓦~.主意員娃手

i.塩壊煮p島4通寺のぺーバ-Jロマトfヲブイー 1-:::ヒゥて[古大去三重であるね吠t
経友内落来寸1-:'存紅す 3語文知雄投錐を，安北法 1<:.よウて捕、1:諜舗してぺーバークロマトグ

ラフィーで-1i':禅できるかどう育、調ぐ板。ぺーパ-7ロマト7"771ーで Iま，温厚，衆撃の

ミわめて γ恥、試料(fo:r-fー)(ま日ープに令書生できても，決量けがつ川淵キ

蕗決m皐壌授が~ψ ど表明謙作モ0) bのができ宇く伝 e0 このよ 7令欠夏、O)Kめ，ィーノマ

日 7ロマトプヲ 7ィー 1<1:ぜっ坊、く簡便ヒいう妄所主持ち孝 tt'~壮語障の対象が限定亨似て、、
るe 安樺，/与水ノ河川氷，秋料水，'3:.榊耕作どの環境試科は，ば現代ょう奏宇討がある

錐1境内主主聖をも勺氷海3誌を試キオヒして使用し宇げれば冷らぬととがか、.こ向J:)奇害託料

守内放針j主核雄主簡j員，込主主(-:.1i.推する ζ ヒモ 13)事ヒしてぐーIf-Iロ吃トグラブィーの

た吊花園ず捗フえで寺るかど川、調ぺ及。

2.実費全方法 (1 )敏夫悲 1<:. よる雄々の液穐内要予騨ゆ慌:薄氷 tr;~ 九%， d急事/
ら， hr，AZぷ rA弘抑制抑嚇をそれむれ似 1i-e.3tモ似て 7シ毛::0-i 7Jくでアけり

ふ生~ LPH メー?ーë.~ fltモ測史し，券東モ主主.I~Ip-離してよ者み来司弧射能E測定しノ対浬i誕

の波射能川軟レてわ巴キモ専念した o(2. )安北・ィーバー 7ロマト fラプィ一{::.日.-*

盟:海永付 ?t.1{::.波船主iU色ヒをの坦梓ゆ守れか:"(te.:1十吋担え1'>レ労 1)A生ヒレ氷醸イし号ド

殺の塊殺をイ下フた .3ヂ紙:3i( Ijo v，.しの一端モ分離型ずヲスブイ lレ?ー l改み水酸H/~!f==-教
の北設定予?主主捕集して}た，風事包犠，巧昆jι水害ヮ材、ス 1吹きつ 11てオ紙上司永被札会矢内淀屋更

を逸品数に支え託。こ司オ鍬， '1. ~ ~ (::.風説してぺー/，-7ロ芝トプ77イーで展A丹後ノラ

グif;;r--トグ7ブイーー 1::.よゥてゆ羽釦天先手らが(::.Rf主調ぺR 。

3.結果
( .1 .)氷被jι葬ュ故主賓PH ヒヲ~71Èキ ぅ与えくbO?tt.Lす{::.t予砕する μCo/包九， Efsrノ

匂 rグ7αrm色の氷酸4も芽ェ数1:::エる実北キヵヴシ乏ユ了永村口えて薄氷 (1)PH全世乙

る匂ぜ勾ようにすを比するか会 q恨め再確認した aそ勾結果ノ 'it玄r除 PH11)1.色いと之ろすは

お僻 1<J:竹依いが fH8.-v/oで .1零{ず持旬1-::'突犯した o 1{l.llu. P) P H Q) 1d.ぃドろの択、除好奇円低かっ k炉，包rと困じよ 71-::.PH8'''--/0勾範囲V停定量的に英戒するとヒ

ド認められ択。ぽ五 l在住、、 fH 策囲での茨北キ lil=位かっ附~， ) f Hモよげる代した骨P、フて

安北キF犬きく手 1) ， PH 90sでは lま三んど定量的に壊泥す 3とけが認めちれた . 10 LOは

佐ぃPHで1;;失北キ折骨、有j:~イ島神1 フ y;_.JI'" P H ~上げる lえした炉って英5æ.~~\.犬きく写り，
P H 7. s- での英司E~半 lél:約 7$ %で~7 及。号以 ， NI臼 J勺ν広 PH Ij.九 /0の策閣ではlまに

んぜ求耗しヤい Zうであっ択。し沢ザってこれらの殺稚が同時!こ裕社する場令め茨7tキlま

. PH r.s村主て最久とをることが冷がフ板。

(.2.)~長嶋相J 01雑婚乙Eチ催 予毎水soJt之材料主枝雄ヒその才且体/d./停をそJf..ぞd

Aへ抑えてノ 'F<-ItイAン1帆 rモヨ奈がして 7ンモニ7点くを仰えて PH，.ょとし，味方巴.'¥ー

ノマ-7 ロてト 77 ヴィー(-::.用、、もうt*で\i蒋~並し，埠jι水撃がスを吹料、げて執場した
のち;手 l幸い履酬で宅μぞれ長期して得られた1<.1値を芽L表{之料。米
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葬l多L 展閉:f'Jの租丸、

A 2N塩百対包和?tプサ)レア jしコール

B 3N 11 /J 

C 与N 勾 11 

D 魂塩酸 iノ 仇フ、、今 lレ11レコペレ+

E 11 1 グ 2 

F 11 1 。

発z素 Rナ塩

表閉帯! 60 (0 '6S'z.礼 ?S'!-r IIJ~Ce 行下e

ト . 0 ~ .75 。• 0 I • b十

B .23 . ~3 。. 14 . 7~ 

C .2t . ~7 。. I 'T . B' I 

D .24 .75 。.06 .62 

E • b6 . 81 . 0 ~ . 11 .71 

F .4-マ .~'T . I 8 . 2.6 . 83 

オく一般lt，%は意思，'-とはり，乞 lまやや和 Jdb，九，匂礼申 1頃1'-好

〆犬きくをるJ:7""な傾向炉みられた。

氷酸i乙葬=ニ鉄句安3把{'-用、、?とん併の量!な 3科苛ノよ悦伊ヒ増量して液雄的安?児キヒの

閣俸を調ぺ衣とこ王英汚包キ(;あまり支払し令かった a 下J十内村う 1'-Lo!t ~ ~td":t Jルカ

1地として永富支払ラシ;::;--q 沼殿を作 7 夫元e~主調ぺ下t ・ 7)<酸4ι葬ュ株 ι 同じ、経j更の安北
キモ認め吋、tJ L o... そのるの jO\~~喜色であるので塩払永奪ずスを噴霧して塩!(.ラン 7 ンヘ勾実
戒の蒋号~\~ ，氷西安札場3・欽(褐色)から塩A乙葬=敬(費老)内ヒぞ l写ど鮮明で寺別 Xi，-Tゃ
めっ干ヒ.

~2家内尺チ値 l宮 I 7k画案札場=欽の北東支モイーノ手ークロマト7ヲプイー 1::.用、、るラデ執のー靖を J

静l.s Cyl...~ 1r蓄量翌灼スフィlレト(-=.挟んでラデ遁ゑ闘して色料品れーめる。芳、誌に対外し衣証料

室の事委/・.$"(，札乙 iま r 主将司ぺー-;~- Jロてト f=;フイーヒ沈べιヒ比鞍に奪ら私、1;ピ犬君、、

.しかし字引，刊にヌ比例代よってめ似ス3おい付くまと宇け鼻、φ撤め可能み主炉、ある

と乙 Fヲジ対ートクヲヲ(-1すって雄められ食。したが7てう毎糾嬉量s-o?d緯1更Iュ令まμる放射ふ生綾

稚勾~蓄量5主ヒして，本法 l事利市の可使雄貴子ある ι う l之尽わ止える・
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2810 /
301の無担率合離

(筑或久・イι)蘭考記)0.1亘下マJレずリーダ，井村Jtど I)} 1巴田長生

旦血
トレーす-!-:してイ史的れている放射性ヨウ素は刷工(半裁期~.o'!-d.) J 同 1( 60.ぇsd.み

など耐よく知られていゐ。さらに短い半戒期の放射性ヨウ表ιしてr;;t1.231 ( 13.02ん)が被

れれるが， これは生威するにあfこフて，サイクロトロン五位害ιすゐo -tとでj育、手か中性

子で車馬に生識する短半減期の放射性ヨウ奈 130r (1之.3Gb)の無担体分離を試みた。

j脅、手炉の孟中性子左用いて満酸セシウム左p.，ij_射しJ 133CE(礼町)刷I 命誌、でもI3DIを無担

停で最重Lしたa

J認。を展予ずでRE射するl.， (m..Y) ~点、で大量のdb， O伽じがi司時に生点すゐ。 L T，こ

がフて巾Iをタ-1'，ソトのゼシウムまう占びβts，榊ちがら分程しなけれlぎはらない。その

支法七して， イオナイトーC，まには，陽イオン交換樹脂左聞いて，カラム宏てソヨOrの骨髄

lJ{rっTこ。

まに，進中性子による /a3Cs-( tn， oe. )反1記・の断面箱左ヰえめた。

皇盆主基
イオナイトー Cld:新日本金島製の 60.. .--.... /00 /Wleshの0の，陽イオン交換樹脂Id:ダイヤ

イオン βk#IのH略) 100"'-之00相 esnのるのを便'71ミ。

イオナイトー C，ま丘 l;;tダイヤイオン'sK#lをイ史う Ii:.bf.こフてJ 始めに硝酸3うよぴJk..

酸化ナトリウムで藩茨のpHを変えJ じ:;1" ~ 1ーのイ才ナイトー C，ダイ γイオン山-#1

lこ対する分配併哉左京わた。その長官呆J 舌フとるctlJ¥帳着され， 工、活過する範囲ポイオ

ナイトー ctダイヤイオン SK1t/1SpH lÆ o~ ヌ 0<、、らいであること官{仰が? r.ご。そこでIー

の落虫に Id:. ~留米を伎ヮた。
照射試料乞して梢酸ゼシウム (!)n仇まG)を厄英管に封入し，原正珂 JFZR-4芳'if'のTパイ

プ(均的 nelAtro九千'lu.X'= 1.2)(10 β n‘ cm-Z • f>ec-つで3時間，ず性手用、射を行フた。

照射後，試剃を水に葬併しJ 一軒はJぞのまま，Ge (Li) 半季俳枚tt事で 13?~， β陶〈去の刻

定をl(;こ。(凡・2・1) 
1301の冷献は，カラム(内各ー ]ω)1:匂の前処理したイ;tナイトー C，ダイヤイオ

ンSY<.持 Itをてんし， 1 "，.，fの搬悌来左主主し，之O~ の蒸留水を約/イ/10制九の走
丞で流して ;:JO工E落土した。搭企或Jd，ue( Lλ) 手毒舛枝:土器で測史左し fご。(瓦ì~ ・ 2 ) 

盆墨
fiiま.2のr線スヘ・クト Jレで見②ように，情単f，Jカテム五五で純粋日1301左得ゐと乞ができ

Iこ。 00工 IjIO~ の蒸省点で犬部分秀忠し， この場合，イコfナイトー Cまたは揚イ方ン交

撤矧If~'ちらも l両 U ようにイ支え仇~'，タヲ憂の乞ラウム左照射すみ場令，イコすナイトー C 料、

陽イオン主措樹齢リ放射線に対する耐性が謁ぃ理由で，イオナイト-cの-;0がすぐれて

いゐ。

ピ3tVムS吋を照射して脅られる刷工J MCs，刈ちの諒射能量左表ー11;:'示しf之・
この表旬、ら昆-?ように， J32Q CAレ，0{)/:JDr 反応・によフて生威される;30工は， dωGノ f3t~
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に対して， それぞれ /0-7，fO-S経定である。

JRR-4で照射する場命， β3乙s(Ii'l， d) &~，に対守る断l面積は表ー之に fT，す通 1) である。

長ー 1
1301， 1.酬ふ乞mCrの生議ざれた量

β~G 
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/、 8sx 108 

13向。
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2811 B0..50.へのア?チ/イドの特戒

(原研) 0木材費者小林義感、

はじめに

放射性廃棄物の通明志処理 • ~I;トを仔なうためには.弓収に~容れる放射他核種と奇的
事告度を日目与 ψl乙す否炎零がある.臥放射体1=関(..7.は.環境ペ句者ち智をj雪え. と<('ュ信頼

庖η 毒L、分解史賓の剰定方援を確主しなければまよ手い.

一抱{こ 故身寸位ゑ毒物中内氏放射能町 ;~'I定以.米酸イヒ物ハめ干さ苅 ， Á オ γ 交晴樹脂，ヨ官、
媒抽出，電着など円ち宏を用いて行若われている.しかし 実瞭の鹿棄物中の以杉射能司

劇定{二示、い之は 1)簡単丘ち三五イ為ること‘ 2))'7チ/イ戸の向辱7ft'1定例可能弔こと 3) 

信頼他方ず患いニと.4-)須'1定三去での患奪物が少ないニと白1;)必零 l三点じ<..目各核穫のの髄定

菅乏可能なニと.号ど同点主君虚し怠けμtずな 5Td:いておろう.

5宵渚 5は. Bo.SO'f Iニf-(.，ーサ{萱の(A放射4捧が定量的 Iニポ苅するという Sill与の方支去を

伺い 1、廃棄物中の以放射能句史萱 l-=:.応、府し よリ鯖綾 t倍弱佐 η嵩い剰定三去の閉泌を進

め1い否.今回は‘とぐに廃棄物中に菅601ュ号く舎まれる可能』性ηあ弓 U，Thなど η特却

挙重ゆなどについて調ぺ‘さ~ ('2.信用来年イオン安壊樹脂(廉樹脂)中の以放射能の場'1定につ

い1議討し?三。

安駿
1) U、ihのBo.SO，+-ハの教戒，持戒暑と放射能との定晋関係を掴 1'(る露めに、額』桝三皆殺iま

7k3t"Jに八ん50与Z手と K..SOI'3 3-を諒解し 護HCi2，).判.e~加え.ニ収 l::. U窓議 (I川村CQ，

0、u酬v.:;_q)含たは Th悲靖(/ハ1HNOJ ， 。、 83 酬ゐふf) を ~o~告か;~制~'*むように加え τ調製

す否。 Uの場φI二つい之は.桜5高η 17"/.百cιぅ窓5誌を蓬元書'1として加える .~;i設が薄暗して
いる桜能で噌祥し涯が 5 、。、'f.>x，の Bo. (2~ぅ窓茨之...._a "E加えf3a.SO'fの苅肩去をイ宇る.キ却した優

、戒厳を 0‘'f-t刊の〆ンプランフィ/レター (Lf7.制伺φ) で城宏 5戸遁し.車~:l長年昏D<.放射能主窓t:t
之花ガスフローカウシヲずオi定す号.

之〉α線スペ・フム iレ妥'1定;;}t席中 lユ存珪する接緩と護J告を求め否区めた， 1)におい之加え

るα何 yoBo.(P1 法裁を0.3相P_1ユレ之同様の噂砕を行ない‘ ß~50q. の 3'1!1I!i. をイ年ツ.直噂or.線

スヘ・ 71-Iι規'}~を封斜とし73..規'}定 i二はシリコン会W~毒壁型!殺虫器 ( 400制-..:)主用いち.さ

らに U、Th{::つい之.詞桝5.w識の議d生芝変えそ司教31e挙動[::.フい之掃討し7三。

3)庭樹脂中内氏放射能 η 殺l定，(J)属蔚脂の酸分解:者手の廉樹脂 iニ護 H:I. SO併 (~μ~)を
加えが帯、分解(勺60.'ζ .I0~之0川1 ，黒色落或)したのち ~ィヒ剰とレて 3>χ比02.(~μ~)を

恋識が垂BJi(二恋るまで少萱ずつ (......1刷以川加える.守司犠認識をチ^-t IMRまで場結す~.
③ Bo.$九八司持戒:(j)の家主連3刷tを水でIfo刷1..tニι， #0.2.乙今パ 7~ と K2. 乙03 2‘ 7} を加え τ;1ロ

し‘護卜Ic.e3刷.Q"E.加えヨ.以下 1) と同様の操作を行ない 80. $0併のう~Æ!f. を砕ク， cx ì~~才能E
;R'/史する.

結宴忍 v~f
図 I(まU尽1i"甘1的Bo.SO干への柊戒の結果を示すQU.Tldキ{ユ豹/.r，制9までは計券信とめ

問{ニ直線国ィ季世Y保たれ?よ戸以上の持活幸左示し~. u意識の萱主ー定lエレ、加える O.'frχ
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Bo.ct~容識を安イヒさ怯て0<.計義 l二示、けるBo:

$0.年の自己吸収による損*E;制定した結果

与を験 1)の牟砕でf〆fi庄イ高ヲ完.ま定ニ

のとをめ !J:_~' する Bo.S Olf ~1èN~ t念。、18刷多ιr
てある.害、験之〉の条砕でほ α rS酬Ve~ず.
白己 9創立lま1%緯度で事っ定。

UI二つ 1吋‘君主主南町議他を妻、イとさゼ定材

料の場悼の釘果‘丈ぎて~1 ，(t Jま認めちれな

か司主が 与を.験l)勾主三t.-Q¥"' -# ;.ltにt1..最過で
あるニヒがわが、定。まI=.C凡貌又〆¥.'}ム Iレ

1:: よリ U 同企計輩、宇と占める核維の宇I~、は
~fll が.2.l~U イチ寄 Y は榊U ずあっf=..

函::2. 1二廿、試料の0(ヌ~ 7 ~ Iし左手すJ3・11-.
伺ピー?を令め企て内議費生五Nl舎のピーフ

が認められ7三。まI=-;，志議内ポ能1:肇え草場

企の各接語 η手宅捜=It‘能を株主i1，... 7三軒罪teJ:.

持活字古Iすのまイじて接種ηヰキ荒〈勾選択位

協t>手リ認め 5れT;i."O'.， i=. 0 乙少し.与を厳

J)の操イキで‘ K.SO'fを加えJず/ぬ50与を(S~
00えp_場φi二l-;f.函3jニ~すように1hがほ

とんど.表現せず叫Ro.以下町議安住成物がポ

5fする町許認め 5れた。この現象は、ば?の

本語が11-.向者三記Iニ丈き7ま彩撃をまよぽし‘

$ì {l が述、べているように Tもが K~(/) 祷塩.

凡Th(SO¥，)3を形扮レe..Bo. $0年 I~持戒するた

めと考え 5れ否.

事輸のの③{ま害、離 1)の表枠l二.Aaわせてe&

る。ま巴ここで宿雨 ιたイオ〉交手産相Aiは

/軍荷の JRR-2 ， JRR'4η 埼玉P~l'Ø わ

れ巴乏の -Ci!みる。廉樹脂中のcx.放射能の;11'1

定的向阜計者五知幸之主〆で之cr作妥結庄で

志リ .4i!をする接種 lニフいては1fJ..ki.~封守

である.

I02. 色。 ι。 ω 7.0 ι。f陥 VJ

固3 刊誌.斜の Cλ綾スバフ卜 fl，.@
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2812 無担体96Tc04のテトラフェニルアルゾニウム温I;::Jる葉樹白出

(葉北大理殺理研)0大森義 2 高橋敏則J 吉原噴二，八木益男

↑.緒喜

子トラフェニJlアルゾニウムイオシ f仇Asi")が遇塩素酸童ピして涜巌する探1¥:，無担体

9'bTC04了も央;;tする規象が見出さ山たJ)し均¥し Tc041す塩酸ま7i:)す石角酸岩燕から OLf.AsTc04 

のめて'7 口ロホルム);::泊出芝山る。 Tcη分自ètt， l可，温酸系 lて 1)1)るオが石角酸系 I "C恥t~ ょ
っ i名\，1(直が得うù'tているがJζ 比'\)可仇AsN03 が 7 口口ホルム lミ油出羽l易し17~ め l こ，
Tc04の泊出が抑制さオ1~ もめて芳えら似ている?)
本研究でほ. φ~As α および φ'4AsN03 の抽出機構を日月ら jj'IZ し，こ出ら内、結果を基!ミ

モlれぞ似の系!とあ、1)る9bTc04"の分明E平衡を殺討する。

2 実験

?ι花lす，安2じ犬守 AVFサイ 7ロトロシモ用しlて'13Nb(札門 )96 Tc 反応、I~ ょリ製itした。
無担体料TC041可， ターケ三ゾ卜の二オフ箔を7新角酸，フ、、パりく素酸lミ;容符， ニオ 7'-Eオく酸

イt!l'切之して5t厳マせた伎，陵イオ../交捜去によ 1)精製調製したle)

i )φ!4AsX (X==c.Qまたは NOョ)のふ配 片足業度の仇AsXークロロホ)!-ム未知，檀

謹の葉度の Nαoまたは硝酸落涜と 2S0Cて1B寺由実栓付三角フヲスコ中ピマグネティヮク

スヲーラ J~ J: 'J :r賞詳した。オく相または有機相 mφ4AsX 濃度を， uγ 凶収ス/で 7トJLJ') 

7ドめ，ゐ岳nじをまJ(した。 φ'4AsU， UVmt'W (H20) 2b4 (l.ò~ f" 3，5'1)， 2ワ1( 3.43 ); 

CCHCI3) 2b5 ( 3.5ワ)， 2ワ2nm ( 3.4'1 ) .φ'4AsN03' UVmo..x (H20) 264 (10ヲε)3.53)， 

2ワ1(3.42); CCHCI3) 265(3.60)，2ワ2nm(3.52).

i'1) QoTC04のゆ況一一子め9bTC04引自主した φ'4Asxーフ口口ホJlムヨ益決と温酸また

l羽織活液を:250 Cて1D尋問勝手した。間ヰ自の放射能'i3:::-'-シ '}'Jしチャ Lネjレr綿スヘ。クト
ロメーヲ)~よ')混l皮し "ι7乙め今西nヒ( DT )をポめた。

3. 結果;t;よ乙ピ君烹 2.5 

i) O4-ASX のゆ昌乙平/街

φ4As N03の冷叩[1;ヒ (DN)を水平日lミお

け3石向車震度の関数として求、め穴、結果を

図I I~ 示す。 φ'4AsN03のゆ'fflI[_平f前日

DN = --(φ4As N03 )0 
N= 

〔φ'4Asi")，肘〔φ斗AsNOョ〕α

のよう J~ 奈川さ削る。(1)王\'rc:関係する

話量l可
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〔科釧As包ωか 〔仲ゆ科判帥!4A仰As剥NO陥剛O臼ωヨ討山)0加O肘t(<帥φ4州 O臼3山]払白十ば〔φ向!4As必叫2
(;ユ2J

[N03-)t= (ゆ'4AsNU3Jo十[ゆ4AsN03]ai" CN03J白
図 I.石角酸三容決かう φ'4AsN03の抽出

κa，N == (φ'4As'" J ct (N 03-}a/ (iφ'4AsN03Ja (4) 

Do，N = (φ4AsN03)O/ Cφ4AsN03 Ja (5) 

のJうlミ表わさ山る。イEしko.，N I立科AsN03 のオく相lてJ=，'ljる侍融史家， DO，NI可φlfAsNOa

-0，5 。

一146-



の畑c)t数てなあふ添J芋αおよび 01す，ぞ削T
vl'1オく相および有機相を衰のす。本実男舎におしlて

はJ いず山内系において毛イオシ珪度を一定lミ

保つこてが困難てあ:3. t追って活動産主京め?) u 

イオシ謹度。 1てあ'13J<α，Nあ・ょがDo，Ntポめ3 :0.5 

こ之をま式みF.
φ~AsU の相，[1;ヒ(Dc)を，フ!く椙lミ;ti7~温化

物イオシ濃度五変えて「長めた、話果を図21"¥不す。

φ~As 仁f の命酒己平衡I"C肉しても， (1)ι(5)武内

関係が導かす1るが，すら lてゆ'4-AsU がクロロホ

)~ム中てE二量体ぁ、よひ苦四量体を有吉瓜す 37;'め IC
複雑にぜるf)実駿合伴下でl可，四畳体の生JIX

I~無視でき 3 力、ら， Foκ等4)σ7二量体の生成定数を用

いて φ4AsUの介配定数(Oo，c)およびさ侍離定数(K，白ぷ)

否定め7，。
菜 1 φ'4AsXのみ配定数と侍離史教 (2S0C)

1.0 

01。

。

。。
M
m川-nu 

nu -
nu --・1

]
 

ー
《

S
Mea 

n
ハn

“白
A
W
，
 

[
 

1og([NaC1];lM) 

図2. No.CI %-5旬、う φ~AsO 17)1由出

Do，x lくa.正

0.45 

0.093 

。'4AsN03 

φ4As仁1

ワ55

3.3 

i1) 9bTc04-の島温も平f賢

守ι花 04'のみ配平衡に第者を)3.1ぎす因与のうぢ， ;1笠
3半時間および米憲イオ二震度について殺討した。 守~と
の分配仁ヒ(DT)J-;;l.;覚#肝聞を S"-'1000介 lて的たって変

イEτせても一定て'ah1). まF.pH 0ケ，，-， 14の賞囲で一

定値が得らオ1た。

泊酸ヨ53長系でlす， DTJす〔φ'4-ASN03JO，LJミtt.19'Jし[図3)

(N03-)a，L 1亡反比例す;$. こ、 τLJ可初顔;菓度を意味

す:3. l(追って

φ14-AsN03 +帖TcO正与中!4As9
ι
TC04+ N03 

の交換平衡が成立す3。

塩酸落液系でl可， 10守 DT を -Jo~ rC(Jo.，L 11:対してよ

プロソトす 3ピ，図41¥市さ t.Ytている Jうlて，勾配1

m直隷lす得うれザいが， DT I可石角酸洛j夜J~-r比致して

串u.このZ::L I可Tc04'の分骨己平ノ衡が， φI.4-As+ ，¥立て↑し

て消自主イオムま T芝 J~l甚i 巴拘イオふと η競苧反氏、によっ

て支配さはlているものとして宜伴さ I.Hる。

1.A.森.) ¥木 ."A"24回湖守イl宝討論会 (1Q'(O). 2. R.N.5.円ghιJa_/.，
Ro..d iochim. Ac1a，詮 ，tqワ(Iq明). 3ーヱ Kie/)and)J.Am.Chem. 

Soc.， S9， /ιつS(/937). 4. J. S. Fok etal.J Anol. Chim. Acto.， 主主~ 243(/守的).
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2813 脱酸;本女中のE トロシ!レ|レテニウ~

(原1iJf) 倖藤忠

l結論
JI.-デニウムlミ放，1ir梨!τよリ久量lこ生jえする7t素の r つであY その会核介梨収

率Jj_10メh人工作基する そめ中 /"bRはは半~'期約 1 ~年ど長、 1 売め 使用斉放燃淵匂取扱

いにお¥，¥τ常Iて問題にな b技会皇である 又 7.1レトエヲム燃料姉、実用イむされた場合 Z3?PIL

l之対1る/06Rはの定良介梨』叉王手 i主幻E すのそれより 10倍J.-~_t_も大雪山?ミめ jレずエ今ムをめ

ぐ、石問題IJ一層困難寸前増可 ι;事えラれていゐ

使用宥核防斜め PiLreχ 三去 1::よる再必謹|ておいて ノレデニウム l主被弾な巻動を示

レ りヲンノ 7.)レトニ歩ム中 l亡急車入し‘その放射線維を増加才it，文色レぺ Jレ放射11土桑
元t4' 11)放射能の主零点分¥となっている イ吏用オ核燃持を硝般に落解する暗 ニトロシlレlレ

テユウムが生~し ?のト 11ユトヲ卜塩水‘Ts P粗 1-:拍弘すれみこどがフレり今ャ一等 lて

よリ最初に指摘マれた. マ点以降浦酸諸星放中の jレチニニウ Lへ汐挙資力丞明州、|てすみために

争教の冴奥前フ~/判ー与の才弐/":: J j ゃ~ l T::エト口三 jレルテニ予久化合物を用 ¥1て奇

ζIわれ その結果l.;r [ RuNO (N0
3
) x (NO心 (OH)Z(H

2
0)S十 y-z ]3十 y-z

?呆ゎマれる ニトロ三シ jレFレテ=今ムミ錯体の相互真tft>I-:.! j!説明才れ Zいゐ l;;r-LIす1代、

ら 実際の使用3青核燃料の尉酸;$辞表中のノしテユウムイむ学経1=つ¥¥ては ほどんと河札才

れていない

ごれまで I~ ~J材埼すO.d掛物尉酸落解家中の jレデエウ A弟若年維を 陽イ~ン
交換劇脂ー脱酸ゑの高蓋来体クロてトグラヌfて弁離するごど lて..ry j守 30~皇φ ノLチニウ《
案審緯カ/();む較的宇史 I~存在するごどを日月 G ず l亡し k.$:j寺桂の存在率の時間依菩，1生と陽イ

才シ友挨若動点、少推定 l 代電jj~ 1::づ¥¥セ報告した く同左下回ノやイロザ会嘉争年金〉分敵K
iたA譲、専緯1::つ uて 1 N，G~ 酸- 100 メ TBPjゑての拍 th.タ@ßi草を~~えし 一l缶のイオ

シ l進およ説、ナ!価グイオム j越のみが寸 B-P )::対 Lて高山分面白ゑ教志木可こ色を局、¥y，:' 

l t，.又三塩イむJレテニウムク淵酸恭設中り弟寄進とのtとJ軟かβ Ru?寸~ RLL(トJOか:十イ
ォュ~ ~周史し教若してい h (新24因説(tィh学討論会〉

今回 は フ V~ 今守一等少才去l之..t) 3-埠ゴじ jレアユヲムが~ ~典型的ユトロ三L

Jしノレヲニラ Aイひ合胡 ι考ι4れ(.¥1ゐ ニL ト口3-)レノレテニヲム太酸イロ物(1¥11.トJOCOti)3) 

およ K ラトラエトロエトロクjレ lレテネート (~I tl.1- (Ru1IDCND乙)4OHJ)を経て ト11ニト

ラトニトロ3;-)レjレデニラ久保止N0 C N03)3) を企~ L 1もその成政嘉義中の jレテニラムヨ容

存稗ぞ前謹家持つロてトグヲフシ l:o..r.9舟背まアレザナャ一等9結果 k比較するごとによ Y
伎用主奇劇感特の硝酸落語械中の jしテユヴ1.>..73-特組の問えを械みた

又 Ntl.ぇ LR.u.NO (N02.)I/-OHJ の淵政事表中の培存雄の変イむiを遁胞とレ ニトロ;;，-)レJレラこ

ちムの4pた悼の検討を符むフ T-.:.・
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2奥験
フレツナ←さ予の支或 lて多色仇 以下 r::示す λ;t¥j¥-:::.よ_;) j03 R比およ t( 10/:' R仏で

壊識 l尺 R比NOCNOJ)3 Uトh.Lた

2RuC1_ + 6HC1 + 6NaNO_--一一争 2RuNOC1_ + 6NaC1 + 3NO_1 + NO 1+ 3H_O 3 . ----- . ---2・ E

RUNOC1
3 
+ 3NaOHー→ RuNO(OH)3↓+ 3NaC1 

JRR同 2 _ 103_ .._ ，_..， _ 8N HNO_ Vacuum 103 
RuNO(OH) 3-→工rradiation一歩 RUNO(OH)j一一→ BoU-3ー→ Dryup → RuNO (N03) 3 

106_ ..__. .~.. _._ .•• _ .. .106 
RuNOCL + 5NaNO_ + H_O-一一→ Na~ [-VVRuNO (NO~LOH] + 3NaC1 + HNO 2 . "2- - "-2' __'W "'-2' 4 

106__..._ h._ ， _... 4N HNO_ Vacuurn 106 
Na~[-VVRuNO(NO~) ，OH] ----? ~:::_~'~'V3一一一+ 一一一歩 RUNO(NO~) 2'4 一一一→ Boi1 ----. Dry up ~ .，_..~ '''~3 3 

裏金中て蕊告章生固 l尺 Ru.NOCNOa)a ~ I N);~曲線筑札て 揚イオシ交換尉脂一 IN;;月

酸ゑの官記述戒体クロてトグラコ'1 1-:: J J 恋歌中のルデユヲム謁持組の持祈を脅なフ斥

吉弘主主都ク日てトグラフず の装置お M 操作戎 Io: 前回忌長 lたもの k周じて身ゐ

3結果

ニつの経匙を経之主tAえl穴 R仇NO(N03)3のI~I点目殿惑表中の jレデエウA.~忠嘉種
lJ' ~K 問主すれていみ Ru."i?てI¥u.(N 03)ュ十又 RIA. NOðt と推史され r-~ま舟桂およ仇・
薮雄の?会イ才シ，中世落痔稗てあ3 その案者越の存在2手分布図 照射オ万O;dポ斜め尉E段
落解寝中の Jレヲニウムヲ吾存穫の毒患牢身亦と大をく突なリ むしJう 三塩イbJレデユヲ A り

淵政審議中のルテーヲ U怠脅稗め持率"*介1N1~J1í: v、弁.~を示 L た
又 !沿い (RLlNO CN OZ)仏aHJの水悲境中で‘は jレテユウムぽ」侮のイヰんとして痔在して

いる州 IN劫酸落弔tfで、 l手中位落持稗姉、丈都介丞占めるほかに 除イ寸シ 4-J J i( 

R仏(NOuzナイ;d"シの痔まか鵠め3爪た 吏1-:.1トJ浦酸素設中で加害事する '.!RばNOo)込十
イオシの毒死と牟姉増加すゐ k兵1::: Ru..3十イオシの持在昔、明らか 1，lii:> f-;: 

メホ」このこ t:1;、_!7 ェト 0 3--)レ lレアユウ内タ臥- NO結怠ぽ喝在ラザ士一4れて

けや程調圃なa結企でなく 成政kの瓦II'V等 I".r.9 Rι-NO 未菅島依切れ~ん'3t おヰ釘
そのよ‘兵トラト益責保 (R此(仰の~+)ヘ台突6bするものと岩えられる ごの車、 フレヲ押一

等め結果と丈ぎ《更な州、息苦尉オlJOん鰍村局酸3開設中の複雑なlレテこう久弟暮

鐘約3P稜c1)~容を考えや在 使用オヰ表J.'f!._射の胤酸落解末中 l之 lミ エトロ主ル lレテニラ久

の錯体以外1-= I<.u. 3十 .!::R.IA. 4十河内'痔庄する三と およ介 ごのニフのイオ Lがそれで 1/¥.

多まえのユトヲトノユト R 〆にドロキ三L金昔外を作リユトロラルルデニ勺 Aク儲体k三怠5在中で

夫毒する乞馬Fわれh.
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2814 TTAとTOPOまた f事フ工ナントロリニノによる

Np(V) ol蜘動凶

(わじ丈工) 時上泰・ 0折山イl号

Nt(V) (6;局椴;怒峰(::.CJ フ Z 抽出ずれにくい元素ず，雄来J 錯也氏号事 E 珂腐す~ l7J 1ご適切

なニ箱分配奈がはがヲた。牧、~ ld図説アシ毛エウ μ とア TA'&:共用 LZ Iゆ(りの Jぃ少直E

H号5芳認を閥殺し， これ乏局、1 t ̂ や(りとい〈つがゆじドロキ乙ガ 11..不"ン践とのかtJit度

完枇を去三めた l，2lLか(._;なが 6この抽出来は四綾アシ毛エクムを用 II3為， よれと祖互作

銅す~ Jうお陰イ才ンにすてrL. 1. 1事l車両ずま沿いと υぅ究与がある。そよずよれにかわるべ

き系と l"l J 同議r:TTA1i:i局、。るが¥協同油呆 E与え五試筆 lこ中l性塩基主犯周す 3系E

~ t J 極接とL.z:丁oP 0 1λIct 1 J 10・プ工ナレ卜ログ)"6:用 11 L検討E行ヲた@

t喫験) !Vp(V) (;r句拠点、 Gミ 11-l' :;.， 7'・吉)L 1:祥た 23'iNp 1! $"イ函に整え Zω周いた@抽出

l;!:ふたイサ試股暗中ず体霜比!1:1 t L Z 15"" Jj}夜重い 分配比i正各相l7J'!旋射能 Jリ't出

ι7三.*姐の PH 11酢臣賞一酢酸7 トリクム (CAc=-/O-2) Iζ よソ調節 L夫 e

(街果) TTA のみによ~ Np(V) 0)タ配は ZoLotov~よりによ ， z報皆ざ仇てあリ J イツプ

タノール〉乙クロヘキ 1)シ〉酢酸工チ I¥...ι メ4-1レZ チ JI，...ケトシ〉酢暁アミ iレ芋 Iこよ:> l 

pH内 6Jソ高、 ，P H z・目抽出され 3ょとがわ :11'.， c:ぃ:5.* '， 2国をみ 5とJ ph閉または

，OPOのうぞお下ずもJ巾(り ItP 1-1 4-付近よソ抽出 z"ぎ，TTAのみず IJ有妨危サ配ω婦
られ恥‘?静喋τ、、苦抽出が‘可能 .. ('ある. 川、 Lなが‘C;0，駒革a抽出さ水屈さに吋す 3属望書 t革，

TTA明みによ 3場合ヒ周雄 lこ蹄3告で，骨蹴l::接楳について d l' 伝子配〆祥 ~;k..L. いふす
なわち， Np(V) 叫訪必ず th..易す /it， phe向井!i下 z" ，'-AmOH (イy アミル71レコー/1，... ) > M / 

B /( > l-AtnOAc (酢酸イソアミ Jl-)'" CHz ('[2 Z ('d/，CL > C6此と lJ.フ za・ソ， TO P 0 

1¥';J}下ず i-AmOAc> fvIl 8 K ...._ (i-AmOH) .e C"-I， > C61-J，;CL > Cl-l2ClZ tな， z:い 5・phenc

TO P 0 l7J勧栗〆穿曜によヲて要，てお')， -fJ'i 1ごphen0) 7i〆よリ丈ずい妨某 E与 iZ l' 

否こど 11場時:躍ぃ。 よれ Id:落球中での pheh十 T 0 P 0 の EZ音像、牲のちがい lこ閥~(._ 1:1I~ 
と;J"io?仇る.試菱震度に討する級将が告雄史でホる抽出s藷 1<1:， 丁TA-phen京ず t(}:，iールtJI，

tvt I 8 K I i.-A同Oハc(こす才 L z: Np02 Y. phen z" Ji; ~と君i. " J/t "3 jj"， C H2 CR.z. z:" l;j f I二phenfJ''' 2イ局付

加 ι た告の昔 Jjflfl ι ているヒ息わ 'J/<.~. -7iTTA-TOPOff， どJ;ji-A帥oAιI fvI/ B k I C.H， 
1こ-r[lτ NpOzT・TOPO 反ぴ‘/ゆ0ε下2TOPOが抽出才 I/L てけ否〆) i-AmOAc I c，l-I， Iこつ" e: It 

よれ'"ご更に HT 11";'寸1JflLてい 5 よと昔)Jx.;r/t-lJ. ifJミi.-AmOHについては TOPO局勤

星日弥九ど‘ 1主く NpOzTi!i'ょが tVp02下HTJ/‘抽出苫仇 τぃ3。以上向よ虫 Jこ， 'li...1こ註 f/jι花田

純T :;..毛=クム Jこ比べ‘ Zph仰乏が・ TOP 0のT TAf::.討す 3 協同効果 I d: いくら .0'% ヲ~ Ji' 

リ， モ出勧果〆f豊町長1::Jリ蒼 L く裏ヲ-z:¥1 ~と 11 ぅ遣い 11 あるが..安視庄が袋持 E 適当/ご
ltべ，t'揺属 1""-Np(V) の J いうす配1!~写 5 乙じが‘ Z ぎる。 まえ lJll.f.tl7 :;..るニウム系 I乙あ，た，

TI Aヤアエ才ンとの相互枠周を遭 11，3ことが τ。ぎる利義 E幸つのど，錯官三点、品珂呪 nど

に到するュ相砂配~と L '-Iま，ょっ操れ Z いると Jii"; れ~.

いのうi，; やすし・とちゃま ‘;1)'さも

nu 
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h
U
 

1
E
ム



事0

-7 
-4 ・3 ・2

iOl! C ph叫

お国 phen 差Jt'的事~1~

t
u
 

zFrhvQ 
-7 

-4 -3 ・2 -1 
P051 CTOPO 

~5 図 TOPO(J_:船主ム書道智

-3 

2lr:5 〆/'

.5 6 pH 

す1図少fVJmh，MS審 問止とfid;;:27
Cπ直=Cphe均==0.0

-f.‘ 

E
U
 

ヱ乱
g
Q
V司

-6 

ー7
・4 -3 ・2

Aog CTTA 
ぅ1'4国TTA;華j主的事4智

-4 -3 -2 -1 
i.tJ9CTTA 

"1 6 回廿A";喉毘O)J.~智

噌

E
A

p
h
u
 

6 

(1砿)

(1)陥oue，O.Toch!J1肌

r.Oao..) J・inorr・nucl.Chem.
iL 1375 (/979) 

(り;(24回放射Aι伊討

論右講了理署首集

pJIf.6-/fl.f 

s) C.W.Sill) Ana(. Chem. 

~， 802 (1'166) 

(4.) y， lnOlle， 0おd炉問内

ぷinory.hlKI. ChelP・

~)1443 α'('17) 

(互)Yu.A.zolotov)T.P.Al.i・剛YtnJ

J，ino智.nucl.chem. 

空J6'(/ ( 1'163) 



2815 
倣温柔錯イオンの~rイ才ンナ生パR樹陥への吸着のキ奇襲ナ生

(-1x彦tif) 0 ~設利♂夫 今れ青チ 何者げまチ イヂi又正実

佐主
遷移金品元案の多く 11溢磁器らた守て"p会イ河、:/'Y初場柔鏡イ才ン乞して存立する。予襲攻勺

放射能活者E主君えるよて喧~ャ核稚q 中で l手 t1re， 60(0， d?'j.仇 /06払等が、指塩通急落議中

古I~ 陰イズン交換樹ß~/: それ仰和主的市ロ勝五河こすことが知られてお 1. it高ι令析の

争段 tして利用されていゐ。

?音角ら l手 形状， ~且威 11-イ万 γ女挟樹目白ヒ同じであるが.いわゆ七イ方ン交換能 I;f:保有
し砕い ~f 1 方、/↑生め E久4問状構造(門R)~封協の掠射Ar，学への創用について枚討ち行フてき
たが 1)2)キ実験で・l手 これらの殺稚の温柔鋸イ方ンOj'iJJ)..追考動E調べた結果ユ、 ;;"'0

知見~q_;たので毅三告する。

よ昆/ごy仰11"? 1-::. q T.f hら慨は線ちれ糊料おた川樹陥
0， f d と捗 '1 手1t'~ 0 一定時間経過j委 71<法5制自の放射能~~a'l fLし 吸着の雑煮左しらぺ士。
必要I-=-氏、じて樹Rb不gOJ放射能:i:7'制定した。
用¥，¥r~~f イ才ン性門R樹R'b 11 A仇 品 仇ι'たXAD-2およ(;1"xA-P-7で¥比較のために附

型0)p:易イ才ン交換樹脂A句J仇p;_た 200C( H形)‘?会イ才ン交換樹脂A叫 evfdelR.A-r04 
fα形)弔問似た。 また.陰イ方、ペ史民史用7有機材繁テトラアェユ)レアjレyエヴムケロライド

(TPA t) を付井口~t-:. x.A-P-2へのT/).角も調べf。

稿、彬続ヒして l功徳燃の埠商品.面ι'1チヴム，_!品ィιナトリケム洛没3与を.元支射「生核
移/l-r1 Fe / !，() Co， 6S-Z免 8t"sぃ !()6R..比 /1'1C.s， I仰 Cε 古用レた。

結果布よ μ' 芳 祭

塩酸あた中のf'/Fe.， 60 Co， 6!iZ少し φXA7)-2 ヘ φ 吸着 E 図-1 に ~dうす。
LOCo，M為抽Y・町長角き ;k1.F1..¥句!三対し‘斤Fe/J:i益拡腕句F骨太1:.i.あ 1::v，脱キl手婚夫ず

る.同格の傾向11¥品化リチウム?鉱設中 t' ~ 0吸着でもみうれたド、 よ7FeのXATJ-2.への

"'D.免キl手風自主I二くらべて犬き<8門で・約80%./0パ以よで'/;;}/ド定量的t:::.11.及売する。

図-21手晶画犠洛没中の丹FeQ) XAD叉への吸着 1:ついて暢イ才ン支挨樹脂 200Cゐ、手かP会イ
1γ女換謝n~ 1官A-qo午への P及角ヒ比較Lたものである。

.t9Pe (手強埠臨港決中でIRA-904/':.す寸し大矛 7よ分自乙イゑ数 E.}I，す。 -)j. ZOO C Iこ対し

マヰ州以ょがら埠酸燃のF増大ヒヒも l三介i!ru.織が増大する。

60 (()， b~ 411- の場合 1::1 ;j: 3~~晶画官お紳ずら/J: 1 RA -104-1:'対し久青年分自Uf~イ直が得ら
れるが200CIτ対して l手両核稚ヒも斤Feで言おうられた分配保護誌の増大 IJ-Jrられ7手い。

まt-:.. 円 Pe，bOCo，日以， 3S.sr. /06 Ru， /ヲクc's，/'l-t/.Cε~!. 会 t-{O パ塩化リ手ヴム洛没中から

XAP-2への喉角をしらへ"たのが図-3である.t>設7も実験後叫封sU目およV水洛来点目のずンマ

線又勺クト lレがら !i1pとのみがXAD-2Iさ Tf).渇されて ψ 今:.tがあきらがで'J3る。

tjお.TPA C!付加 LたXAT-]を閉レ'f-=-場合 1:'/手XオD-2のみ今崎にく片ぺ. げたの分

配係数l宇一肢と犬きく t.jること肯'i}LLI:tされた。

ワ臼PLD 



nFE，doG，dSZ九35肯ずいずれも強塩酸3善命中て‘陰イ才 γとして存在していゐ 1::'培かがわ

らずいげ下εのみが陽イ才ン女挨樹脂1::'れ及着される現象lι k.A. /0.ωsoはDow.昭如吉

岡い 11..実駿で明り¥Iてしている民志安房舎で・1昇られた 5""1fe0 XA-7J-:2〆 XAJ)-7へ011及1o1手

ごめ予見易と類似してい令。

手[-'!..， A. wt仇 sna以Mみ夕刊 It5紘院初。中の Au(1Il)， r主ゆが工チレシ7"1コーlレジ7"1-ル工テ
ル主村仰しr-工 XAP- ぇ，'~ DlXjも3れ会現象E報苦している州¥ 三れ手で、 三今後勾樟tn旨1:依

量のを属イズンマ放射性殺稗1iP，及看守ぜる iτl手、ふつ i有才教試薬との及メ之、菩利用可主75去
がヒられτdt-:.り

不要望官で持 4 れた\~~皐 l手 有機説委が:長持しTよ〈と北げFe11" Z <7J;f奇異苧P反免現象!こよゲ
他殺稗曲、白内迂遺骨、つ遁1Ä的存分高皆川、可能で抗~ :: t古示し τυ る。

守島付下ε伊良造 r::手、よ l干す いくつがのわ守 1";7\A て符 4 れ r'!~t呆E 教三台育争。

100% r 
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1). K. 1'III.aA-， K. W，ゐ恥;_， M. l;yt帆 ; J. f?adl.o仰 d

C~仰1." 31， /2.)' ( /'171). 

2).表制，今守，イヂ?}:..;岩島;イ罫僧幼時Ji，1;)..'> 

(1~80). 

3). K. A. 1<lJA，WJ. 1>. C. H;'cluL<JI:m.. F. N ~; J..4nr.. 
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2816 e~升命・エネ lレぞ-相関理，)えの
ポジトロ Zサムιちにおする病問 J也

o伊藤余男・三名泉博て回淘釆根壮
(索犬尿イ?-，求東天エ)

陽電ミT;角?戒で得ら仏る情報l守、の百十 回 1 測定朱の 7~O ッ 7 綜函
の寿命(手段:寿命剥あ志)と②荊威

電ミ?対の運動量(手錠:角相鴨志 J消
滅がンマー終ェキlレイ r 測え)ヵミ主司

もので‘める.ポジトロニニタムイι撃で1"1
従来寿命測定が主であヮ尺が、両方の

情報包総合的lて開いて理解しようとす
る方向 l くめる。①ヒ②引回~/JI:: 測定し

てフサあわ也る方落r1就lてl主〈行十止め

仇ているが両JものJ苦闘主乙る "2パ

ヲメ r れど l古木r<'一般的で手い.

ここで1'121\。ラメ r タ~Ì- lくついて~同
作ヒ問題点主増える.角相閣法で11強

し待者、主闘いるので¥寿命揺伏3μの
和闘をヒ仏ず、実t~ν.5. .L汗lレキ、 J

が潤閥刺えのヌ守本巳揺る.ニニで和#
Tくて f:，fs閥測史朱のアロザク図を I[習

いす、す。ミニゴンメ乏リ/の 24000認
を組問叉ベワトlレ勾乙してピフてめヅ、

泉 和閥刺史朱}~'7メータ

「寿命頑倣
I 40<iメ4Dう〉ナレれ 85'7.5"一日戸向山{DiScr， (Orte.c. Sf!.;3ノI ~'I崎断附 4ωps 練れ.:>5u>c.戸川rι，
LェネiνイJ 刻;:_朱

60仰向。653PoA時打以
Sped;叩S呼ヴ /I"'fJ L vr LeG< 

f-Sん拠ム4右ムL んM.

工恥抑制恥 1.4Sh1T喜働イ官。ザscf $7If.r 
L→同時多↑数多t J~J ιfS 

凶2 伴家の等詞緯悲し手

4-001， 60) 300 X '80， z.仰i.1M J I ;:J-I) 〆 ~O"'J.-~ の

マトリ 7スが件?をl二遜択できる。来ーlく剰え朱のクヤ
鮪告もζ計数キl三闘する爽笠門が例を示す。エキ}レイ

五「 や (予7ロヘけンJ

'fi 

J 預悦朱の計数手をエ+υメL 犬きく可ると lマイ)レア さ叶竿+
、プ)0が起もので、 7rv8午Sの間物↑殺が限界でめ ι ~ yこ
っ「之。エネルギ/神彬を釈すl て skザi礼~-i ì 刷包 い¥

を，j，~くできいず、判時争↑殺を久きくでき J う。
岡崎微が，)，心、為長時附規IJえするこピltzザ、 n 

ド')1 ト対紫乞レて~烹定F時考聞づ乙叫|くヂヂ、 ~9ヲをF藤埠艮ず 品tir町問r

イスス、7ヘブアイ 'Vνし‘頑'j皮史終:J~検愛ド 11 トのめづれものいついて}千禍立するが削?存ずるこ
Zができる.二制込のと二ラ今夏置の宴史友11正〈、久手-rj.ド1I卜11'1守い。

国111ぅ7ロへ弐ザンの想悦結果の建前新三条河えでめる。二の52て£じストケアム1.X;， 

x之 γ ーの時{白(1ニキlレオンヴfkT)lこ切ヲてギ偉叩左京め了くめがl盟3-0し)y， y2司断面

(者~ス付 7 ト lレ) lくついT長寿命声〈介.uミめれのが|ヨヨーbでめる。ゲド p戸 P5Jo-B 
のp;cJ-off ) l'ドeeゲのラフのが能かわ舟活択するビすい11'，せれの11凶7に可、レRょう
が対舵をもって来日開スペケトlレl三めの仰いる a 凶ラで例幻手長寿命玖11"，工夫「レてわ色刷く
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犬きいの11-， p-P， li' L与の狭
い民少の者1初旬ぃユヒ lこ対
たしている e

よ//keJ1付先で IJ.P-Psのさ?
与が&ry:3めで121'11トさくぢ

< 111らがい。実権1'::，宅のよ

クlく叫ヮている.

オ苦闘スペ7いWまを同いて

殺防面白L、機すを行4クZ乞が原理的lて11可悦でめる。 f9'J久ti、 0-PS +メ→尽かz(

のよう lく陪化。籾吻成がめフ1ミとき、マ kド対託する孟勅重信却を拍dえする3気サを行叫フて

いる。府青年鮮手足ピ主力べT"I.ム、為.来k声ミエガしTい壬い。
ニの知友の菜置でも役l:5Lつ 1qlJ 乙し 1\1砂子p.~，射し「てゆをめザ、る.角相関11--びーェネ}ν

iy/¥スペフト1νl叩札|手、殺めてrrの校、、成長「がめるエヒガミfJヲ j三(国4)。ュw'1守'1勾
勝踊て↑1-:}ヲて庄じ1てiに4ド乙関連し1いるが、ボイ¥..:'[:トアッ70ご仏r(e-t ii、又11p--Psカ¥

半IJjUiミフガ¥詳し、。そこて洞閥恭氏色刷うヒ、(図ケ1'(等前線図M す)、寿命スぺ7ト
lレのt;::.O_....ク付主J1rJ1t入マ、、抗リ(1到6)、ヨニキ}レギ J スペ7ト)ν 5"1/keV付:1L1埼命が主張ν、

ユピが柄わか\ど守ヮ r~ 0 ニいr1中の妖u、成少。'¥'p-psでめる可Jit仇3グてfいこ乙を示すそン

のでめる・ 囲5 末照象r"梗劇 Nb碍?長1支持釆
国4 ト16の角相関スペ7ト)ν gt noM叫
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ヱド荷車l手所、珂施設味岡利用7え号開放訴すZ差の設備玄闘いて朽守。 f(ø す，~主3rq型炉rhÍ ~式
新のヲ士、/タ11長治Ji)雄弁氏I(東北沢・企叔珂)之の其同珂免じレて符らいRるのでめる.
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2COl 非λ夜唯γ測定|之目立御i粋衡の汚税調殿、

全保芥躍LLP..L o/}'A寸和久 7勝畝積物茨美樹穿千吹t-lE諸

天然の坑粂夕立!て11:叫叱 %jf)7定ノ ;a.tふ，えU>"Pb-tr ~"挙耕測がJt報鮮履い1義母をか幸く，月号稚
~虎岩瀞寸勾::.C\^-タ放稚勾予測角l，<t::t矢 fο 初、ら叡10;:nトレ乙わ↑三玉有毒代判定?淵fお号事k叫‘
ザ Z 舟婚、逮産の剤声~::t0)1佐吋搾イぽ持u可免比j再開であ ã. ~決穿0(;剥え1τ エ多見守丸刈V行われ
ていミユドb施先勾いくフ庁、1宇. 1盈考勾合e検包港~Gε-L"E:f>$ t.. f.噴い 2孟毒・ 7司専のT
揚t完|て刊か別極J レベ JVd}~涯方主宰でえ与をが'可権であ â. 執耕初予喝~.;Jち 3 い\-4':粉舟程穫
の寺屯加え~1ミ吋の非破壊γ測定11"，等考案内調裂が随員長易て・あり・剖え勾勿多保司完守免1-: 初
宇ずイ芝し得事制点E肘 2η"&0~うr. Yう制;主i字武双降%-K..-̂ ¥'T'-ア旅弘初書評州ゑく・ "L，<.V-γι

緯仰長年〔以下 B.R，)州、芝 ψ月九殺の枚弘嵐農が抵く，判定.Y-\~-~被.x;:.多くの執掛~..:j長い
利夫帽句主宰す 3

参1.1"(1:ズ約機雑もキ病d吸い$ヲ之 5ち7 のア、 1し，.-- '/0 レオけ・ ιいを'~ð)主方γ等m 工主二

1しギ-~ -g.R~~す・君主搾拘!三 1τ!予L人どの端緒/J"<:γ剃えlて手 Z稜劫噌でを~うい具え Z
舟v鼠1のスヘ。クト1レl三系三ド主主うlて，手E用句¥-::.tτ"B.R.力、数字〆。vX主匂寸・ト¥1'鴻紅会風舞金，

a制司栽稗がラめ γ擦の宜毒剤定打込レち括和しーブ'.d) '=¥" "J B.Rの界乏し、主主ポ闘をゆ場~戸主
t-::. s-志向手械か方耳切で料・以下!て非誠司長γ献にs-~-r.:{糾け降衡の粛勧肉類充、
1てづいて経輸省』庄内・3・
1)核ヂイ 以1τγ簿外崎の汗耐乏刷)

之内向，之10干1 "'él恥ナr;~島レ涼しv- ~う v_ ち.R. の但 I~女向だlて与り六三く重う. ~こくにお恨の

安司tJてう再開勺臼んγ誕祭(Z34!F..)~キキ海外で・'J3 k:γ内情iも露共ト印いえ~¥1'.粍恥0;;'

k\.'τ‘((À)の値刻、習熟i 包ふくを九ネ賃金主的発易~えI与1訟でも 1ο￠発揮しのパヲア三時舟". <1乃 ~.τ同
教1Orr剛-i;'t!.事酬で l手.z3慌の革審預肢も 7ヰ可能で¥1'"t;i'" JlJv 'BRl-:: ~手商慣垂水2め若手タ v_足‘

わがし ユれら剰を!三ついて B.g司嫡色γ双恥'~ìl1毒ぞれ. 13.Rのk，;tll'~ tセ f~械
も兎同 1三 1"1.呪雑損あちい背"tf約防止定例税対岸衡が保誕zい之い 3棟脊緯券包岡弘之

様機鋒珠ぜ千成し校生与制キミキめるか .\:;:0--7番線m 吠]工 ~I) 急逮守宮内か有初であち，
2)サムコベンらデ‘ンス勃採

校ゑ拘年包括妙a-t乞め載掛をま渇して掛声L方事暢合寸ムτげンラヂンス軌畢m補正月代、丸

事z."f~.育費啓司てペキ BR.の久宝L心え旬、司 μ7長dャ /1:Gb 長iV tf緯『て対レタωtþx lt.1<1-:t 
の緯壕令指村知葺1~-fD 0) G-!. a.i )で剥え守予偽令補正l1=!dヌヒ筏)X'，~阜湧lJ-;V~ サM要
!τK<tく写i..税事t/1草苅刈E与門吟合.祈3存"'".}-"3梢tお境託制v-¥-1'-可官乏であ劫1根幹与
場菱モ句ラ偽令?為~で τ"fV>.. :z.~弘め失量仁1-:::\守之句イふりたしラ榊九6)~ 'jf， !Yf立んWoへ

緯を夜うタijl~~V\.. 同母. )司犬勾換機鋒3孝之'補正τZ勾屯?再拘で・2わき. 

.3) . :v2--/2Yt_ '1教次¥
泣4i弘 m失当与を U悦刊、 ð)'t~.tL<.'斜場令出向同2実-j--~_;場基可時三与h<'4"I Y ， 

4般ぃ/ケJ:\免友の椋'J'...鋳考h吠弓ト注芝j久之い~.招集当事で t守~~I亡命疹J浦培炉晶玉

介に坊も釆jかれて 2男氏千円"a.~だ刊の我失1τ執治勾状桂ば弗d締払 Jビ;t.-1fン
ずのけ lτ柑且時'.( )t.yt!.3 6vt;;1;めのしフかりし-r~執併で怜粉玲l斗 ~22鴨川2美知矧て・‘
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~gG 手 f-:. イ時半何時々滅失吋い手うでれ.慈事(\時四料時な弘之宮!..IS峨レ

振宇L併再挙り色itぬて会く焚・~fo'ça;， ~<> 
t4'l 1動工奇~Iレギrγ弊勾曾v久吹

'̂IOOんす仮千の修始レキ‘イキ事1τ執耕、ヤでの城、和μ〈 旬 乙 似m壊や1場
可定例究来語版νι強く格1写す 3・ユ相場長纏S年号室勾作動か吋喝走・方べ1 て劫g..'fι 

物哉のわAトヲ-z.\^~~崎電t~，ff叡-)A-吋~~.料て有臼芯.ュm 暢令官科
(/-e_/4うゆχ 〔χ:ノヲ Tんゾ:吻3刻印灯凶苦手φ 仰い.}? <:.・p・利矧~

! オ三億時1レキンγ等勾被鴨川え1-1:".z.明則，mt.培、Fいて名妓制"'-)ヰ~~補正晴
い f"=-~ • )A伺餌も同uてーを三ンサ刃ルヤ也て自Z場原列免ゐ巻社整でオミめ2予氾セ有効で伊・

fS")核弘惇~
殺生芦嵐長宅?を電熱民何'測定象のノャアアヲウヰパ鴻ヒャ7tJ!1再て芝、コ刀oい場対L事手作

s 1，フザトヲ ~<j手 I~章特乞~g. 0(効iタLレシFモペ・周恥貌卦濡れ4等移)-::::博家禽句謝料
庁、共毒て.~JiI' ~労 ~"'~.さグ同介所Fr')令 L しヲ均~数703件均桝，t1)剖えに
都i初乞いえら@芳三ユ\-;:，潰兎 i;>"J-5測定会委孟経 ~c凧/豹.-.4.，t.W-勾 StJ'J ði執耕毛色 lD~秀弛え
すラ舟ふれ博J骨m 介比d) ~X，~・開刈芳成問料治l寺局長~~'f'糾明
ω 苛~~非手績をめ瀕慌の来月倒.
化財ンコ・パιPわ晃代制え/官修正ftJ， 4y ンイ時月t牝活難廿ヤイト執湾今川~左
2!"?b ~ vz..H 精亀本棚勾揚解析剥売さ社、周2.v-令ウヲ〉均胡勿非頑移湖え

ヒrJ.;剰えl乞与ラ特昇えを伏殺して示す・
Ganma.rays from U-series Nuc1ides 

8，.214 19.7m 

年』山刷

3:CANAロA 4:AUSTRAUA 
同 LAKE DRIVE伺剛VER

Ganmd-ray Oetection Oetection lil!lit 

王 71ι一一件宇一古品「手十市44h寸 40‘Nucl地 EI:;11吋Zance Bai:Z1und 寸;;;朗CYIC開)(品:ZJ;1ZZJg}

{今・~~.

Ga!11T1a-ray Abundance (幻
(a) (b) 、(c) (d) 

・ 0.32 0.075 
5.69 3.8 5.7 3.827 
3.15 3.8 3.2 2.725 
3.55 2.7 3.6 2.688 
0.828 0.59. 0.59 0.590 

0.118 0.119 0.681 
0.0413 0.040 0.233 

0.381 0.37 0.40 O.却

3.90 3.3 4.00 3.28 
0.10 0.07 0.07 

7.60 7.60 7.60 7.46 
18.9 18.9 18.9 
36.3 36.7 36.0 37.師
42.8 46.1 41.2 41.2 
15.0 15.0 13.6 15.0 
16.7 15.8 15.8 15.9 

0.010 0.014 

4.10 4.05 4.00 4.05 

0.0011 0.0012 0.0011 • 
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[ Detector : Ge-J_EPS 32叩ゆ x1伽聞tj

46.5 4.05 0.01叫 .02 6.3 '" O.曲5

63.3 3.83 0.02べ心.03 7.3 '¥.. 0.01 
93 5.41 0.03'叫.04 7.3 '" 0.01 

o<l lct lr:1 I(t. lo'....J!!_ 
旦~ 円相r--r-r寸.，.".."， 市円，.--，--r-r-庁"'1マ可一一~

u-;臼8一一，
U-234 I 

Th-2珂 ! 日一 ---Tーづ
Ra-226 :…~.- -，;"'-'T-----

.，_~::::! ・ 2 ーニ，_._---
Pb-2to ____.1 _________.:J 
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Pb・210

Th-234 

[ Detector : Coaxial t，抑eGe(li)師同 x37.5nmt， Re1. Eff 15 % ) 

Pb-214 295.2 18.9 0.014 5.6 "" 0.005 "" 0.5 "" 0.01 
351.9 36.3 0.018 4.8 '¥0 0.005 "" 0.3 "" 0.006 

E:!.1-214 609.3 42.8 0.017 2.4 '" 0.005 'l. 0.5 '" 0.01 
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2C02 司何度要r去による預る試制中の放射il生核種の刻史

金沢犬・埋 LlRL 。壕4-政:Jil\~、対事 5ミ，下&J:.正f言

環石 1::: 令ま以~~宇宙練往時t放射能の剥患な その下買否《守首空間て"の庭受や地表に主主下

レてか与の耳石を侍るう乏ず童事で2日否。#破t重 r 玉去 l主要1~可能~核種がT放射体}=-環ら
れてい宮武、謝料《原型五損仇苛いすま芝~k宰まてaの大す苛尚斜左報うこヒボて守、試
淵企停のヰ均の放射能葉設捨て得られるすまぜの剥点、折率る。一方、噴石拭料と同 ("1号室 L"E

横暴鵠芳、《イ1p識や、積石ヒ模擬紘原用材料の程度l三よ壱 γ苦患の酋己吸収の補正k.v¥う島鳴

場合んでい否。模擬税煮のイIf~見方去ヒ l て戸再度 1:: .環否め型を石膏~ヒ')、そめ型 1::蕨持
萱の帯、幸貌ヨ君主加え1三石音を戒し込んで固七社吾君主主制行州ている。 窺者与 l嫌疑

謙三恥材料ヒ L-て それ白雲寺州買取荷予Ij、吹'a-ピ内夫容、放射能z多量I=>会ねずいろ3島

常エ1::定自し、$賑a油結エ玄T買》て模様線帯、三1F点して凶〈フ分W下賞石)-=4左手山吉長娩T
A回婦の陸量主試みf::(l¥ 7..' 主1::引娘均三中刷工事笹ね.

噴石試料 YAト1ATDワヨ01))'(AMATOワi}1見〆 YAHATO開引，AlよAN十¥lL広 ?bODb

(と桝ら4試耕l手草地苛よ')信用)，吉本損石(Iヲ%年 3用P目、中国吉椋此方l=-莞下

金沢丈学 l三三重ちtH-r;1話料、 527JI'費文物J)住荷所有のユ試粁)

模様持婦、の作品 @靖結工壊擦鎌憲一預る主\tアり袋ず~み、石膏《型をヒリ、こ以
}二泊結主主入帆て 1ざいちい《背 1::tてから、争プぐリで原型ヒ近い模様続君主作場レ主唱

⑮切刷叫が瑞粘主税ε層、一浩粘工tキ《栴K告音量を早々1否主的グ}ニ〉買意準鵠帯、Ic.lて、

託句切3め連帯工玄アレス lてイ"F高(荘。粘工 11:製品 J三ょって 4<>1<.舎音量b¥.違うヒ考ミら悦

苓ので、ーフグ1預石試潤1::フレ1てrt岡ーの結主で、橋締皐5患と勿剛同体世帯主イド場{在。

。知..'"が Kα 署長幸報課長一ー塙守~ß. KCJ< 給末~7・レス[て‘③の !;D..."，rþ~由粘土穂君、ヒ問(湾み
の多めを作品 1i己.
1'1襲スヘ。クトロ×ト lト 敬三O似、内幸)31二71c銀約F仇 ι の遺首長室設三し事三イ荷1¥、'77 '7" 

ラ守〉ド白e_(U) 被血~く 0防1三乙号肪ト /5:2.35，同軸型• 4b.?"..."，? x%、17"""".t、担え「
為牟/b%，1-d儒官E/，8 keV)で〉ハ韓え代。ケトbメト 1卜を行ヲ下一割史時間1古蹟石試料

体/0'宇品(‘/品開〕守主展、模縮我君、kチィ之ク技穂芳、 1志 I<¥.-.2. 9守主語ヒ (1ι
多霞石):::対可?7e;'-7検出勤幸 9J制~I<CR.帯季殺事kめl>I""jlS瑞精工務宥ホ与、その

粘工何令市会有量を刷、殺掃臨時、)=討すミ/似/起口巴ーアネ相知卒を計帯[-r;;_~ 
戒区模様義義討均以泊三 3$""2.t:;J7) ，2/4-s.;， (ι0'7， / /2.0，17伴伝めの日-7'ff事実奪主 γ轟

砂、I紳どき'1" て、毘か 1'1の殺虫紛争制~~~I き、ごれを/何/，ιVól t:!'-7検出動車、ず/ー

マライだ l 主三.こめ痘悲 I-=-京\It~ 40kぜーワ討委員卒《手元計設差以外の悪説的g.言葉差(初年壬

世議拘傾き《譲差)1芯2..χ以内、こ 1主.

千員名、ι油お主lτ対寸るγ鳴の自己Ps.恨の蓬ぃ月毛:-'T-Qル口三互によ否計軍っさ補正 11=:.. 

~-l 吉林棲否1::.瓜殺虫表的J'¥"γ クゲラウ〉ドめピー?のほかに宇首続性議寝種的

坊 A見，持Jv11')，ぬハム 60CO，忌が何!<(J)ピーワボ殺ili.す以下三点、(函 1)、南極産噴石は幕下し

か与坪代主経て余¥)、2.1>M l:::抽kの身杭検出守、』ヘ宅三.主?己表面lこ才、手')ol室内 13ワC1' 何汚

柔桝みらiH1;..0 (図ユ〉 義仁落噴石料粁m型、警量、謝史目、王制定時間ヒ放射)陛議覆識m
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(Jpザ匂)乏ミロし主。 klな〔先代、同Csl主主面汚莞ヒ考乏吾主あピーケ合教与え CCpll1.) oj箇て"

苛、!主。哉、官抹積もヲ哉、料向重 l手悲下耳寺 1::.壊車内事吾 B 試料曇o)~þ--苛ぃ k工RrN1め

26 A.e.， 5:糾~ã=~告 l\ て Idi統計古美差 /0，/もl..'Áv9て現IJ史す否ことがずすた。 k工陀工N3~場1]定で1芯 幕

下手表4布lf~経て本I ¥)、 円トへいま詮量水因襲-i';);らフ1=。

主監霊ー キ販の滞結

主国製品 i二ぷフ τ会ま 図1.I<IRIN 1術文明ト}レ KIRIN (59.1g) Feb.1，1979 

1-1¥.若手と然放射能的董 l三 ー. 0.5keVIch:10004rnin 

差方Yあると考之与しれ 3

めで、計数時開、寺管「

精震をがセく“意味で、

子橋震IJjきを行ヲてよツ

放射能の多い製品主主

んで引〈こ左 ψT霊君し

vl 
0 意1=rl員苓 k胡粘土

ClI ~7妻の車ぃ 1-::. よ雪白
Z唯官補正左右略す S

t...dt>l三、瑞粘..:t:..(p吐〉

1"- 金粉(見かけ司 f~4)

やユvケJIr〆秒乏堤てとて

F貫苓めをu受(p訂 -3.s-)

1::. ，合わせると~~検討

中ずおる。

表、刺定時果

( )内仇教室宇は
Met回 rite

続計誤差を蓑司 Type 

I~eight(g) 

Measured at 

阿easurlng
time ( min) 

A1・26(1808keV) 

Na・22(1274keV) 

問n・54( 835keV) 

Co・60(1332keV) 

K (%) 

Cs-137( 662keV) 
cpm ) 

1041 

10
1 

。

101「。

μ心L-fL」

Th-Series 

500 

60co 

1000 1500 

VAMATO田 7305(733.8g) 

U-5eries 

500 1000 1500 
ENERGV (keV) 

Resu1ts of non-destructive gamma-ray measurement 

KIRIN 1 KIRIN 2 KIRIN 3 
YAMATO YA問ATO YAMATO 
ー7305 -74156 -74191 

H5 H5 H5 L5 H4 L4-3 

59.1 54.1 72.7 733.8 707.7 862.2 

1/26・2/2 6/5・6/12 10/30・11/4 2/12・2/19 3/2-3/9 2/21-3/1 
1979 1979 11/26・12/1 1979 1979 1979 

1980 
10004 7167 17662 10161 9833 11707 

Measured activity (dpm/kg) 

26(4) 20(7) 37(3) 48(4) 35(3)・ 71(5) 

97(7) 122(.14) 124(12) L丁目 LTD LTD 

210(40) 240(80) LTD LTD LTD LTD 

247(11 ) 172(14) 270(10) L丁目 LTD LTD 

0.062(4) 0.080(8) 0.085(4) 0.084(5) 0.061(4) 0.104(6) 

0.0075 LTD L丁目 0.4152 0.5506 1.774 
(19) (113) (97) (31) 
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1808 

2000 

2000 

ALLAN-HILLS 
-76006 

H6 

562.8 

1/6・1/13
1979 

12342 

54(4) 

LTD 

LTD 

L丁目

0.080(5) 

0.4685 
(77) 



2C03 F員λヨ中の諸元暴の 1司イ宜休組メ氏、要埠 x核二ぷ三広、

。す p・1跡調う品 P K. K…ふ

t昂古ノ重久手“・アーカレソー犬学〉

1 ，員后中に点在す 3タくのえ素ιっ υ て絹悲劇詞イ立体絹dの測定結謀;キ司被告乞オ1...3よウ
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本多、よグ言倉言zポF濡ず宇ニ s必恥‘吋どけケ z核反Jぷt主‘の弓牢芋」手穿点念李占￥tど;か千がψグ1"ι-ああどdチうオポt .3 均冴~J3項運ノ后5 中の包け) < つJ汐キか、の元素，=つけて
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. .;を司、すイ署長品時tこ成p必季五ぶ-1)"/主のは Liう〆ιn...~ (二よ 3 て与野蒙督コシ Fライト中の験

一家の崩位体比異常"の搭見山戸ずあっ走。般会ほそ司其ヲダを t'，./60 (::.事 J...I.:.~づらリ司混入 C~

よ3府期大腸J言内申不均一位包 4て解取 Lj そのようる成み司宅二万町可能性之~ Lて却系テ互

の場易会~aらげ.て ι) 3. 乙向測定tこ/桔発::t.>/-t..て継の天イ幸町周イ(j[.砧紙誠司祈"$l.Ji盟 系 ん そ れ

まイt二研変コウr亦主主リ進んて ()7::.;教フゲス以外 ι ，0，ハタ，乙4-，T..・，A_jノ Ba.j Ce， Nd， 

SI?2- ~6トd ， U?与主・・のタイのづE素 Lニ対す3必ず定詰菜)f:指名古..p_て ι) :i1 .まy色こ司 J均趨tこI~却

す 3 級品差是晃表て士点てり~ ;71・;ニオt ら司翼常的成lî5I lごつりて婦嬉4~儲命tJ:.f:.台て、).Id-"ょう

Lミみえ 3fJι 才、 LClゲ7t:T?也らの“不坊r 位"に弓基く解釈は椛!.!f-e. L叉大を合寿会穿定手え

てけれご司ような現状をふまえて木材己認￡こ高島"ては勺戸干減枝稽~ (ニ掬係のよ家 1) M;J， /~ 

志、ょが U の同4主体組成奨常を主~ ')品川実験結某~ψ初期木陽系内 tニ毒、け 3 拍手l!fJ手Tり

のf幻展望C.1.て癖材 tT::..な率、ニ司解ヰサ法tま κμγ'od，a.. (ごょっ τ提頃す斗τて υ ;1''1.172 c"f必d..

tlz.eðγJ注必叩毒事木酢~悲え方 tこ布、 1) ては/司ーの1.'つで・ ct5 ~ . 

.2.初期太揚系物費t-{:定 3核反応、{i_次のように段階的L二'Aえノ生。 1) t (jヤe.V )-X止 の 場

ナドよ 3核反応い4つ(7.3~持ぬれ J 心一次粧十の相互作用によラて生すと! J揚予コナ

位十会之ど町ニ:.~，粒子 ιこよ 5 核及広( (匁".2.n.)ふ辺"句ノ又Jt..n¥'主要人幻滅還さ;f-L_J=宇佐

十tエ~主核反応、制捜えごとJゲ重要〉て"あ~.標的物負の物理併形状'/.ið_' LこJごヲてエ決紘

一子発生の挽子はオ、本リ変イとす.3，;?I・;こごゼはその集作君主〈オフ Lく認定ιLる""、ヲ走。〆乏の

ィモ;itこ， o有効按友広正"h面積;)~宣伝定 4 て吟必よ v"A~ (ニ対す 3実犠結果を解材/..， ，y， 

羽子とす 3入身千組ナ規受益計3寿三L点。まプミーlJ 0) 161イ盆姑組成奨常につけて盈このよ会与柏+-

照射可私書写rこっ，)てj警察 L九.

3. 

1> ルヤ M 〆Il (0‘幻吃y) 句宰~(=古家すは点われ.3-Uゅの掛ブィニ勺リては

&吟y.， Loマ.s:eo?r..広、ょが'Lee.， 九 y>dnd.Sね SSL'aι によってノタクヰ年 tご労定酌会結果

7l報告された þ'~ よリ重要急桔某はん977 0if:{二タを差 -r，fz J生 ALle n.de I噴石中町 WA みt.. 

c..Lu S，"p-'7L-+ <7)ノdメ(::a;.，J:.ぶ Mパタ司地何発見4J48ら日，被う吋訴は 1=-.j.1 1::' 

牙、す主主クイ高 Jれ枕らはじ之4ペタ/吻て外=(2仏1~/2弘てタ斗十 (~Lノ引L.)" e~仰/之旬タ〉
る~ l車線~実強値にあては~てC"Ä l/2~L )'" ;: (よ I::t 0.，1，)'x /tJ寸 y年.31，皐之得y色。この絡

謀 tifUXる t本大場系司初期4ご石島、け.326 AL司存庄司有プ?本証揚巴本えてけ 3オl二」引の解釈巴

よ-'(.は(.....r"'AL.ナ ...... AL) J;r' ~?"AL :;昔、会核瓦ょt.t=ょ，て生滅 L.7=ぜ tA:えられ3。差 l..2?AL

オらの有耕核;;:_./[‘断返740きを o、S þ4_Y，凡とすれば〉一次組そテプノル工ンえは~ /O:za C=.'" ~ι 
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なし 〈この局長け針面椅6ニぽニ;n拙多核反比:の穿」字ヌグ大差‘、と亥4ヲホ品。) /冴 4・'ノタクグ

タドこ ALLl!.7z4.ιれな~-Al r"・cA./?2.CムS t:'e;r;n..." tt 0 z.う小切の掛川併せれ?持

ιニ興味冴けJOlt; 現在司とこ 3とは‘様討すず高 5・ Fi.j-1 AL1en4たす司五ハクの

幻 Aj '0'7 Pd (6.1>吟 y)の嬢変 ζニよ 3をみ ら れ 3 過剰

ノ。ラ4，j'の，~号激1'(ニヰ、け 3 .1i.呈剰 ιごっ， ，ては lA/4USErLUTEヂ

4ま中，;;、~::"研実-;!:;h.'L"主オt; 系社内結梁を nbLιi に

示すf}嵯小こ〆O'TA.# 句過長j は観現リ士れJ 繰らは5Þ1~)5M地
ノO"PdLユよ 3 廷の包 藤新 Lてけ a. L)Jナ、 Lこ町よう yな与境

4敬次申中壬は/る辺ど戸I此とぺて A乍グの湾凌Cほまさ斗小フめてイ唯託、'ぜ予

想桁寸悼れ幻z句げゼ
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(:: '''';4，j/'''frPd， ''''1Aj'/noj辺司1!!若ゑ l;在. 27A1/24Mg 
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よく一致してけ~. (タ包，之見〉兵庄、司断面積

y炉、犬舎、、町イ2 有効断面積をユ ba.r見返す

昌司はそう不合〉王室戸ぜはな、 ) 0 ~乏句結果J '欠

粒与フノレヱンス(;j::."'" /()I'I Cええと主主.乙司

佳品吟司場合よソ全ーキ~n~l) ?:がう損金矢の生

成過経1.え・えればミ急事ーさ.3i.3 ~う.
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Samp1e A
U
 

F

-

n
U
M
F
h
J
V
 

噌
-
-

司

l

n

U

，，，，司
E
E
E

n
w
w
V
A
 

A

ハ，
t

、

n
M
J
 

nu 
--Au 

nr

、l'

O
内
v
p
k
l
v

n
u
-

-
s
n
u
 

，，，，、，
E
'

n
M
4
・
V
A

n

ハ，.、

7
'
 

内

U1
 

円
喝

A
門

n
"
J
 

nu 
-，，， nud 

nm 

号
J

e
n
u
 -

Pinon 2. 14:!:0.02 2.9:!:0.1 3.0:!:0.1 
Santa C1ara 1.76:!:0.02 2.4:!:0.1 3.0:!:0.1 
Hoba 2.92:!:0.09 2.8:!:0.1 2.2:!:0.1 
T1acotep巴c 1. 11:!:0.01 2.5:!:0.1 5.2:!:0.2 
Warburton Range 3.11士0.06 2.9:!:0.1 2.1:!:0.1 
Deep Spri ngs 1. 52:!:0. 02 2.5:!:0.1 3.6:!:0.2 

1. 089:!:0. 005 

穿3狩F作茂吉多寸*r.;包 h\l~ Che月， μ4主SEeyLU3tF〉

tニよ 3 冥常的存在4宣 ~yをす 3輸大会砦来てt-At.て a 】て J 現点司とこ 3 ...:t:司結希は万円て"な

".  L庁 L この場合Lこつけて'給与授射仰向過経巴 L てy冬察すJ~ J ;Z3'-U/ 2..I
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2C04 東京湾海底土赴状載料中の 1~'7ふとめ5トの分沖台 à:v-u
~IOFもによる年イ明快

(吉増大理エ )O~ト平善晴平尾直也木村斡
(地質調金所) 松ヌド英ニ

放射性降下物であ;sqo~~ I~ U;G)分やか、様々 な天依試料におt汁調sぺ5氷てl¥~ 0 本

実験では、試斜安東京港海底止柱状試桝 (CσY"e.)てして 7 QO$n: 間色合量の鉛直分.~重京
め}1蜘性降下物持動{ごっ川械を加Z否。りlこ，刊l'::'よ 5堆鎖倒之両梯{こ

よ 3堆錆年代につ1..'1ての比較主試訴事。

試料
試桝iな図 iに示したさう仁 p 東京婚

の肉薄の東西方向で湾中央の南北方向

なぢ色希虞して 6地鼠金運んだ。試料

抹取出‘ Iq 80年q目に街コ走。船上

&り透明アワリル製内筒念特っ重力採
泥誌(L型，日程 I2. CII¥ )τ 4o~loo酬
の粒状説料セ訴取し色。各コアほy 右

側聞南l三切断しf.o試料iま， 11 0 Oc乾
燥後，ケOOocで電完'*f'にで原北し分析

話料℃し在・

?を量語法
'10 $r， 13'1 C.sの~量法の概略セ回忌ヒ

禾す。両放経の'A呈法て毛斜単掠術1き

のてミこェT'J.レl二準じて箭コ色、 k耗し

1:!'lCsの借対で除 )'Jンモりプデン酸了

シモニウムにn&着教，井?型んら工(加

減~器宅用 L、た，\，-線ースヘ。つトロメ
ト1)-t特，た e 之うす喜之官二にふり

非破壊潤定法kりl剖 CS1-':持亨吉計数効
率p 精産xもl之島ペ歩否ことかでさ丸

セシウムのイ七掌収奪I~ ，放射イ'b5.去 l之訟
り決脅し走。

回.1 東京 3意義泥地点

ヤ
5蔓出.熱素描宙皇

d垂
LJL  

落来

ヤ
リ〉日プデン謹

Tシモ二ウム

r罷ースペフトロメトリー
[s'1CsJ 

図.2 'IOSr.1問Cs'"定量方去

| 水酸化すトリウム
i 炭酸すトリウム

主犯殿

乙ユJ髄
イォJ交浸

炭du孟
2週間話L宮

コβ需震計数

戸Sr)

かを1J. 5~LI~5 ・。 s およし冴フ・さ t' 6 かん.~つ生 Yこ乏いじ
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鮎果
実京湾内港、の東西指向の 3地点につれて削cs告量n鉛直伶布芝 90-6. ~W-S 地点E の 2

地点につ凶ては、 210Pb年iも潤~の結果主加五て置の 3'" 宮に示言。値!な今べ、て soJi fY'l1e 

bCUlQ. (-::.綬算し定。
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句e
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糊 i担
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間.5 (pcyl匂匂'.s.5.)1913 
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吋e
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r
陀

T

5

恒
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80-6 

70 刊

o 100 200 0 
ll¥l.3 (pCγkS-匂.s.5.) 回.斗

図.3 '" 5" 13rt Csη鉛直信キヒ2IOPb ，こ~~堆縄キ.{\:，

図のようにす々て 3地露 x 宅刷C~ (j) 告量ピーク(最大値)ず早急車し現在は減A].l l て1.\ ~. 
副主時(I<?~ 1.3 'v I?~'.可) 1:: おけ否最土イ直除、/け~O"- 20∞o tαIk匂9--'*勾zち11-&
の最大イ植直セ 1963'"川lη96件43卑手，最深値宅 l円q竹!JS-j非下之 7是~~乙 5 。

函 31::示した160-6地点で¥-a:，最大値か兄ち'v30伽¥.，最探偵か合v"，!i6"c?rtの探さにあ
ヲ走。図のえ自に示しセ 210凡[二~~堆絹キイ記 x大きくよ車っ荘。 こtuな， 2iJPbの値かlぜ5つい

て-~の減衰曲線にな S なかっ完走ので杭否。 しか L， 13'lCSの鉛直分AP 沙 5~苔て i也の兄
士也蕗x:111#同様の堆箱遺産て推史でで ~q 上軒 0"" 10 (iy((た おじて問らの鉛直信平和が乱れ

ているこ Yこか Sか〈乱があコたと推定さJtl...~。
図休示した'o0一宮地誌で臥嗣fAの最大イ直7ゲ20.......2.5G-M.)最漂値が防~旬。)1¥の涙でず

あり， ZlOPLに汝 3堆績キイミでlな.宅れすれ /'l6lj.-v/96O*， 19初'v1'1枯鼻{ご組当き否。

附 Cs の最大偵の鼻持~ s!loPb5tA~"L以一致し走。 13yþO)~頭立直てゆ 210Pb完成之勾Jbd
h ず昆 S~{. ) 1{l'1らの下層への絹針工事選玉三!:>-l/L?i 0 

囲ぢ lご示した <60-10地声~"i"庶，試料グ3\:ì帆の i棄さきでし台、採取引L なすヲたた町 B
13'l C:s (j)最大値の深さず兄0....25"01>'1. -i"守0-9地点Y二一致し食が、，最界4童の3悪さか縄δれtJ:-6¥ 

つ走。

163-



2C05 来体予ン十しーラョン力ワンターによる米中RYlーも1定量法

(非平衡時現"是去)

大抜研 柴田~-フ手川野換手。伊藤琳典

1 .戸子従来の5主体予〉 iトし一三ンョン 力うシター (LS仁)による71く中RYI-Tt刷の定量3t
H
)

I~ 、 トlレ工ン う〉今しータ一審衆 (LS)に柚也されたRY1-Tnの壊核濯が測定lマイ 71し中

で設計平衡に孟寸る(通常3rv4-時|白)のを侍って計測を申姐し、備寝曲線の日現去あるい

IdBlAl'lneyア口、ソトヰ〉によ 1)Rnおよが、TI'1の初期放射能を求め、 ごれに補正係者去を乗じ1 て定

量を行うものである。銭々 lti.、~く中の RI1-刊のみがL$に抽弘主れ、ぞれらの按核稽d柚
忠三れ1d.¥ \ことに全日し、法射平衡に産するのを科正ずに採'"く直後ずら計;~ほ申始し、 4主
張士れた BUYlVleyプ口v トによリ RY¥-TYIの初其前女射能を求める方去についで検討し在。こ

のぢ去によれば、環'I~に零する時l割を犬幅に短縮するこヒ制、でき、マイケロフ。ロセV サー

と絶命したしscによ 1)忠直主量在百T能にする二ヒぷ期特主れる。

之. 典験支方Tヲ法まヒ試斜水
2一斗1.地下7K.常法S)によるが、留1記長のみを記正するヒ、の LSをあら力、じめ援オく

ピンに入れておくこピ、②採水印始がら披蕩終了まで、の自ld'、 RYIーT刊のi皇長老荷主納豆がら

で、主るだけ知閥白で、操作する(採，;J<../V30秒、被蕩 1%io採l!く時を士::::.0ヒする。

2-2. 1<n:オ<. 11 の米に 1 '6.3 州 C~/I同1 の品'Rà塩酸事末O. !;川を加え、約 lヶ月白抜置

LてRV¥調ヒした。輿験期也時にLSを加え(この闘争lをか0'(する)、直古に lゐ市I:t長男言し、

殺の換イ'1;は、地下水の渇島と間蟻である ω

2-3.百オく. 2.~5 3のモナザイト砂に5・7Wllの謹!1if.t践を加え、約E時由加熱し1:r室、
十今米会し、 30w~ の主|く〉今 71くとラ昆ぜ、一晩抜置し、不審物在日温議、三60 ，，&のオくを加えて企
量300m~ とした。授の操作l昔、"Rn;>jくの場合と同棋で‘ある。

.3.解対三乞う普段パイ 7lし中のしSに柚虫されたRnおよび、刊のお1期輪車数N。お与ぴほか

う試桝米のRnおよび、刊の戒度を求める牟続さは従来の方法と同棋である。

ト 1.Rn'族.1(nガろRaDに至る崩壊系列左対象とし、時制土における各棟植の原手数

を崩寝系列~l員に N~ぬ(L=-I_乙 "， t) とし、それぞ、れの桶寝史教を入L ヒす 3 。このとさ、次の
搬biケ蒋試制鼠主すふ

告(N，(士))=一入1N，(わ ( I ) 

長(Ni(わ)=-^~ N~(わ十九ト，r-L，(わ ( i.手1) (2) 

N1 (0)手0，N~(O)= 0 (i.手1)なる初期集件のも乙て¥この微ゐ肴程討の解は

N~(::t)= N，(o)芸s.. ~eザ (3)
で、あふ足立、し、 B~.i (<:):、1だの劇イ最式によヲてま主主れる‘時刷に依存しQl ¥量て、あふ

811 -= 1 J U B~~::: -:-.z s'J (i.f.1 )， B~j = B，-"j AL-i /(入トり) (吋) (4-) 

いま、 L 番目の検定岸、与の唱寝粒与への計敬訪宰がf~G る検弘窓で、時教qt がちか4 ま
で計現11し、平均計鞍年Cd丸d，)を得たヒすれば、 4 

Ct(i，d)=をJ;+KLMLめ d.t'=呼組系会fFZ(iーぜ刷) (占〉

従，て、すべてのRVI接買手による平均計数皐C(尤)d.)は‘ RY1の初期備事事長を N。として

とは， d)=iCL(尤)d_) = No S(丈，d) (6) 
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日し、 $(!，d)=芸名e-̂Jt(1-êJd) 1 ャ去14jLM弘て‘あふ

検也容が、 L'SCの場ゐc<;n-ょが日粒与に対寸る計最初事を 10010ヒして長いかろ 以下

fe== 1とする。

3-2. Tn操.Tnぴろ守主椋倉ThDl二至る崩寝茶列を対象ヒし、l<n接の場ゐヒ問4援の解
析を行うわ1"， ThC (~=わが分岐比“.310 ず Thピ(1:=土〉に、 33.7% で 7下1ピ (ì:=b) に崩壊す 3
二区に走iきする.記雪 l~ ‘ Rn識で、開 111三主の r:: ￥印を右肩にt-tしでTt識を示すごとにし、
結果のみを託註すると，

出土， d.)=，~ e7<t， di = N:-S*i_t_ d.) (ワ)

た戸与勾1(1.)=主新eーか(1-e-ヰd)，e?=完2rLだB5(i=I23A〕，。J=ヲセrJ巧Bjj(d'=t， 6) ， r.=1 (L=!♂， a， 4.)} r!; = o. 663 ， 凡=0.33ワ， 8む=尚治/
(江一泣) (J=1， 2，3，4)， BZ=- t， B~ ，他の 6513(的式に辛じて求められ与。

ミー3. RYl1刊の岡崎賞量うま 肋および"TI'1の現在する試料仁ついて、時長'ILか Eι吋ま

での計費IJによヲて正味の平均計級事Ci.を得たヒさ‘ (1，)および(マ〕ずら

G =NoS( 士~， d;)十ぽS.... H~， o..;) ( 8) 

両足を sc土~J r1.;)で‘劇ヲで Q~= G/S(t~J di) I l(~ =デ{土ì...d~)/S( 也~ d;)とおけl言、

Q~ = [\)0 十 N:R~ (9) 

左得る。艇、て、横軸l二1<èの撞をヒリ、縦軸に Q~ ð)植をヒ、てアロ v 卜すれば、日捕まで
引 l'巳直線の日切井iJ't; Noの値を，こう配からN':の値を求めることがで主る。このゲラ 7
13.BuMeyf口、γ トの4主張に怠ヲて 1，る。目視法 IJ簡便で lci あるが、自諸活にd~個人
差 dあリ、持まし(_~(\" (判長による最11、ニ乗去の温用d、ょっ ~l\ が、この場会、各デ
ータの精度はー縦1:-具るげら主みつき最d、二乗去を通用寸与のが長l，。また、 (9)式 I~
RYI-TYl震在京のみ"D.sず、 Rh-V:'Iナあ与t¥li1'TYI ~'rrの喝ゐにも通用て三与。
4 結果この解析迭を大積溺井戸で、の掠オく試剰米lτ直用し}C-19'jを図に示す。法射平

衝に童寸3まて、晶表牟-IJ¥予剣士れるものよリ高〈むり、 TY¥窒を争〈貝積リすぎる結果ヒ

B、ている。とくに306Jまていの値Id:、ぞの傾向が落し〈、どの原因ヒしてld、規定パイア

)レ内ずの1<nの民層ヒ LS層へのゆ配手域差る

をのj也ぷ場三られ解析が若し〈困穐ずあ

dpm I I ~。オ〉ラインによ 3解析にあたって!な、
70叫 I 30~任以後にみられる僅かむよリについても

さらに検討すふ貯零がある.

--. .， 
• • 文献

300 
0 

1)野口:RADIOISOTO?ES，誌， ~9 (IQ7S) 

2)堀内対土工:塩祭料単ノ主主..39 (19竹}

3幻)士晶内

4仰)唱内，村上じ7貼 p凶10削l陀s臼OT羽OP陀ES，主述空，3.之(1門qワ宇引} 

主)業回，伊藤，)11野:ヲ1%困壬重工学におけ孟同住7t素

府吹耗表念零時?‘'7'i'(I'(8-1)
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2C06 放射性鉱物かうよ奉公す~ U ， TI... ，1?Q..司イ玄体ヒ屯の放射弁平衡{第 3報)

東え主里 O，j、橋浅哉、 宮永佳

:書公法 fl.，団体中におけ :51司位外の毎私以熊主主o".3ための有効な手段イあ~ .筆者五 l式

前報(宮 20 回，~ zt回放射化学討論会)におい1. ，いくづかの放射性鉱物 1;. っ υ1 の落~

'I.駿の結果主報告し，鉱物中の υ，1l...，食乱l司イ玄係の存在減免主決定す 3悪因主事。琴 Lた.

本報 "(11.，ゴ0(1.山岡sth..1走閉ウラシ私についてのよ奪iI!完草食の締果を報告す 3ヒど 4に，これ

までの研安結果 E総括 L ，鉱物中の U，T九，叉ι 同4主体の存花咲食5.につい 1考察す J• 

【宮署員3盆主L今ェコスロ If考 1 ，ゴ。弘山剛stko..l産関ウヲシ弘主主it'刺 ιL1ヒ.争還によ

1) ，きれいな絃主還が靖噂し r~ 0 法忽t駿 f':f事，靖難 L1~ 主主主完駿重前 1'-紛砕 l 1. J覗いた。

主主主既('-報告したす法 1-::よ')，鉱物中の U系列長キ3定期核稽(21骨υ，Z307九， ZZ4Rι〉の定

量，放射能見 (2)'1ul明 υ，Z町九p30Tlん J 2Z3'RQ.f2UR，ι) の ;f~ 定，斗価 ι6 イ8 の U の定量ヒ主れ

ぞれの哨υ/m..u.):ι;ø~ 是主行なヲ氏。 生年主塁& C!2.主張致三Ll...凌息皐量生新、来前長i掛 E

0.1州唱函豊中ず携苦手 Lつつ j奉公 L ，鉱物粉末 1;.r別F全去後， JPi夜中の U，T九，実11..1:づ1-"1.

珂伎俳tじ{放射能民)の 3勘定ヒ司A主体の定菅 E 行なマ 1ヒ.今回 I~ilr 1~ 1;.別れの定量 E加え

在地ザ， ip没のー都主 l箇月以よ保存し， mAιかう生方正す 3訓 7孔{な =18.7/8-8 ) の坂長 1.

m札/山T九放射能ιじから求め 3乙ヒ 1::よリ，閣詩的に定量し たものであ J.室意気i九千，

800・げ 1時間加称、~;里 L 食前掛 I~ 勺 II 1.主実般 101すな勺 t~. {乏生ゑ年広LL~浅議ふ￡

三窓主主主主 '78 ...~の均ゑ詰掛を s-o 阻止の仏ØOO 昔 M 屯4t./1'‘リ内 A3各地乙 t 主に萩桂三宵 7

守ヌコ I~~封 L I てゲキ手0¥ "(クスヲーラーで噌持 Lつつ場官民主行なヲた. 3 '" 33 B後，

鉱物紛禾主:'1'別険:'Z.L I ;.r~夜中の R..... につい"t 2Z3Ro. /22~衣九放射能tじの渦定と 2UR，，- の定量 E

勿な、 T-.:.• 

〈結果ヒ考案3 結果主来 1，2. I 沼 lに九す. まだ掛の扶射乎衡 桑 1に示され1.L' :3ょ

う 1..，V系引の長半減期本長稚羽υ，n。T九，2Z'Rιの信清量が・接業箪固で寄 Lいこと，ZHυ(l.Jd吟

Z27Th./1'・7九 J Z2'J1<(A.j2.U R，ι 放射能ztaf，放柄引衡の喝令の計，.値 f.ooI 0・Olf.f't， 0・o46f1-;.よく

す民す 3 乙ヒ d、~ I 諒糾鉱物 l手，放射平衡 1':dう3ヒ推定され:3. イじ学的海'illと α夜此に

j:'J主主L 同イ主体 1;1:，落i在の俳拘に村す 3化学作用によリ鉱拘かう海依す'J1まか， ol境変

1;:;よ')11百訴す 3同住停につい1.Il， 0( &./ldもによ')，鉱物の象面かう海;;t~中 1;:; 扶織され-z. :'書け

J.i&五針ずあ 3こヒが長切られ 1 い;3~ cえ&おtfこよ J3事鉱の客手 I~ ，飽釆ロイ存.数 /_e-'lt1.. 1;:;，I:t.例

L，半減期の短い周イ主体 1'-tq L 1..えぎ ω 。図 l に汗L すように，尋塩化1\"リ内ム藩汲 I~ よ Z
海銭安離におい1.， ;~書よ設中の同丸 /22&1.ι放射能￡じが時期ヒヒもに減少 L I 33目覚ぜ 1;1:教射

平4告のイ通よリ，1‘さくなマ tい3二 t， 2.1 日後かう 338 ~をの閣で zz3 'R....の海公琶の噌仰が挟め

るれないこヒか~ ，この条特ては，同R"， (寸}γ 11斤3守目〉の瓜~fi]，ι/;:;よ'JJ.事*の':i;与 I~ 小才

い乙考え』れ:30 尋塩醗1-::よ3溶鉱突礁で 11I 供反院によ:5~，事鋲の寄与 1;1:会え係視さ札，

〉撃を弘 lr二U I T~ ス"，(1)同維持丸が，~弘拘中の売れヒ，な 3 の 11 ， 同住特の存率採集が鉱物

中で要な 3食めて-ぁ'J. カ目税処哩の寿ft1;:;対す 3初果 放射性鉱物 l手，チタミワトポ免

と呼 1ずれ 3 非晶 f演説~!.ま 1=-1~ 吃れ，;:;足L い ..'ji~!. にあリ 1 加鞄処理1.~け Z ヒ再結晶す 3 亡と

が毎回』れ 1 い;3.本安離の結果て 1;1:，加担処理 1::よ'}、 υ，ih11J，接iT.L llfえなリ，私 IAc. 
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は海弘しやすくなヴ 1 い~ .市ロi魚処理 1:よ3鉱物の再結晶によリ， U r Th. I;t.結晶梓手 I~組

み入まれ3の1::昔、:rL r Ro..， Ac IJ:結晶か 5~非除され 3 之とを;t， l 1.い J.加穂!処哩乏を 111ヒ

試測か$!各自~ L r~ UのZ}'tU /Z3du比が鉱物中の吃れと r 致す 3の主，鉱物の再結晶の起点量

でl.)~υ ヒ7.J't Uの存な説先の相違が帰済したため ι毒えうれ;3o 鉱物中にお 11;3U r Th.， 

食品同4主体の存iG::tズ熊 本史験左官めた d 患の場t民党験の結果，系列の親1車種と吃の周俗停

であ 3鵡請を種(2匁 υヒ23'U I 1.32 Th.ヒzz!l-n...)の閣 1-:::鉱物中での存准採免の却逢があ 3 ことが

碍古島され，さ占 1-::: 放射性喝をず~板す 3 局4主持局ib- ( 2''t~九ヒ'ZJI>Th..， 21.
7T，へと削Th.I 2Z3 R A.ヒ

叫払) 1:: 主有為収~~の相童があ 3 こヒが明五かにな守 7ヒ.これ b の九素の存ゑヰ丈島の相1!

Il. r まず第ーに場改{主!こ α魂t)1こよ 3周イ主格J育、子の周閣のま員イ亀の有線，場偽の犬守ず

によ 3ヒ考え Sれ;3.すなわ吉，荷予のまめりに文きなま員4告を佐じた凋佐保のちが， i車1夜

の作用主主 111.港けやすくなう，海忽の時.に暗イ主体の挙争力の柑主主生じ 3ι 考えられ 3・
3量偽のえささ I~ I 同4主体相手が何なヲ 7己保及fYlιの四敬 I'及』日ι"L7f-1レギーの続40で読されJ.

この考えに維え 1ず，以疋劉t!z回行なマ T-::，)OThのきが r I 回の ZJ'tTh.よリ海~ Lやすく，ま

た，行なマ 1:0(夜回tのS数 1:3 回ゼ局じずあ 3 が，を 11 た ~JtJf. 工事，1.- .:¥--ーのえき ¥.-1 Z23弘

If{ 22.1私よリ j事1すやすくな;51;1:ずでめ J. Lか L r今回の尋塩畷1-:::よ3海忽'I，駿の併果ず

l事吃のit1-:::なヲ tい3.維 7 之，鉱物中ずの

層住俳句存お:liu!.の凋逢の根因ヒして I T = 
-リシゲ!こよ ;P;' 傷のl:~t:. / t司4主体の幼者'h"E. 

考え"J'j;雫があ"J.勾O1i九(巧'I.::!i' X 10'" 1t ) 1ま

弘司区 l1.がよの時聞が長く， 7ニ F リシゲ 1::

よ'}々をした位置 15 め 3 ようになリ，生~‘

L1.か』時閣の経過ll.IIな "-1 2.)4 了九 (Tì'~ ::: 

zキ"日)よリ L嬉t.L .，f<.な 3 ヒ~え』歩tJ • 

宮

牛島t』

y
o

ヲ

コ

ヲ

&

v

削
訴
時
明
日
d
M
宮
内
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(o1千戸、あ者号育、 l二認めヲれる. ，{足?r， 地主i面主窓

会撤l之ヴリ τl官〆 40Kの塊1l.1":1種押す 3ほど

鋪 U仇噂龍寺 d瞬間する体/fl1!'弘めラれるずr説ヘ

物議且域i三善〈ゲiレーヂ別 I何百 40Kの矯援ザ噌祁 ( 

可a~ :t3fUのヲ毎夜ザ見眠、ケす 3イ喚同も拡あ予 M ミ4.←
ょう宅、ある . 40Kの来賓 i三 対育 ち叫Utli提註ヒ 払

i司説《傾旬ザ/ .fOK凋規定ヒ:zzbRtl."1来月{/刊に ロー白

の堵i(乞 :z.2fAc(.:z28Ro_)の耀怠/字h Stoan 3 t←ー

ヲ権法乙匁fUのヲ竃民 S，;.Oz. 乙出~の荒民

Sj..fh. '"衆議ヒ :J23Ro.. ~堵境作づいてもtf.J?ラ

悶ー主Jj(/) (孔イじi乞よ a..t.或 l二示、竹之 l事ノ礼次

世勺民共十古と~iID..fまp明大芝 ζ ち Ó 1手伝〉 全'(;../ 5.tOz 

の令車聖p"'r1守l，ほ足、9-3~叫 u6!<o.../ 刻OpÞ/

p.宰Ac(1-%.'lJ<乱〕の金者宅 t宇 勾く均九 -4Df犬訓金串

をi宇うfな〈待 3 之と Pわがマ氏。主士急会撒1-::"ヴ

り之 11:比率面主主ザ10411急Ia減度ずtI、才¥)場ゐに

l事告怠主主載の脅智炉支配的 τン忽~ð)場必~(司
ひ主ラ¥-(.St. 02. の勿 l1 ム悲の伝うず倒的 ~/<.o." -:z.IOpも〆 2引ι(221~ぇ)ノ千òK d)金有景色み 11イ負

~õl ~昔、 r ~考え予れ氏。 乏寺 1-:: 札化。、i度予+世ヒヨ~I:萄夜ザすえ主いニ仁君主(<:.ヴ l' -z. I~ 's.λOz ~j，\ 】

ぅ'ii1J" :::..恥ろ m放財梓移淀m規t1þ" ナ 7古い場b 秒 ~å :::..乞 7・.h1)' -'7 t<..，土竜 1-:::J，‘什 3玄tli放

知持続3事の今キを杷予をす 3 ヲ手 iく r 主企室内鉱物-~ß.-~宅事事-z_' :h "1 -P"/ 会場内むに毛通裁を基

事~し1..~らi.- 1￥ tr (¥ (1."下事匂 1もいエヒずあを弓が Fちづ t入ヒヌ之宮。

d¥覚。
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2C09 ヨ毛者、の植庄ヒ放射惟核樟濃良η関恰

(1l大理) 西島安]キノ 0ち本豆郡，晶島設孟

(序論〕

緩和史射能川]定iこか、て(j_.ヨ M まな援ギ齢制服』反対象ばっている a 矧娘
l~ おいては\各雑婚柔ピP の r線液晶;核維を刻乏し、浩美の維業昔、による絃射性枝稚の援絡の
遂いを針先レてき k?ま「之、松葉の萩射能をヨまずまな面がらヒ与え、 Z長嘆湖情指標植

籾ヒしての桶効岐を燃すレてヲ kfgJ/披制 l~ ¥1.植物試料室子。、与4専ら，れ[，放射怯樹包家反
l 立、 pCγ句史めるいは pCi/l<~乾ヒいう樋て北長されている。しゲし、植物l三峯頻乏れてい
る液射能1立、その植在ヒ rjんわかの関係があゐヒ湾、われる。

今回(J.、比較的点記咽l三庄脅しているヲ乏当色対象ヒして、ヨヨ乙者"の植庄ヒその校射性

微を護岸しヒの月副長1-::ついて刻現色村ゥ f，. 

(実検〕

ヲ乙ぞま託料は、 1) 4-月 2LJ.日l二福岡県粕屋%p久山町制杯相て¥和主面j者に庄脅している

すべてのヨ毛ギ、すべて酬の雄物、およ V"'tzfiむよ漁色鰍し(-， 0 よ){，月 1/日l之、州久

学克えの 1匂篭章線路町、において 10地主，-E愛vにそれせれの地哲pイ単位岳積l之庄脅している

ヨげをすべて採取し k。雄物倒11l、/I0'C?(ノ紗を府知時間力、げて系終遁友仰もで

反Aι色村フ f之。反，{(;した鋲Jヰを直L栓糾祝丸の内板試にプレス点型し、放射能舟]史を併ヲ[:. 

.;! f-:.. 、去二教訓ヰ l立.吋ぅ名て神j し rd表、 J都t乾燥氏A~ レ、ポリ経惑に入れて割安こした。
刻えに l立、 恥(しし)キ尋体検伝弟 (0尺了氏、m.o白 L8'00/-/は /w '10 cι)ヒ仰1(， t"'?)'汗lレ)¥'Iレ

ス来語弁判君主(丁同問 Noけh.eyn.、 τN-I7/0)也前ぃ k。犬ぺ 7トlレ解杓は、允叶大羊犬世

言t~機色用いて付勺 fこ。
〔結来ヒ持薬]

表11こ、スム町において旅取しf-::訊料についての結果を訴す。ヲ耳乙キ〉;人タトlこ庄脅してし 1

fこ植物は.スギナがほヒんヒであっ k。検出ヨれf三流射j叫友雄1J..日午坪/0月のl:j:J国核実験

l二由来ずるものヒ、 8巴-7、および試料のO).//J'-てあるヒ身九られる k-I，LOてあ勺 i"(.，純果 1;):、

単位面積め「二リの放射「
長 l 久山町 I~お円採取しf: 試料の試射性j義雄 j濃度 (pCi/m2 )

音色て長わしている。

オマイシト 1ヒLに庄肴 Nuc1工de So工1 SUG工NA YOMOG工 Soil SUG工NA YOM口は

してい k植物の、乾燥 7 

費量ヒ液射j生核雑表友 J:Se 

包氏再をすると、ヲ毛ギ 95 可 n3 n n.n n 

l三1J.;f目関ぺちれるが、 4 コv j:i::; ::::: 24X0 73XlO 

5.6X10
3 

1. 6X10
2 

7.9X10 4.9X10
3 

1. 5X10
2 q，ゐ

ハU
1
ム

V
A
 

ro 
• ペ，

h

40
K 1. 4X10

5 
4.6X10

3 
1. 3X10

3 
1. 3X10

5 
3.4X10

3 q
d
 n

U
 

1
ム

V
A
 

内

J
-

• 寸
，

N.D. 

N.D. 

8.0X10
3 

7.1 

2.1X10 3.8XlO 

スギナ lこ{"1、はっさリ

しに相関11-見られrjぃ.

;J r-:..、主事-111:.乾操量重あ

たリの放射性樹聖護設

1"1、点。λント 1および.

工.6XIO

141 
Ce 

144 
Ce 

N.D. 3.3X10 

1.1X10
2 

3.0XIO N.D. 4.1X10 

1. OX10
2 

7.6XlO 

2.5XI0
2 

N.D. 9.6X10 N.D. 

Dry wt. 90.6g 22.0g 65.7g 85.8g 
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えのいすれにおいても、ヲ毛ギの主力Y島ぃ。この蓮し、 I;;J:、両植物業の射倦I::.A永存している

ヒ間油れる。すなわち‘ヴ i ~ Iしずヴトの補足1::.稜して、ヲ毛キ l立スキナよソむ、フィ 1レ

タJ 的効果ずま負若な地籾f:ヒ事九ゐ。

ま「之、 FZu_-/03、Ce一/判、 Ce-/叫は、植籾試料中 l之i立校白芝れたが、生二宅設ま燃料 1::'1 J.枝B;，

マれなかフ「く。ニのニヒ i立、殺説萩射能分]定歩〕ゐい 1:1:援或毛ユタリン7において、植m試

料ガ?局効てあゐニヒを;r，している。

表LI之、九件)犬きと吐くの 10地fJよリ株取したヨ毛ギの、叔射性検埴i震長色手す。

ヨ司乙有r の宅E肴 21 元II立、 3l/. ~/0り拠んt て‘あゥ T之。試料i立当の弔穐 lこよリ、茎ヵ'''J又丈、者が
あυ中がているもの(分類 1)、茎が伺え骨がイ色いもの(分類立)、 およびそれらの中聞くら

いのもの(令婦、立)の3稚鶏、に分瀬、しf-:.， :tねえは、比糊，:nA'vl鋭胡力、竹っ「このて、苛川、

れの株取F也きJヘ博干するヴ1""-Iレヲ匂トの量はl司じイあゐヒ秀久られる。

Cs-/ま7f砕いて、放射惟核樟業A'c_統珠望星ヒの問|こ i立、立乙の相関がみら kる。二の相

関 IJ、ヲ毛ギの的態、す rJわち骨の議7ぎには依蒋レていない。手 k、ヲ毛ギに含まれそ v¥

る k-!，LOの:震度もヨ毛者、、の巧合格に関係がいニヒがわ力、る。

核植写IJI二比較方るヒ、 Zr.-7;夕、 Ce-Iぷ/、 Be-71j_、 Ce-/以仇ー/03よソも l立、ヨリし k相

闘が見られゐ。しかし、試料によフて ¥Jニの相関がらはずれているものもあリ、ニの崎、向

は、いずれの核緯lこか sても、司じヲ毛ギ試料がぎ、すようであゐ(イヂ九IJ"./1/0.6)。 ニの援

由ヒして l立、単位面積肉ての、ヨ毛ギの宮家の友会l三関差ちがあるヒ刃‘われる。すなわち、

庄肴密設が他くてわ、密集の友右が久ヨぃヒ、ブA1レタ J ヒνての効果i立、 A也のヲ毛ギ試

料ヒ比較して Jトコくなリ、単位乾燥主童あi:::1)の放射能州島くなヲたヒ持えられる。しか

し、企般的1-::1立、立乙の組閣があるこヒよリ、ヨ毛ギ\;):‘ブi" -lレ1~ トに対して、ブィ iレ
'7-ヒして効果的lこ働いているヒ井予じられる。

長 z 司三督官ミ農の実なるヨ毛ギ言説料の放尉性核椎 7蓑At (pCi/m
2
) 

Nuclide 
Samp1ina point 

No.1 No.2 No.3 NO.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 

2. ...._2. _..._2 _ _.... • .....2 
Be 6.3X10 6.7X10 1.lX10-1.lX10-1.6X10- 9.2X10 1.3X10- 2.5X10-1.8X10-2.5X10 

40.. .• ....3 . _....3 . _....3 • .....3 • .....3 • .....3 • _....3 K 1.lX10- 1.2X10-1.7X10- 1.8X10- 2.0X10- 2.0X10-2.2X10-3.0X10-2.8X10- 3.1X10 

95 
Zr 

103_ 
1<U 

131-
じS

141 
Ce 

144Ce 

2.4X10 2.7X10 4.0X10 3.3X10 3.8X10 

N.D. 7.9 9.6 7.9 1. OX10 

8.8 1.3X10 1.lX10 1.lX10 2.7X10 

9.1 6.4 N.D. 9.8 1. 3X10 

2.9X10 7.6X10 1.lX10
2 

7.8X10 9.0X10 

34g 38g 54g 54g 75g 

3.1X10 4.7X10 7.6X10 5.2X10 8.3X10 

7.7 1.lX10 1.7X10 1.lX10 1.6X10 

1.0X10 2.4X10 1.8X10 1.2X10 2.2X10 

N.D. 8.0 2.6X10 1.5X10 2.9X10 

4.1X10 8.3X10 1.9X10
2 

1.2X10
2 

2.0X10
2 

Dry wt. 76g 80g 94g 99g 105g 

4テ瀞、 工

今秀支献
1)分"7J-I回湖ねじ掌討論会予稿集J P 136 (1977) 
刃れ岨湖北学討論念予稿集I Pl，l，Z， (1778) 

3) 司71-3回湖判ι殺す論会予秘集J P 60 (1777) 

工 III 工工工 工工
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2CI0 生鮮食品に含まオt~ セ γウムヒストロツ今ウムの酸柚弘法

(日本令杓セ) 0木村敏正・ I11よ欽せ.t，t川師、司・福嶋浩人-曲山正孝

工.縮吉 平和利用主目的 tL"K原守力持訟の盟加l之伴 l). モオt!)権設す~~也さ-It

t主主鮒，1生枝維の調金研司r!本‘執勿くt(;=}'われて l) ~ • ごれら調査lて芹¥l) ち~てりるJ骨材 TI:去

lま.地誌の平帰霊転時3Z1主株1獲得E実感4をの 7x-JL)7つト主対象t.lたもので‘あ否。 ltJ' 

l生すら、世設からの快鮒峰雄稚の異常首長血時!之It. 1J'j教の智新を短蹄聞に失I控する l妙零

か生しるので¥それ5の令約ちi去を開l)a之t!本、実1彊 l亡事すヨ陣閉左考える Z‘不通当

生ミ l}JI" あ 3.3前者う|志、世設問E住胃の被曝緑豊の大主主等か 5 、要常?武d:憤 I~調査か

j知喝t~ ~ zlt. ~ 'Z"志ラう械射g性株維のうち、c..S-13ワ之 Sト-qol~ 注目しそのまE呈介椅去の

閉ヲモを行勺てl)~ 0 今回 l志、生儲食品(屍札，ほうれ人野，わ泊、め， ¥)わ l)の前侭理去

を報告ぢ吾.

平常量転時又!志づオー)し?ウトを対象ll 1と生酎食品中の Cs-13可I S，，-l)Oの令析におり

て.相‘料的介開1:::1公設可灰イビ漬か閉U9LJ1..て l)~。吃[て、通常の被射能レベ J J..:l'・1令

析に聞いる相析の量li約 lka-であり.そのY実化 1:，*.2 -3回全撃す;S..宇?ミ‘量常の電気

，;r ( 20 x 50メl雪(h)C'¥1¥. )で I~. -~に 1 -2 イロの許新 l 力、興翌で‘~ ~ L). 一椋仁環境許

胸中町敢射柱故殺の分析では担体主加支てイヒ竿~宜主行1..\，得 S 'ltた計測許制中の放射

能を担体(])q又~で補正 L ，軒利ヒ?の放射能乏京め ~1ヨ EまかすTわ..Jtてt)~。ここで‘は担体

主加えR塩酸漕獲を開りて、割料中に合き，-4tて l)~フォー }L アウト駕~i.の上主è 2.根種主抽

出3'ヨミ之主主可砂.担体't.許制ヒト核維各々の鬼験海~x 再査への令配主調べ‘験袖tHE去の

有効位を株討 lr-.. 

](.安殿 柚ft¥当医での回収キ1怠.明、宣之柚首15設の分析値がちポめTミ. 1有査f主.乾ま¥JX
化法にぷリ今僻牧令析を行ヲ七.セシちム i怠央光光度法 t~ J::.り‘ ストロシ今ちム除原与歌

手t法にぶつ'た量 L~. c.~- 1'3可 l本. リY'E.. ')ア・アシ由主ヲシ壬ユウム止問イオ γ失2財樹脂11
ヲム玄 l荊l)て令樟精製~，旗化色全敵撞ピ L ‘。維を釘剖 L セ. 5r-QO 11，暫煙硝酸去に

，!:. t)令融精製魚、東敵t邑ヒ L，P換を計測 L食。、

原 fL; t酸柚弘3去で、なく、 ヲシlマワ績を固化 t1t.分離維"溜来ガ Bストロシ+ち.t.， 'E. 

度政雄'LLて‘ tジウムをりンモりアデシ醜握ピ Lて分散 Lた.原弘 11に‘担4幸之 1て

セシち AlfO帆守 y ストロシ今ウム 50帆守を加又た・ 35-斗。・cに加熱核‘ トリワロ JL酢酸

lちOa-を加王、 15'うす閉放置 l1ミ.固化した今 YIぐっ質を室 1~.分離3えによ 1) 分離 L 、明査は

17.ぢ%ト t)ワロ lL酢酸溶液100靴 1でユ回洗浄 L1ミ.上 3萱東芝洗浄液を ~r島教.セシウ h

zストロ y今ウムの分析!明言司‘耕之 L1ミ.
はうれ人嘩; 水洗Dlt.!手うれ人警5DOa--芝1M撞駿600制 Aをミ宍 ij- (宅量1.21

の報産開) 1:入>h.K.担体y.lてのt.')11うム斗Ocmt，ストロ y今、うム 印刷~) j]1L-)I1うA

O. えらを加えた後.ミキ.".ーで'10~間指持 l tミ.壷}h、介前去によ t)上宝東芝精査l二今け.

搾査を 1M鬼酸200M! マ 2 回洗浄 L た.上澄まと洗浄司民主 ;f~後.セ γち~'tストロ ν
今ウA<J)1}-新聞軒料と l"R. 
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わ志、め; 海i韮(わかめ I ~~め，いし‘ ~， 11-んた・わ.?~普) I本.ス hロヅ-+ウムを Se>-

l~O I\"ll.，智Ikすはんで'\)る。ことて‘l事t)主パコ泊、めに令‘'151l1t8'/ktl.t.合判て n1とa このと

'L '( .令絹 I~ I事l】る軒料の宣告‘0.5-11<すであヨこ~tJ、ち、一般に担体):: Lてのストロ Y今

ち1;を加えるとど急く化t学処理か‘行わ~てl) ~. を L で‘言十湧l樹新r~ (台、防る田弘幸は‘ Rj
lご毎道中のストロ ν今ウムを令析しiI(めて\)る.この~職で臥‘軒米tttヤのストロジ4 ウ

ムを itL)回収容で港東ヘ柚弘ぢ事こ之をき可"Jt1ミ。言暗号l事故取牧水洗II l‘ ヲオ)L-でノk.t取

リ除t)~ 1攻析を L~o ?b右、め 500~ ， 3門施酸r;0 0 l'tYlt I 担体之 Lてのセシウム斗01)札伊

をミキサー I~ 入オl30令問機持 L 'E..童}~、令融支に主 IJ 上沼来之官査にそ分け.~・査を ;1000

帆 1でユ回洗浄Lt~. 主濯東芝洗浄涯を‘セ γウムピスドロヅ今ウム的介祈閉ま守桝ピ l~

l)わL; 海水魚は.ストロ γ今ウム主 4- -10帆す/kt住含んで‘l)~(骨宅金宅、) .ここ

?開l)t~ l)わ LI~ 宅、斗 tntす/kt性合皐オ1 て t\ ~.之のと芝之、分析に問l'\'S新制の萱か
0・5-1I守であると之介 5.I回収考をと定め吾ためには.樹料中のストロ Y今り L¥の畳を別に

すト祈 L 、加えた担体't芝かろその値を.4<'め 3 ミ之に手~.一般l之は.このち法か開\)られ

ての~ tr. こ之では抽出浪での回収~を観ぺヨためI~. 担格~ L之のストロシ4'うムは

加え本か勺 1ミ. l)J!J L[本(体長10ι帆)‘水洗 l可牧頭を険~.肉F 骨ノ内臓を介析桝料~

L主・l)わ L5"OOt ' ユ門地敵 !)OOO!1l，担体ヒ Lてのセジウ -9'+0帆すをミ岳町サーに入札

‘20令聞指持 L長。童}u、令融当によリ.ヒ濯没z精査1三分け‘済査を 2門握酸200制止で2回

3完済 Lr...主濯鬼Z洗浄液を ~r醤後‘セγ ち L， ピストロ Y+ 行ム町分析用許制之 L 食。

m..結果 原書L 三 11..うoh.，人草 I~ つ n てのストロ γ今ウムの回恨容を表エに未言。 加え

t担 体Z書可制l之官まれ之 uたちト-qo4ヲ回収奪は‘各々 の軒椅で良くー致して志リ. O. ~以

上之島l)値Z"~吉.

華E工 担体 Z 軒析斗の敢知牲ストロ Y4 ち h の柚世~~援での回収率

原手L I本うれん宣言

No. 担体g，，* 放射性s，，!8E No. 担体5，，* 執射性s..:lOI.

O.~3 0.9~ 土 ~02 I ~'2 0.93土0.01

2 0.92 0.91主0.02 2 

3 0.92 0.921.0.02 3 

#尿季限i't湾によ')定量 Lt~. 誤差!主的!メ

検誤差 11-計執摂主 l臥

O.lJ3 

O. ，斗

O.U土0.01

0.'16主0.0I 

~泊、め'Ll)n:， LI之つりてのストロシ今町ムの回収三争体、各々ヨ許制?フ竹，た結果. ¥) 

ヴ4t宅 0.9以上之怠n値で‘li)ゥ?ミ.

これらの結東方 S ，このÌ1~玄は生餅食品中の敢射性ストロ y4 tう i刊の分析にあ\.)て，有
姉をtR，'1兎ち誌であると者支~. t 1ミ.興I!に字書 ~B奇聞は 1-2.時間でiY.>り‘乾可灰化3去の

.2-3自にくちパ.大をえ抱擁で‘をた.

セシウ久の回収キは‘現在放弁!能主!Jft良中であり‘当旬報告す 3. 

1). S. P~I匂yi I 1¥.門帥klAsovli I RlIl!ldcleM. RAd¥dd._1. Le.tt針 5， 互~， 30ト 310(19'1宮).
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2Cll 希工類.ス力ンジワム等の植物による集積

(~丈毘写炉・賀丈震う高田妻都、白1'1正広.片山孝:r*， O小山陸夫

1 ， lclじめに
販制ヒ分析ぢ植物η葉左調べるじ、ほじんヒγ顔料においZ見出される元素としLL~

γl レミニウム、ス力ンジウム‘~.:t類t1)l ，くつかが、挙げろれる。これらの元案J;;J，混在苛
て、グ}所‘植物にじ司之、&，/~元素て、あるとlJ-般に考えろれといQ'~ ¥ .しかし.い)J¥'キ科グ)

99くの温厚明重ゃ.ユキノ乙q剰のし，<種旬、の着物に¥;;)、アlレミニlヲム緩和、見M ‘ま

た、ラq‘植物のー種でおるウラジロl::-l，;I，極端に品工類元素fft'集積さ臥ている.こn現象

l~ ‘こ似内内元秦が当該植物にヒづ之.工、γ 巴ンラィ)レで揚ること乏》ずしも建:1:1止する訳
Z:¥;lG'い材、ゲくヒt 必零口、イ才ンあ苔い1;;1分苓乏吸収苛争過程亡、必然的に植物i$悶に
入づてくること¥o1まちがいむt¥ .をしZ ， を似らの元素か鳴に当該種籾の笠育ヨた I~主再
にI;;} 丈ぎ日障害左与え白r¥， ¥併故l三現丘ても生有志統¥12~，~じ完与え呑めが自然であろウ。
チ勾〈り I~'キ科〉のア I~ ミニウムの案頑に関して\;;'1，づ、、I黍・イ才ン5農産あ1 J:'tl‘pH‘つ

まリ、 AQFi3-'l.) 錨!t1)1~骨密帯に簡素し之 t ¥る二とが指摘さ出ZII否。しかし‘間関

に.っ、、l秦イ才ン濃度に閣僚なく11レミニウム色集積司ラ組物種b あ3ι~\われ'Z. l ¥呑。
孝\\弗主類元柔I~ ，た併し1に少しずつI1生質側、異なっZいるために、あエ類およびをの類

殺の錯イオンA植物葉中濃度内分布謝代ること回、ほかに必修Jしわがおるじす

れば‘そのイオン芭級収ぜヨ過程芭.いわば、壬然のトレーサー左用し \Z石昇段すさ~~\如くじ
むる。をの亮味合lol，錯盤じき手ぁ苔¥，¥);;;) ，沼稲ιきま的-y-:fローサ併苛能2・元素群じもいえ

よっ。

2.変駿
JJ1aす{じ，11杭去につい乙回、前報乙、盛代、たのご詳巡回控える。現涯の所、種明誌料につい

て.機器的方7去ぢ漉出足量之、子る弗工類I~ ， La.， ce I (Nd) . Sm ， Eu， ((1d) I Tb， (Dy). 
Yb， Lu t7) 10元素さ窃否。()内Icl， ~毛主類の特にタqい地域の河l l) jく、主媛、植物1::橡血さ
れる。
3、結果

l到し Zに、妥、賀県丈茅市編笠町山本本で採取した、り今三J・口‘マラ々 ブち、じサカキ.

べ7マザワ巧穿の禁中捷度じ.を恥らち山jヰ~/"lll の7k中莱展で事'\っ Z基準{じしたものま禾
苛。このik中7量産¥;;1、採取した山林の両裾主流れる小川め米τ率的花子折、 i宮じんピー致レ
ためざ、植物の根園近傍以併で、ld.日官、均質 ι見倣し之霞いであコうろ。
ここでー言乙乙わづ Z お F たい乙と\~， γlレミニウム乏最丈に集積司るもの官、希主類左

最丈i二集積司るものご\~むし 1 乙じで拐右。ニの訴に着目して.植籾筆中環}主主7k中?動互-C'
割ヴτ基準イじし色もの乏見るじ， 1苦じんどの植物iτ づいてスムー丈、日曲線げ得ら似る併.

その曲線I:J羽市櫓1::.cr 勺て異づ色刷f左じ勺~ I ¥各。

国3.4¥二lol‘典型的むりずンドじめ錯生瓜定数.あJザ、水酸化物苅殿の溶傷程積をプロ
マ卜した。乙の図じ国1.'2芭比較司~t-， -般的\~¥;:1，容定産主3立の1s¥;¥イ才ンl奇ど、震
4植物業中 l三集積さ点るじいうー見常識じ\~並列翁嬰E与える。苦~. 12力、らBij向。、むよ
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ろに‘じ吋切奏、ャマザりうに闘しZ.l~ ‘ OH- 怠るい\-;;1.戸ーイオンじめ鑑笠Jtx定数のl~
q ーン ι よく類以し Z い苔ため.単誕百‘説.aAザ訂能かも尉1れ-0・~ ¥ 。しかレ、 η守ずロ.合

よ1J.ニニにId図示しl:l'ぃ併也、、ンτイの分布曲貌1:1.丈幅l二翼むったものじむる .qトih:
水齢iι物錯岱あるい I~. づ、、J案鑑1$t'lqトに第三者向強力む錯1手グ)蒋.j'i-g:仮定可るか採楼
イ才ンの吸収のた却に佃1].者機厳かアミ/酸のよろむ弱い配位写。、あ~じ可ZYll;;l"、毛色小乙

qト事Pの鑑i$t..グ清覧手足夜、在宅ヨシ出iゴ言説nijcぎる。、砂居U似百‘い。

ごとIHisakaki 
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2C12 犬気浮遊島中 '1Beの臼変動

(才丈医研) 0何都道チ・向抑史胡・幸 操・福久健会主?

緒言 7Bel主主ヒ Lí 久気守の堂義、峻奈 ν守恒緯ヒの主義域枠及た/~よ 1) 、包謝される。
その芽誠鮪l念写3.3"日ずあ IJ・仰7.6!<eγ のriJ皐をオ矢公する。丈気サワ 8色のを点、三千/&;.'1留

篠強最i之依存(，お 1)・ 経 1 1蕗魚、地磁気銭高f..F-よ ?τ 要なるこピカf知られ7(寸。

之のよう 1言椋稚の特性によ IJ，地域新号、キ頓科学なピの令野iえあ、いマ、中主主〈容u未がも

たれτIIる9久気中 '18eの刺史 l在、微量禄射能の効l主技術の進fr/'::よ 1);J. 1.亡事量存イlまj線

ヌイワト IV計理'1r: よ~)、比較的怒号に剃主ィ・きるよう i二なヲたミピもあり‘夜の測定例l立
教7}'t I 。多見証までに各地 t・3#-，1是主れた犬気中'18el友、並 1'(ij 量化を純~JQd Lたデ‘-Jがほと

んぜである。今自l志、目撃イ乙イの観裳より‘ ミアロ 1主主場ぞそのを助事国主 s{1ち古、にする

T亡め、今崎占う~ ( 1‘犬気中'1Beの白老勧がど‘のような議却を示すのかを観剥 Lた。

主主 夫気汚藍島/J， .放医向島)::.(千J生布久 111、地主力、らの古おき約18骨() /-;:τ ‘乳量奪

!J'Jlo 00 J-f悦イ.グラスファイパーフィルタ I'C捕集ぎれた。サ〉アリユグ時閥lま2'1-時間金:i

Y し‘雄官の事情 I~ よ 1) 2 ~ <' e行ったものもある。集/肇試料はアラスチ Vワシャーしに

うっし (Te(Li)半導ィ林業ゑ農村I線スイクトロメータによっ、約 I8開計測も行ゥた。特

bれた討規Ij値iま、車晶体罪者空気品作りの殺稚試射能強fをの畑討偉い換茸 L1と。を砂期間iま

1'180キ8 fl よ 1) 開持、場来も続行 L て ~I る。

結集会ょ τr秀ゑ /9~O 毎 8 Rよリ/<; 8'1毎Gß まずの子-J~ヤ i 二本 iする大気海差是中 '1 se;-県
f買の各自みの θ守安砂ピその事委主令存主 FL.'J・1/こ示す。

F':'，・1/::.示 L1'::. fJ "・勾犬気汚遜海中 7f)e魂;l.の白骨:変勧勾雄知は、名目ずかなワ要なっ τ
t Iる. }~亙の ;i4ιl亡榛レ庭マ昆与れる毒i左手二字企 θ 本特指の手足ゑピ昆られる秋内ピーク品、d
B..d訟の衰勧/-;::対 leも害見われマいる。寸なわち 3、4ι ，!; fJヒ!tJ、// fJ 1ま先制卒的J:見at、

犯勾月 iてゆべ¥高いレペ lレτ・'$うる。これも詳知1-::百々のレペ 1νの勧ぎをズ A - v"ングLマ

昆るヒ.月毎ヒ tIうょっは特定の期間左守山ヒ l/となだらかな変勧の桂洞古てを毛3ナヒオ(~ 0 

ー才、各閣のイι買向どし τずはなぐ‘臼者のレペ・ lレを有のまま昆マみ al!:、 7!3d農/量の為

~I/L mえiず3、午、 SfJずも‘梓毒 i之イ色いう鬼J主主主す θ舟て数日MA手証する。砂i骨'¥(1-なぐ

τ3主主的なこ tlまうEえないが、柊ら〈どの自ぞ力雄fflCレベ iレφ倍 (0' E1があり得るのかも

しれない。より詳伊 I~ 各自 ja の 7BeB~)最高[の長丈、最小のファクヲーを調べ、 τ 均五ヒ‘ 3
Hでi立/4‘正十日 i之i立/宮‘ 5's 7"/12料大きくなっ τ/..Lる。この数値が比軟的伶1--.~ '<:'そ勿

俸は11~の与‘ I Aのワ， 2 AのSであれこのーtうな動{車が告を干同じ Fなる乞 11うもえら

れなιI0 L培、[.s 1::何怠かはレベ‘ Iレのイ色ぃ θがありまた二の 7 アクターボケなく 1もーフ

のイ喰向すなわち査にitjb t tこ乞を特つ K 見てよレtで・あろう。

2る芋 LIs.日雄三{まか lがたい刑‘ヴ f3et1) θ場長の各向缶の頻/全令Afの動も同毎 l三や下重t_7

τ主τlIるよう 7"ある。観J;P_IJ期間i勾1"rJJ頻fミタ言?の約l立、 3つの唾!，亡邑令τ・ずるよう J-::兎2

われる。り) 包手県足のぎ抗力中骨Y犬きぐ .1令郁也て寺桂#&0(3、4. c引 い)分布告f

存古対荊‘ i三近し中Jfe_lく長手二のピー 7を持つもの (11 I ユ日) (3) タ布句己ーヮ I}，"u色tI 

レイ』レi之件等ヴ τυ る告の(12‘ 1 I 6 ~ )以主の問題iくつ LI 1;f草々 機討をー金め 1t 1る。

178-



llliliij::jill 11ljjMill|;::il|;i; 

〉、

三1.0

υ 

'" 
む

と 0.5

'" ω 
巴

jj~nn n 
o t 23456789101112131[， 

O

E

O

 

-〉
ucω
コ
σ
E
L

M 

3D 

1.0 

0.5 

jj[λ 
1.0 

0.5 

ι…
 

0

5

0

 

1
h
u
c
b
コσω
』
比

.0 

0.5 

し日
'

e

n

U

 

一

D

5

3

 

1
h
u
c
ω
コσω

』

L

1.0 

0.5 

1.0 

0.5 

iJh A円

1.0 

0.5 

daily sampling 

several days ・sampling
Dailv variations吾ndfrequency dis七ribuぞionof the 
conc;;'ntration of 'Be in出 e a回 pspheredur工ngeve可
month 

179-

Fig.l 



2C13 筑三皮戸 z・17~ k_え・時ォι+の ::>.1'PO ユ.J: 'U，" .2" Pb 

!li.重列‘ 杉粁行勇 0之嘉彦也秘会 Jt.頬H事色

IHO涛 t 月 1b' a .米国ワシ y トン刊|セ F 十八レシス"ふの大ぜ丈 1= よフ t 犬J¥.す 10 叔ゑ

τれ R事4の噌私物ビ主 10 ラドンの長寿命ほ栽培 ηt文士 J]~' ;刊'1 宝れ台。?の事等~ ~A s ."， 
I~ 可 3 拝め l 守 1?' o 年/， J'Iよ?時点z・h /丈高中の山 P.""S-'(，I'.>.I。刊の維詑ilg3~'1乞ε f1? "'l :< 

九時点 l三 ワ 1¥ '1. I~ 1骨{宮 Ifヲ苦 1 L T=巣作認められ守f17'ヲ在が，ハイ f リウムエアサシ7・

手--z“紙日向 l乞採取 l-z. ¥' ~ ;J:.. - t:1 '/' /1..-やの .:>.1・Pb4'菅 1: セシト八しンス"ム喧ての事隼 ι括

主 zれ 3七'-717:'.'認めうれ存の z--y P P7c-X A D-2 1釘絡芳鋪 ~t I~ よ 1 時点十の:10P. / 
%， .仰のJ!.l皇位杵必'L{~tt (.私拾す~ . 

ほえ料〉

沖米執糾 I~ ~戎内需 f_J1 支片品 1二 (μ '03t N/ lf/.o'o7~3E.) I~ ぁ・ 11 1. ~奇待 1M'" の 7。ラえず‘γ?

足場米悉と府¥1 -南ジt: 1"-*ゑ lr=-.執キト持耳主役，直引乞川本。l'7.ィ 11-ダー(p.~e Sヤ0・宇';i'肘j

-z" 3 A l t;手.

エ r ロ〆、 1し争責粁 11 気宰刊現 pt.蕗.~~ 1ιあ‘ Ht J ハ4末、リヤt..:r: rす〉アラー(紫咽 ij.V.1000) 

E矧い ，IDO 0ρんん の浪速で‘生札 ι は ~I l I グ・?スて予イ)，"-フィ IL~ー( To~o 合 6 100) 上 1:

I命事 lr~. フ'AIL ~ー 1 fλq. 11{. r句干1. tt If ~ 11寺町争l'交織 Lt三。

( ~~'l主方議)

!ヰオ£ち・ 5叩;‘ フ.-i 11.. 7ー 中 内 山Po ;);. J: -t.:' .:uoPb の_;i!他ぷの概略 z濁11::. iiミ~. '4;f乙

新糾1."3五j金，ぅ約 1. H cP ð子 -}/![O~ 'Z"/;雪解 L，Jユヅナ 1レ税と 1::';z.lOp. 1. r帯主((:.. 3;夜IJ: pH 

調整役 D17Tc..εTOL XAD-2カヲム」ニ 125軍縮(主主<1¥f t̂' H，v03 e.柄本ゑ( I 太ヅト 7'~-ト

filter(Millipore， 0.45 jJ:m) 
extract wi th r:::-:-ーでて一一1 r士" .ーーでー「1 Residue 1 IFiltratel 
hot H103(conc.) 巴寸山 以「ニl

I ..， ~~ digest wi th add DDTC (0. 19j工)
digest with ロ1I.Tf"'¥ .L. ロ円"，
HNO‘+ HCIO. ....~3 . ..~占~4 XAD-2 column 

_， ---に______ I ~ wi th 6N HN03 

dry up -

dissolve in dil HCl 

add Ascorbic' acid 
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Fig. 1 Analytical Procedure 
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上ず差乾乾岡 L1 祥 H伐 l=2ゑ解 L 1 アヌコ，しピン震度 ~Þo .L7. l'=-ヅナル扱え t= .". P. e埼4
l t<. グ、テスア干イ J;、ー 7ィtl j -1'S，tィ平司 Vi"U金貴重F料.2001I+t;将者 ) l晦-Z"1"O7ゑ) )可採η 点!t

5'i'1凶長ツヶ 1[.，f正よ:..1:. '>-1' Po i :1'1申 ~L 色。~女" -z・-c( -~丈高ィ雪村 è fj " .21.九内派豹骨Eι 五昼|皇:...t九

手r，1守で執料 ε主t.Jf.l 1 .u.Ph s リ者 I~ If ~‘ L 匁我f平絹 1< 1乏 lらよI.P.e _ -fiJが‘〉γナル抹よ 10

掃t.L ， ば- 3-度存7/，方ヰサ E付.'イ号 4れ 作 山P.0) {~ t-，)山Pbのイ直 Z侍色。

(~史あ‘よ"'/意宴)
I ~ ~ 0..1ト(n )固.} 1 ，t日 子 T、、向工- ~ '/‘、lレ十の訓。 Pb の童 4ヒε図ユぁ・ 5がゑ i1=示

~. ，t1..I<IS)司吟 1=戎'1定 lt< 政 I "'? >-古“ Y ， I銅 J 萱，t~ ) 場幸の T二~ i <ザせ t 未 { 存 . ， 
司{，，..._マ目 1= 則。 Pb1宮 ID，3fCA./Jば τM!!内自 1=t~ バ、 1 村 10 i舎の埴 E矛、 l件。吃去l-^レ

Fig. 2 
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Fe Mn Cu Zn C1 
210pb 

μg/m
3 

fCi/m
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June， 1-2 0.84 0.06 0.07 0.11 3.1 0.8 
2-3 1. 64 0.10 0.06 0.09 1.6 3.4 
3-4 0.78 0.06 0.04 0.26 2.4 2.5 
4-5 1.16 0.06 0.11 7.10 15.4 2.6 
5-6 1. 97 O.工1 0.12 0.23 2.5 4.8 
6-7 3.75 0.09 0.32 0.35 2.7 10.3 
7-8 1.19 0.04 0.04 0.06 2.4 0.4 
8-9 1.19 0.04 0.04 0.06 2.4 0.4 
9-10 0.51 0.04 0.05 0.05 2.0 2.6 

10-11 0.87 0.04 0.09 0.17 1.8 2.6 
11-12 0.87 0.07 0.08 0.15 1.7 0.02 
12-13 0.92 0.06 0.07 0.08 1.7 0.4 
13-14 1. 79 0.09 0.08 0.20 3.3 
14-15 1. 31 0.05 0.06 0.11 1.3 4.1 
工5-16 1. 31 0.05 0.06 0.11 1.3 4.工
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水中の bイ⑪と 4イあの 7.ルトュヴバ

左 /ñ荷量!金量する乙ヒゲでき~ . 

)( 0 -幼 [)-1þ~ 主 Ifj' ，，:.1常時i五1<:J 3収幸1-;1‘向 5'0

雨水 1<' 潔栴 l(_' ， 37・ I~ ト =1ラム J "J. 大セ，JfJ. bイ1あと L(.右投 Lてけ

Location T s PU in seawater (10-4pCi/1) 

Disso1ved Particu1ate 

(工V+V工) (工V)

。OOO'N137000'E 28.9 34.32 1.1 0.2 

26026'N 151008'E 22.4 2.4 0.3 0.06 

33010・N 139050'E 22.9 34.20 3.5 0.2 
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